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現 場 説 明 書 追 加 事 項

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

工　　　　種 種　　　　別

一般事項 設計変更に関する資料 　工事請負契約書第18条第4項の条件変更が生じた場合、設計図書の変更に必要な資料の作成について追加する場合がある。

の作成について 　なお、作成に要する費用については、設計変更の対象とする。

施工地域・工事場所   本工事の施工地域・工事場所区分は、「市街地（DID補正）（1）－1」で見込んでいる。

　なお、現場環境改善費における施工地域は、市街地とする。

週休２日の試行 　本工事は、公共工事の担い手の中長期的な育成・確保の促進を目的とした、完全週休２日（土日）の試行対象工事（発注者

指定方式「完全週休２日（土日）【現場閉所】」）である。

　なお、完全週休２日（土日）適用工事の補正（労務費、共通仮設費率、現場管理費率）を見込んでいるが、完全週休２日（土日）

が未達成のものは、月単位の週休２日の補正係数に変更するものとし、月単位の週休２日が未達成のものについては、月単位の

週休２日の補正係数を除した変更を行う。

熱中症対策 　本工事は、工事現場の熱中症対策に資する経費に関して、現場管理費の補正を行う試行工事である。

　工期（工事の始期から工事の終期までの期間で、準備期間、施工に必要な実日数、不稼働日、後片付け期間の合計をいう。

なお、年末年始6日間、夏季休暇3日間、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一時中止している期間は含まない。）

期間中の真夏日（日最高気温30度以上の日（夜間工事の場合は、作業時間帯の最高気温が30度以上の場合とする））の状況に

応じて、変更契約時に現場管理費の補正を行うものとする。

熱中症対策・防寒対策 　熱中症対策・防寒対策に関する費用については、現場環境改善費に当初見込んでいないが、必要となる場合は監督職員と

に関する費用について 協議すること。

　なお、現場管理費に計上される作業員個人の費用と重複がないことを確認し，現場環境改善費（率分）で計上される額の 

50％を上限とする。

道路施設  道路照明など道路施設の新設・撤去・移設を行う場合は、台帳の更新や契約手続き等の所定の手続きを行い、監督職員に報告

すること。

道路基準点等 　当該区間には、１級基準点（１km毎）及び管理標がそれぞれ設置してあるので、予め設置箇所等の確認を行い、当該基準点等

に影響を与えないように必要な措置を講ずること。

　また、やむを得ず当該工事の支障となる場合は、監督職員の承諾を得た後、撤去すること。

　なお、復旧については監督職員の指示を受けること。

現　　場　　説　　明　　書　　追　　加　　事　　項
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工　　　　種 種　　　　別 現　　場　　説　　明　　書　　追　　加　　事　　項

その他 １．工事の実施にあたっては、道路交通法第77条の規定に基づく所轄警察署長の許可を事前に受け、一般交通に対する支障を

　最小限にとどめるものとする。

２．現道の交通処理については、万全を期するものとする。

　　また、工事中一般交通等に支障を及ぼさないように安全確保に努めること。

３．公安委員会や地元との協議等に伴う要望事項については、監督職員に報告することとし、必要となる場合は監督職員と協議

　すること。

４．工事期間中、沿道住民等の第三者により苦情、または意見があった場合は丁寧に対応し、直ちに監督職員に報告するととも

　に適切な処置を講じなければならない。

５．工事中の一般交通開放区間の路面状況については、常時点検を行い特に注意を払い、万一凹凸等が生じた時は速やかに

　監督職員に連絡し、対策を講じるものとする。

６．現地状況により既設構造物施設等の取壊し、復旧及び移設等が必要となる場合は監督職員と協議すること。

７．残土等の搬出に際し、公道等の路面汚損防止に努め、舗装等の補修が必要となる場合は監督職員と協議すること。

８．工事着手前には十分現地調査を行い、疑義が生じた場合には事前に監督職員と協議のうえ施工すること。

９．工事着手前に占用物件の調査を行い、占用者と協議すること。尚、工事に支障がある場合は監督職員と協議すること。

１０．日々の作業終了後、資機材等は現道上へ置かないこと。

１１．井戸・ため池等の水枯対策については見込んでいないが、水枯対策が必要となる場合は監督職員と協議すること。

１２．台帳の修正及び境界基準点復元については、見込んでいないが資料の実績により変更の対象とする。

１３．既設マンホールへの削孔については見込んでいないが、現地の状況により必要となる場合には監督職員と協議すること。

１４．撤去した照明器具等現場発生品の運搬費、処分費は見込んでいないが、協議により追加する場合がある。

業務委託料 概数発注 　本工事は概数発注であるので、工事の実施に先立ち、設計及び調査を行い施工すること。

業務委託料 　設計及び調査に関する業務委託料は下記のとおり見込んでいる。

項目

調査業務（地質調査）

調査業務（試掘調査）

詳細設計業務

家屋調査業務

調整マネジメント業務（設計段階）

調整マネジメント業務（工事段階）

数量 備考

調査・設計 １式

１式

１式

１式

１式

工事

１式
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工　　　　種 種　　　　別 現　　場　　説　　明　　書　　追　　加　　事　　項

工事監理業務

維持管理業務

　各項目にかかる数量総括表は別紙－１のとおり。

現場説明書追加事項【業務委託料】は、別紙-2のとおりとする。

工程関係 概数発注 １．本工事は概数発注であるので、工事の実施に先立ち、「路面調査」、「構造調査」を実施するとともに、修繕区間の提案及び

　TA法に基づく修繕設計（舗装修繕計画）を行うこと。

　　また、「路面調査」及び「構造調査」が完了し修繕区間の提案段階及び施工に必要な修繕設計が完了した段階で設計変更

　審査会を開催するものとし、別途監督職員が指示する設計図書により施工すること。

　　調査区間については、国道31号4ｋ440～4ｋ920区間とする。

　なお、調査区間の「舗装点検結果」は別途貸与する。

２．修繕設計（調査費を含む）に要する費用は、見込んでいないが変更契約の対象とする。

施工時間帯 　本工事の施工時間帯は昼間施工として時間規制（9:00～16:00)【休憩１時間を含む】を見込んでいる。なお、現地の状況等に

より、これにより難い場合は監督職員と協議すること。

抑制期間 　本工事期間中において、路上工事抑制期間を定めており、抑制期間中は車線規制を伴う交通規制を原則認めない。

やむを得ず抑制期間中に車線規制を実施する場合は 、監督職員と協議すること。また、路上工事縮減の主旨に鑑み、対象

期間以外においても路上工事縮減されるよう、さらに工程管理に努めること。

(１)対象区間：広島国道事務所管理区間

　なお、抑制期間については別途監督職員が通知する。

工期の設定 １．工期の設定にあたっては以下のとおり見込んでいる。

　なお、以下に示す内容は、発注者が工期設定するための内容を示したものであり、工事の履行にあたっての実施工程につい

ては受注者の責任において定めるものとする。

　下表の準備期間とは、工事請負契約書における工期の始期日から実作業着手日（当該工事の直接工事費に計上されている

種別・細別の現地着手日）までの期間をいい、後片付け期間とは、後片付け着手日（当該工事の直接工事費に計上されている

種別・細別の現地完了日）から完成日までの期間をいう。

項　　目 日　　数 備　　考

準備期間 90 日

後片付け期間 20 日

雨休率 　休日（土日、祝日、年末年始休暇及び夏期休暇）と天候等による作業0.7

１式

維持管理 １式

工事監理
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工　　　　種 種　　　　別 現　　場　　説　　明　　書　　追　　加　　事　　項

　不能日を見込むための係数

　※雨休率＝（休日数 ＋天候等による作業不能日）／実働日数

【施工班数】

全作業 班

　※天候等による作業不能日は以下を見込んでいる。

　　イ）１日の降雨・降雪量が10mm以上の日：31日/年

　　ロ）8時から17時までのWBGT値が31以上の時間を足し合わせた日数：0日/年

　　　（小数第１位を四捨五入（整数止め）し、日数換算した日数）

　　　過去５か年（2019年～2024年）の気象庁（広島観測所）及び環境省（広島地点）のデータより年間の平均発生日数を算出

２．著しい悪天候や気象状況により「天候等による作業不可能日」が工程（官積算）で見込んでいる日数から著しく乖離し、

　かつ作業を休止せざるを得なかった場合には、受注者は発注者へ工期の延長変更を協議することができる。

関係機関 協議関係 １．本工事の施工において、支障となる占用物件がある場合は、発注者・受注者・占用者で協議を行うこと。

２．本工事で使用する電力引込については、中国電力と協議を行うこと。

公害関係 低騒音型建設機械 　本工事は、「建設工事に伴う騒音振動対策技術指針」による住民の生活環境を保全する必要がある地域である。

道路汚損対策 　資材の搬入・搬出により現道の路面を汚損しないようにすること。

　なお、路面汚損防止対策が必要となる場合は監督職員と協議すること。

公害対策 　本工事の施工に伴い粉塵等の環境対策、地元との調整事項が生じた場合、又は生じる恐れのある場合は監督職員と協議する

こと。

安全対策関係 協議関係 　現道の交通処理については万全を期すこと。公安委員会や他機関等との協議により必要となるものについては、監督職員と協

議すること。

建設現場における建設 　工事の施工にあたり、受注者は、工事中の安全確保の観点から施工計画書に建設機械及び建設資材に関わる盗難防止対策

機械や建設資材の盗難 を明記するとともに、建設機械及び建設資材の盗難防止対策の強化に努めること。

防止対策について

建設副産物関係 建設リサイクル法 １．建設リサイクル法に係る資材の分別解体、再資源化等

 1-1 本工事は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（（平成12年法律第104号）。以下「建設リサイクル法」という。）

　に基づき、特定建設資材(コンクリート、コンクリート及び鉄からなる建設資材、木材及びアスファルトコンクリート)の分別解体等

　及び再資源化等の実施について適正な措置を講ずることとする。

　　本工事における、建設リサイクル法に係る特定建設資材の分別解体等・再資源化等については、以下の積算条件を設定して

1
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工　　　　種 種　　　　別 現　　場　　説　　明　　書　　追　　加　　事　　項

　いる。

　　なお、工事請負契約書「７ 解体工事に要する費用等」に記載する事項は契約締結時に発注者と受注者の間で確認されるもの

 であり､発注者が積算上条件明示した以下の事項と受注者の提示する事項とが異なる場合においても設計変更の対象としない。

　ただし、工事発注後に明らかになった事情により、予定した条件により難い場合は、監督職員と協議するものとする。

　①　分別解体等の方法

工程 作業内容（注1） 分別解体等の方法（注2）

 ①仮設  仮設工事  □手作業

 ■有 □無  ■手作業・機械作業の併用

 ②土工 土工事  □手作業

 ■有 □無  □手作業・機械作業の併用

 ③基礎 基礎工事  □手作業

 ■有 □無  □手作業・機械作業の併用

 ④本体構造 本体構造の工事  □手作業

 ■有 □無  ■手作業・機械作業の併用

 ⑤本体付属品 本体付属品の工事  □手作業

 ■有 □無  □手作業・機械作業の併用

 ⑥その他 その他の工事  □手作業

 （構造物撤去工等）  ■有 □無  ■手作業・機械作業の併用

　（注1）作業内容については、当該作業の有無であり、分別解体の有無では無い。

　（注2）分別解体等の方法については、該当がない場合は記述していない。

 ②再資源化等をする施設の名称及び所在地等

工

程

ご

と

の

作

業

内

容

及

び

解

体

方

法

特定建設資材 施設の名称 受入条件等
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（受入時間） 平日　午前８時から午後５時

（2.20t/m3） （受入費用） 平日昼間の受入費用で見込んでいる。

電線共同溝 （受入条件） １．500角以下

（受入時間） 平日　午前８時から午後５時

（2.35t/m3） （受入費用） 平日昼間の受入費用で見込んでいる。

電線共同溝 （受入条件） １．500角以下

（受入時間） 平日　午前８時から午後５時

削屑 （受入費用） 平日昼間の受入費用で見込んでいる。

（受入条件） １．搬入された物を目視確認し、処分場側にて品目・単価を

　　選定する

２．アスファルト殻・コンクリート殻の混載はがれき類として

　　受入れ

３．アスファルト殻・コンクリート殻への土砂の混載はがれき類

　　及び混合廃棄物として受入れ

（受入時間） 平日　午前８時から午後５時

（無筋） （受入費用） 平日昼間の受入費用で見込んでいる。

（受入条件） １．異物混入は不可

２．100cm以下

（受入時間） 平日　午前８時から午後５時

（2.20t/m3） （受入費用） 平日昼間の受入費用で見込んでいる。

（受入条件） １．異物混入は不可

２．100cm以下

廃棄物の種類 所在地

アスファルト殻 安芸アスコン(株)

広島市安芸区上瀬野町

甲1-2

片道運搬距離

L=19.1km

アスファルト殻 安芸アスコン(株)

呉市広町字市迫20455-1

重本建材(有)

呉市広町字市迫20455-1

L=34.5km

アスファルト殻

外5筆

コンクリート殻 重本建材(有)

広島市安芸区上瀬野町

甲1-2

片道運搬距離

L=19.1km

アスファルト切 (有)トラスト

東広島市西条町上三永

348-14

片道運搬距離

外5筆

片道運搬距離

L=24.2km

片道運搬距離
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（受入時間） 平日　午前８時から午後５時

（2.35t/m3） （受入費用） 平日昼間の受入費用で見込んでいる。

（受入条件） １．異物混入は不可

２．100cm以下

 ③その他

　　上記①②は、積算条件を設定しているものの記載であるが、建設リサイクル法の特定建設資材には、準備工、仮設等（丁張、

　足場材、型枠材等）において発生する木材等の副次的に発生する資材も該当するので、建設リサイクル法に基づき適正に処理

　すること。

 　また、これらの資材について、当初契約時点で施工計画が未定の場合については、当初契約時の工事請負契約書記載事項、

　再生資源利用促進計画書への記載は行わなくてもよいが、施工計画決定後においては、関係書面への記載等適正に処理する

　こと。

 1-2 受注者は、特定建設資材の分別解体等・再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第18条に基づき、以下の事項を

　書面に記載し、監督職員に報告することとする。なお、書面は土木工事共通仕様書1-1-1-21条10項及び「建設リサイクルガイド

　ライン(平成14年5月)」に定めた様式1〔再生資源利用計画書(実施書)〕及び様式2〔再生資源利用促進計画書(実施書)〕を兼ね

　るものとする。

・再資源化等が完了した年月日

・再資源化等をした施設の名称及び所在地

・再資源化等に要した費用

２．建設副産物の適正処理について

 2-1 建設副産物の搬出

　　本工事より発生する建設副産物（建設リサイクル法に係る特定建設資材以外のもの）は、下記の条件により搬出すること。

　ただし、工事発注後に明らかになった事情により、予定した条件により難い場合は監督職員と協議するものとする。

土砂 (株)丸兼産業 （受入時間） 平日　午前８時から午後５時

安芸郡海田町西明神7番 （受入費用） 平日昼間の受入費用で見込んでいる。

建設副産物 施設の名称 受入条件等

の種類 所在地

アスファルト殻 重本建材(有)

片道運搬距離

L=24.2km

外5筆

呉市広町字市迫20455-1

L=24.2km
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（受入条件） 特に無し

 2-2 建設発生土の搬出

　　本工事で発生する建設発生土は、仮置場へ運搬し敷均しするよう見込んでいる。

　なお、仮置場については、監督職員と協議するものとする。

m3 km

３．再生資源活用について

 3-1 再生資源の利用

　　受注者は下記の資材の使用に際し、再生資源を利用するものとする。ただし、工事発注後に明らかになった事情により、予定

　した条件により難い場合は、監督職員と協議するものとする。

　　なお、使用に際してはプラント再生舗装技術指針、コンクリート副産物の再利用に関する用途別暫定品質基準（案）等を厳守

　するものとする。

 再生クラッシャラン  RC-40  基礎材、車道舗装(A)の下層路盤

 RC-30  仮舗装(B)・歩道舗装(A)・ブロック舗装(A)・

 ブロック舗装(B)の下層路盤

 RM-40  車道舗装(A)の上層路盤

 再生加熱アスファルト混合物  再生As安定処理(30)  車道舗装(A)の上層路盤

 再生粗粒度As改質Ⅰ型(20)  切削オーバーレイ(A)の基層

 再生粗粒度As(20)  仮舗装(A)・仮舗装(B)の表層及び仮舗装(A)

 の基層

 再生砂  クッション用  歩道舗装(A)・ブロック舗装(A)・ブロック舗装(B)

  のフィルター層

埋戻し用 管路等の埋戻し・敷砂

 3-2 建設発生土の利用

　 該当無し

４．産業廃棄物の処理にかかる税について

L=3.2km

搬出場所 運搬土量(地山量) 片道運搬距離 備考

仮置場 2,050 5.0

資材名 規格 備考

片道運搬距離
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　　本工事で発生する建設廃棄物のうち、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物に

　ついては、産業廃棄物の処理に係る税（鳥取県産業廃棄物処分場税・島根県産業廃棄物減量税・岡山県産業廃棄物処理税

　・広島県産業廃棄物埋立税・山口県産業廃棄物税）が課税されるので適正に処理すること。

５．建設資材廃棄物

　　本工事の舗装切断時に発生する廃棄物の運搬及び処分費は見込んでいないが、必要となる場合は監督職員と協議すること。

　　なお、協議に際しては、該当する産業廃棄物管理票（マニフェスト）の写しを提出すること。

施工関係 重複工事 　本工事には、重複して下記の別途工事があるので、施工にあたっては相互の連絡調整等を密にし円滑な施工をすること。

令和６年度国道２号・３１号広島保守工事

支障物件等 １．本工事区間に埋設されている占用物件の占用者と十分調整を行いながら施工すること。

　なお、試掘が必要となる場合は監督職員と協議すること。

２．工事着手前に、情報BOXの埋設位置を情報BOX管理台帳、及び現地埋設標示鋲等により把握し、情報BOXに影響の無い施

工を行うこと。

　なお､情報BOX、或いは収容物件に損傷を与えた場合は監督職員に速やかに報告すると共に、その復旧費及び損害費は原因

者の負担とする。

仮設工 全般事項 　下記事項及び積算用参考図は、任意仮設としての積算内容を示したものであり、工事目的物を完成させるための一切の手段

については、受注者の責任において定めるものとする。

地下水対策 　地下水対策は見込んでいないが、必要となる場合には監督職員と協議するものとし、現地の状況等により必要と認められた場合

は変更契約の対象とする。

水替工 　水替工については見込んでいないが、現地の状況により必要な場合は監督職員と協議すること。

仮舗装工 　仮舗装(A)・仮舗装(B)を積算用参考図のとおり見込んでいる。

仮区画線工 　仮区画線工については見込んでいないが、現地の状況等により必要となる場合は、監督職員と協議するものとし、必要と認め

られた場合は変更契約の対象とする。

土留・仮締切工 　土留仮締切（軽量鋼矢板（電線共同溝））を積算用参考図及び下記のとおり見込んでいる。

賃料+修理費・損耗費

15日 8回 賃料+修理費・損耗費

供用日数 使用回数

軽量鋼矢板　H=2.5ｍ 32枚

使用数量名称

- 設置・撤去

軽量鋼矢板　H=2.0ｍ 32枚 27日 15回

備考

軽量鋼矢板（設置・撤去） 205m -

軽量鋼矢板　H=3.0ｍ 32枚 8日 3回 賃料+修理費・損耗費
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薬液注入 １．薬液注入を積算用参考図のとおり見込んでいる。

２．注入設備（据付・解体）をN=1現場見込んでいる。

３．注入設備移設(L=5.0km)をN=31回見込んでいる。なお、L=5.0kmは、仮置場からの運搬距離であるが、施工実態に合わせ変更

　する予定である。

交通管理工 　交通誘導警備員は、下表のとおり見込んでいるが、配置場所、人員等については監督職員と協議すること。

人

人

道路土工 掘削工(ICT) 　掘削残土については、仮置場へ運搬した後、残土処理を見込んでいる。

開削土工 掘削工 　本工事における開削掘削は、砂質土で見込んでいる。また、仮置場へ運搬した後、埋戻しへの流用及び残土処理を

見込んでいる。

埋戻し工 １．床付面の施工にあたり、整正に不可能な状況が生じた場合は、監督職員とその対策について協議すること。

２．A部の埋戻しは、流用土で埋戻すものとし、埋戻しは十分に転圧を行い、陥没、不等沈下等が生じないように施工するもの

とする。また、B部の埋戻しは、砂で埋戻すものとし、水締めを行い、陥没、不等沈下等が生じないように施工するものとする。

なお、埋戻し材の砂は再生砂で見込んでいるが、現地の状況等により、これにより難い場合は監督職員と協議すること。

特殊部 管路部

３．埋戻しに使用する流用土については、仮置場（L=5.0km）からの積込・運搬を見込んでいる。

４．埋戻し全数の内、V=440m3は再生砂（購入砂）を見込んでいる。

電線共同溝工 全般 　管路部、特殊部の施工は、仮舗装完了まで日々復旧で考えている。

作業区分 交通誘導警備員の区分 延べ人数 備　　　考

 交通誘導に関し専門的な知識及び技能を有する警備員等

 交通誘導警備1・2級検定合格者

昼間作業 交通誘導警備員B 600

昼間作業 交通誘導警備員A 300

賃料+基本料

アルミ腹起こし　130×80×4000 4本 30日

アルミ水圧サポート　調整長770～1300 4本 30日 -

- 賃料+基本料

B B

A

A A
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基礎工 　敷砂に使用する再生砂については、購入砂を見込んでいる。

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ工 １．ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ工で使用する製品は、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ製品で見込んでおり、現地据付は部材を損傷しないように慎重に据付なければ

（特殊部） ならない。なお、現地の状況等により、これにより難い場合は監督職員と協議すること。

２．ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽについては下記の工法で見込んでいる。なお、現地の状況等により、これにより難い場合は、監督職員と協議

すること。

沈下埋設工法 ML1～ML4、MR1～MR3、DL1、DR1～DR3、TL1、TL3、TR2 N=14個

開削工法 TL2、TL4、TR1、TR3、TR4、BL1、BL2 N=7個

付帯設備工 管台布設工   管路管台の配置間隔については、下記のとおり見込んでいる。

舗装工 一般事項 １．日々の施工が完了した後、一般車両に交通解放する場合は、縦断方向へのすり付けは、中国地方整備局制定｢土木工

事設計マニュアル｣によること。また、車道段差がないように施工量を考慮するとともに、路肩処理等も完了すること。

２. 施工途中で降雨等のためやむを得ず横断に段差が生ずる場合は、次のいずれかによること。

1)アスファルト合材により段差のすり付けを行うこと。勾配は４％以下とする。

2)土木工事共通仕様書の保安施設設置基準に基づきバリケード、赤色灯等を設置して交通解放を行うこと。

切削オーバーレイ工 １．路面切削量の確認について

切削オーバーレイ 　(1)測量による方法を原則とする。(縦横断プロファイラによる方法も可)

(A) 　(2)横断面の測点数

1)切削前に1車線あたり5点以上を測定すること。測定方法は路肩と中央線を水準測量で行い、その他の測点は水糸を用い

た高低差によることが出来る。

2)切削後に1車線あたり3点以上を測定すること。測定方法は切削前に測定した路肩などの高さの基地点からの高低差によ

ることが出来る。

２. 切削から舗装(表層)までを即日で施工するように見込んでいる。なお、現地の状況によりこれにより難い場合は監督職員と協

議すること。

排水構造物工 作業土工 　床掘土の土質は、砂質土を見込んでいる。作業残土については、仮置場へ運搬した後、残土処理を見込んでいる。

管台名称
適用

直管部 曲管部 直管部 曲管部

適用

φ75-130P（PV)
5ｍ毎に2個設置 1ｍ毎に1個設置

φ150-220P（VP)
5ｍ毎に2個設置 1ｍ毎に1個設置

φ50-95P（PV) φ250-325P（VP）

管台名称
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区画線工 区画線工 　本工事の数量については概数とする。

道路付属施設工 作業土工 　床掘土の土質は、砂質土を見込んでいる。作業残土については、仮置場へ運搬した後、残土処理を見込んでいる。

照明工 　照明柱ベースプレート部のアンカーボルト用の保護ビニルキャップについては見込んでいないが、仕様及び寸法について監督

職員と協議すること。なお、監督職員が必要と認めた場合には、変更契約の対象とする。

構造物撤去工 構造物取壊し工 　構造物の取壊しを圧砕機による取壊しにて見込んでいる。なお、現地の状況等によりこれにより難い場合は監督職員と協議す

ること。

共通仮設費 運搬費 １．建設機械輸送は、下記のとおり見込んでいる。

路面切削機(ホイール式、廃材積込装置付)2.0m 台 （１台×１回（往復））

２．仮設材運搬費は、片道運搬距離 13.1km・質量 3.210tを往復分見込んでいる。

３．建設機械の運搬については、運転中の落下事故等を防止するため、機械のトラックトレーラー等への固定において諸法規を

　遵守するとともに、受注者において確認・指導を行うこと。

安全費 １.交通規制等による信号滅灯員などの人員等は見込んでいないが､現地状況等により必要となる場合は監督職員と協議すること｡

２.工事区域上空の架空電線の防護管設置の費用については見込んでいないが、架空電線に近接した工事の施工にあたっての

架空電線管理者（防護管施工会社含む）との協議により、架空電線管理者（防護管施工会社含む）から防護管設置の費用負担

を求められた場合、その費用については、設計変更の対象とする。

技術管理費 １．道路施設基本データ作成費用を見込んでいる。

　なお、道路施設基本データ作成費は、週休2日の補正対象外とする。

２．道路工事完成図等作成費用を下記のとおり見込んでいる。

　完成平面図　L= 0.48km (CAD製図基準（案）に基づく発注図ＣＡＤデータ有、施工地域補正条件：市街部、距離標2点)

３．調査業務（地質調査）の費用を見込んでいる。

４．調査業務（試掘調査）の費用を見込んでいる。

５．詳細設計業務の費用を見込んでいる。

６．家屋調査業務の費用を見込んでいる。

７．調整マネジメント業務（設計段階）の費用を見込んでいる。

８．調整マネジメント業務（工事段階）の費用を見込んでいる。

９．工事監理業務の費用を見込んでいる。

１０．維持管理業務の費用を見込んでいる。

１１．舗装体調査に係わる費用については見込んでいないが、監督職員が必要と認めた場合は、設計変更の対象とする。

2
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営繕費 　快適トイレに要する費用については、当初は計上していない。

　受注者は、「中国地方整備局 土木工事共通仕様書 令和７年度版」に記載の快適トイレの導入「１．内容」を満たす快適トイレ

であることを示す書類を添付し、規格・基数等の詳細について監督職員と協議することとし、精算変更時において、見積書を提出

するものとする。「中国地方整備局 土木工事共通仕様書 令和７年度版」に記載の快適トイレの導入「１．内容」の【快適トイレに

求める機能】（１）～（６）及び【付属品として備えるもの】（７）～（１１）の費用については、従来品相当を差し引いた後、

51,000円/基・月を上限に設計変更の対象とする。

　なお、設計変更数量の上限は、男女別で各１基ずつ２基／工事（施工箇所）※までとする。

　また、運搬・設置費は共通仮設費（率）に含むものとし、２基／工事（施工箇所）※より多く設置する場合や積算上限額を超える

費用については、現場環境改善費（率）を想定しており、別途計上は行わない。

※「施工箇所が点在する工事の積算」適用工事や施工延長が長いなどのトイレを施工箇所に応じて複数設置する必要性が認め

られる工事については、「工事」を「施工箇所」に読み替え、個々の施工箇所で計上できるものとする。

その他 工事の主たる部分 　本工事において、工事請負契約書第６条の「主たる部分」は、電線共同溝工とする。

ICT活用工事の費用に １．ＩＣＴ施工技術を活用する項目については、以下の積算要領に基づき費用を計上しているが、「３次元起工測量・３次元設計

ついて 　データの作成費用」及び「３次元出来形管理・３次元データ納品の費用、外注経費等の費用」については、当初は計上して

　いない。

　・ＩＣＴ活用工事（土工1,000m3未満）積算要領

　　実施した場合は設計変更の対象とし、費用を計上する。

　　受注者が、契約後施工計画書の提出（施工数量や現場条件の変更による、変更施工計画書の提出を含む）までに、土工以

　外の工種に関するICT活用について監督職員へ提案・協議を行う。また、土工についてもＩＣＴ活用に関する具体的な工事内

　容・数量及び対象範囲を明示し、協議がなされ、それぞれの協議が整った場合、ＩＣＴ活用の実施に関わる項目については、

　各段階を設計変更の対象とする。

２．受注者が、契約後、施工計画書の提出（施工数量や現場条件の変更による、変更施工計画書の提出を含む）までに監督職員

　へ提案・協議を行い、協議が整った場合、ICT施工技術を活用する項目については、以下の積算要領に基づき各段階を設計変

　更の対象とする。

　・ＩＣＴ活用工事（舗装工（修繕工））積算要領

３．受注者が、契約後、施工計画書の提出（施工数量や現場条件の変更による、変更施工計画書の提出を含む）までに、作業

　土工に関する中国LightICT（作業土工（床掘工））活用の具体的な工事内容・数量及び対象範囲について明示し、監督職員

　へ提案・協議を行い、協議が整った場合、ICT施工技術の活用を実施する項目については、各段階を設計変更の対象とし、以
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工　　　　種 種　　　　別 現　　場　　説　　明　　書　　追　　加　　事　　項

　下の積算要領により計上することとする。

　・ＩＣＴ活用工事（作業土工（床掘工））積算要領

４．施工合理化調査を追加する場合がある。

生産性向上チャレンジ 　本工事は、「生産性向上チャレンジ」の試行対象工事であり、試行にあたっては、中国地方整備局制定「土木工事共通仕様書

工事について （令和7年度版）」に基づき実施するものとする。

　施工計画書で位置づけられた「生産性向上チャレンジ」の取組の履行が確認できた場合は、工事成績評定において加点を

行うこととする。

　本試行に係る費用については、原則、受注者負担によるものとする。

中国ICTサポート企業･ 　本工事は、「中国ＩＣＴサポート企業･団体」によるサポート制度が活用できる対象工事である。

団体の活用について 　ICT活用工事受注者はサポートの必要性の有無を判断して、中国地方整備局HPに公開されている「ICTサポート企業･団体

登録名簿」から依頼したいサポートを選定し、サポート内容、回数等の契約条件の調整を行うとともに、契約内容について発注

者に報告すること。

　なお、サポート費用が発生する場合は監督職員と協議すること。

その他 １．「建設工事における公益占用物件等への事故防止対策」に係る試掘調査等は、見込んでないが、必要となる場合は、監督

  職員と協議すること。

２．その他疑義が生じた場合は、速やかに監督職員と協議すること。

歩掛見積 　「見積参考資料」と同様に配布する「歩掛見積」は、積算内容を示したもので、「見積参考資料」「積算用参考図」と同様に「設

　計図書」とはならない。

　よって、工事目的物を完成させるための一切の手段については、受注者の責任において定めるものとする。

「以下余白」

- 16 -



- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数 量 総 括 表

業 務 名 国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　調査業務（地質調査）

広島国道事務所　管理第二課

- 17 -



業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　調査業務（地質調査） 地質調査

一般調査

一般調査 式          1    

直接調査費 式          1    

機械ボーリング 式          1    

土質ボーリング(オールコアボーリ

ング)

砂・砂質土,50m以下,鉛直下方,φ66

mm

m         12    

土質ボーリング(オールコアボーリ

ング)

礫混じり土砂,50m以下,鉛直下方,φ

66mm

m          3    

サウンディング及び原位置試験 式          1    

標準貫入試験 砂・砂質土 回         12    

標準貫入試験 礫混じり土砂 回          3    

総合解析 式          1    

解析等調査 式          1    資料整理とりまとめ,断面図等の作成

電子成果品作成費 式          1    

- 18 -



業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 2 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　調査業務（地質調査） 地質調査

一般調査

電子成果品作成費 式   1 

間接調査費 式   1 

運搬費 式   1 

運搬費 式   1 資機材運搬

準備費 式   1 

準備及び跡片付け 式   1 

調査孔閉塞 式   1 

仮設費 式   1 

足場仮設 式   1 平坦地足場(高さ0.3m以下)

旅費交通費 式   1 

旅費交通費（率計上・宿泊無） 式   1 
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 3 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　調査業務（地質調査） 地質調査

直接調査費＋間接調査費

直接調査費＋間接調査費 式   1 

間接費 式   1 

諸経費 式   1 

一般調査業務費 式   1 

解析等調査 式   1 

直接業務費 式   1 

解析等調査 式   1 

計画準備 業務   1 

解析等調査 式   1 既存資料の収集・現地調査,資料整理

とりまとめ,断面図等の作成,総合解析

とりまとめ

直接経費 式   1 

直接経費 式   1 

- 20 -



業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 4 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　調査業務（地質調査） 地質調査

直接経費

旅費交通費 式   1 

旅費交通費(率計上･宿泊無･解析等

調査)

式   1 旅費交通費

直接原価（その他原価除く） 式   1 

その他原価 式   1 

一般管理費等 式   1 

解析等調査業務費 式   1 

調査業務価格 式   1 

消費税相当額 式   1 

地質調査業務費 式   1 

- 21 -



工 事 名

工   事   数   量   総   括   表

国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業（調査業務（試掘調査））

              国土交通省　中国地方整備局

              広島国道事務所　管理第二課

- 1 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業（調査業務（試掘調査）） ( 当    初 )

道路維持

式         1    

　舗装工

式         1    

　　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工

式         1    

　　　表層(歩道部) 再生粗粒度ｱｽｺﾝ(20) 舗装厚 40ｍｍ 

1.4m未満（1層当り平均仕上り厚50mm

以下）                  m2        23    

　　　下層路盤(歩道部) 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-30 仕上り厚 100ｍ

ｍ                               

m2        23    

　構造物撤去工

式         1    

　　作業土工

式         1    

　　　床掘り 土砂                             

式         1    

　　　埋戻し 土砂 　                          

式         1    

　　構造物取壊し工

式         1    

　　　舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15cm以下            

式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 1 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業（調査業務（試掘調査）） ( 当    初 )

　　　舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 舗装版厚 4ｃｍ      

m2         1    

　　運搬処理工

式         1    

　　　殻運搬 ｱｽﾌｧﾙﾄ殻                         

m3         0.9  

　　　殻処分 ｱｽﾌｧﾙﾄ殻                         

m3         0.9  

　仮設工

式         1    

　　交通管理工

式         1    

　　　交通誘導警備員

式         1    

　　　交通誘導警備員

式         1    

直接工事費

式         1    

共通仮設費

式         1    

　共通仮設費

式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 2 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業（調査業務（試掘調査）） ( 当    初 )

　　現場環境改善費（率計上）

式         1    

　共通仮設費（率計上）

式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費

式         1    

工事原価

式         1    

　一般管理費等

式         1    

工事価格

式         1    

消費税相当額

式         1    

工事費計

式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 3 -
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- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数 量 総 括 表

業 務 名 国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　詳細設計業務

広島国道事務所　管理第二課
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　詳細設計業務 設計業務

道路設計

道路設計 式          1    

歩道設計 式          1    

歩道詳細設計 式          1    

歩道詳細設計 縮尺1/500 (km)式 (0.8  )1 設計計画,現地踏査,用排水設計,設計

図,数量計算,照査,報告書作成

地下構造物設計 式          1    

電線共同溝設計 式          1    

電線共同溝詳細設計 式          1    

電線共同溝詳細設計 (箇所)式 (1    )1 設計計画,現地踏査,設計条件の整理・

検討,平面・縦断線形設計,数量計算,

管路部設計,特殊部設計,地上機器部設

計,施工計画,関係機関との協議用資料

作成,照査,報告書作成,各部・仮設構

造物詳細設計

共通 式          1    

共通（設計業務） 式          1    
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 2 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　詳細設計業務 設計業務

共通

打合せ等 式          1    

関係機関打合せ協議 式          1    

公開成果品作成 式          1    

公開成果品作成 業務          1    

直接経費 式          1    

直接経費 式          1    

旅費交通費 式          1    

旅費交通費（率計上・宿泊無） 式          1    

電子成果品作成費 式          1    

電子成果品作成費 式          1    

直接原価（その他原価除く） 式          1    
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 3 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　詳細設計業務 設計業務

その他原価

その他原価 式          1    

一般管理費等 式          1    

業務価格 式          1    

消費税相当額 式          1    

業務委託料 式          1    
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- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数 量 総 括 表

業 務 名 国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　調整マネジメント業務（設計

段階）

広島国道事務所　管理第二課
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　調整マネジメント業務（設計

段階）

設計業務

共通

共通 式          1    

共通（調査・計画業務） 式          1    

打合せ等 式          1    

打合せ　 月         24    

直接経費 式          1    

直接経費 式          1    

旅費交通費 式          1    

旅費交通費（率計上・宿泊無） 式          1    

調査・設計業務 式          1    

調整マネジメント（設計段階） 式          1    

調整マネジメント（設計段階） 式          1    

- 31 -



業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 2 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　調整マネジメント業務（設計

段階）

設計業務

調査・設計業務

調整マネジメント（設計段階） 月         24    

直接原価（その他原価除く） 式          1    

その他原価 式          1    

一般管理費等 式          1    

業務価格 式          1    

消費税相当額 式          1    

業務委託料 式          1    
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- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数 量 総 括 表

業 務 名 国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　調整マネジメント業務（工事

段階）

広島国道事務所　管理第二課
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　調整マネジメント業務（工事

段階）

設計業務

共通

共通 式          1    

共通（設計業務） 式          1    

打合せ等 式          1    

打合せ　 月         72    

直接経費 式          1    

直接経費 式          1    

旅費交通費 式          1    

旅費交通費（率計上・宿泊無） 式          1    

工事業務 式          1    

調整マネジメント（工事段階） 式          1    

調整マネジメント（工事段階） 式          1    
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 2 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　調整マネジメント業務（工事

段階）

設計業務

工事業務

調整マネジメント（工事段階） 月         72    

電線共同溝管理台帳作成 式          1    

電線共同溝管理台帳作成 式          1    

電線共同溝管理台帳作成 式          1    

直接原価（その他原価除く） 式          1    

その他原価 式          1    

一般管理費等 式          1    

業務価格 式          1    

消費税相当額 式          1    

業務委託料 式          1    
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- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数 量 総 括 表

業 務 名 国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　工事監理業務

広島国道事務所　管理第二課
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　工事監理業務 発注者支援業務等

工事監督支援業務

工事監督支援業務 式          1    

工事監督支援業務 式          1    

業務計画 式          1    

業務計画 業務          1    

工事管理 式          1    

工事管理 工事          1    

工事監督支援 式          1    

工事監督支援 月         72    

直接経費　 式          1    

旅費交通費　 式          1    

旅費交通費　 式          1    

- 37 -



業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 2 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　工事監理業務 発注者支援業務等

直接経費　

旅費交通費　 式          1    

直接原価（その他原価除く） 式          1    

その他原価 式          1    

一般管理費等 式          1    

業務価格 式          1    

消費税相当額 式          1    

業務委託料 式          1    
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1頁

数　　量

元設計 変更設計 増　減

国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　家屋調査業務

用地調査等業務 式 1

業務原価 式 1

直接原価 式 1

直接人件費 式 1

地盤変動調査
事前調査、事後 現地踏査 業務 1

200㎡以上
事前調査 非木造建物イ 400㎡未満 棟 2

600㎡以上
事前調査 非木造建物イ 1,000㎡未満 棟 1

4,000㎡以上
事前調査 非木造建物イ 5,000㎡未満 棟 1

事前調査 非木造建物ハ 200㎡未満 棟 1

業　　務　　数　　量　　総　　括　　表

費目／工種／種別／細別／規格 単　位 摘　　要

中国地方整備局
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2頁

数　　量

元設計 変更設計 増　減

業　　務　　数　　量　　総　　括　　表

費目／工種／種別／細別／規格 単　位 摘　　要

地盤変動調査 600㎡以上
事前調査、事後 事前調査 非木造建物ハ 1,000㎡未満 棟 1

200㎡以上
事後調査 非木造建物イ 400㎡未満 棟 2

600㎡以上
事後調査 非木造建物イ 1,000㎡未満 棟 1

4,000㎡以上
事後調査 非木造建物イ 5,000㎡未満 棟 1

事後調査 非木造建物ハ 200㎡未満 棟 1

600㎡以上
事後調査 非木造建物ハ 1,000㎡未満 棟 1

200㎡以上
算定 非木造建物 400㎡未満 棟 1

600㎡以上
算定 非木造建物 1,000㎡未満 棟 1

4,000㎡以上
算定 非木造建物 5,000㎡未満 棟 1

直接経費（積上げ部分） 式 1

中国地方整備局
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3頁

数　　量

元設計 変更設計 増　減

業　　務　　数　　量　　総　　括　　表

費目／工種／種別／細別／規格 単　位 摘　　要

材料費等 式 1

旅費交通費 式 1

その他原価 式 1

その他原価 式 1

一般管理費等 式 1

一般管理費等 式 1

業務価格 式 1

消費税等相当額 式 1

業務費 式 1

中国地方整備局
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- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数 量 総 括 表

業 務 名 国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　維持管理業務

広島国道事務所　管理第二課
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　維持管理業務 設計業務

道路施設点検

道路施設点検 式          1    

電線共同溝点検 式          1    

計画準備　 式          1    

計画準備　 業務          1    

定期点検　 式          1    

現地点検（特殊部） 箇所         46    

現地点検（鉄蓋） 箇所         46    

点検記録表の作成（特殊部） 箇所         46    

点検記録表の作成（鉄蓋） 箇所         46    

台帳管理 式          1    

台帳管理 式          1    
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 2 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　維持管理業務 設計業務

道路施設点検

台帳管理 月        144    

調整マネジメント（維持管理段階） 式          1    

調整マネジメント（維持管理段階） 式          1    

調整マネジメント（維持管理段階） 月        144    

共通 式          1    

共通（設計業務） 式          1    

打合せ等 式          1    

打合せ 式          1    

公開成果品作成 式          1    

公開成果品作成 業務          1    

直接経費 式          1    
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 3 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　維持管理業務 設計業務

直接経費

直接経費 式   1 

旅費交通費 式   1 

旅費（率計上・宿泊無） 式   1 

電子成果品作成費 式   1 

電子成果品作成費 式   1 

直接原価（その他原価除く） 式   1 

その他原価 式   1 

一般管理費等 式   1 

業務価格 式   1 

消費税相当額 式   1 

業務委託料 式   1 
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別紙－２

工種

運搬費 １．

仮設費 １．

旅費交通費 １．

試掘調査 １．

旅費交通費 １．

旅費交通費 １．

日常点検 １．

補修 １．

旅費交通費 １．

ボーリングマシーン等の現場内小運搬は、見込んでいないが、現地の状況等
により、これによりがたい場合は、監督職員と協議のうえ、必要により変更
契約の対象とする。

本業務の旅費交通費は率を用いた積算としている。
なお、契約変更によって直接人件費の増減があった場合、または業務内容の
変更が生じた場合は、率の変更または率を用いない積算に変更する場合があ
る。

国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業　現場説明書追加事項【業務委託料】

追加事項

作業足場については、下記のとおり見込んでいるが、現地の状況等により、
これによりがたい場合は監督職員と協議をすること。
なお、必要により変更契約の対象とする。

本業務の旅費交通費は率を用いた積算としている。
なお、契約変更によって直接人件費の増減があった場合、または業務内容の
変更が生じた場合は、率の変更または率を用いない積算に変更する場合があ
る。

日常点検（道路巡回時等）については要求水準書のとおり実施すること。な
お、日常点検に要する費用は見込んでいないが変更契約の対象とする。

【以下余白】

【調査業務（地質調査）】

　　　平坦地足場（高さ０．３ｍ以下）　３箇所

本業務の旅費交通費は率を用いた積算としている。
なお、契約変更によって直接調査費の増減があった場合、または業務内容の
変更が生じた場合は、率の変更または率を用いない積算に変更する場合があ
る。

本業務の旅費交通費は率を用いた積算としている。
なお、契約変更によって直接人件費の増減があった場合、または業務内容の
変更が生じた場合は、率の変更または率を用いない積算に変更する場合があ
る。

【家屋調査業務】

【維持管理業務】

【調査業務（試掘調査）】
試掘調査については、下記のとおり見込んでいるが、監督職員と協議のう
え、必要により変更契約の対象とする。

　試掘（1.0m×1.0m×1.0m）　２３箇所

【工事監理業務】

補修については要求水準書のとおり実施すること。なお、補修に要する費用
は見込んでいないが変更契約の対象とする。
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工 事 特 記 仕 様 書 

  

- 47 -



工　 事　 特　 記　 仕　 様　 書

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

第１条　　　本工事の施工に当っては、国土交通省制定「土木工事共通仕様書(案)（令和７年３月）」並びに中国地方整備局制定「土木工事共通

　　　　　　　仕様書（令和７年度版）」に基づき実施しなければならない。

第２条　　　土木工事共通仕様書に対する特記及び追加仕様事項は、下記のとおりとする。

編 章 節 条 見　　　出　　　し 項

1 1 1 1-1-1-2 用語の定義 35・36 　確認・立会等における監督職員の臨場については、ウェアラブルカメラ等を活用する場合

は、この限りではない。

1-1-1-6 施工計画書 追加 　本工事の施工に当たり、設計図書の読み間違えや測量の間違いを防止するための体制を

施工計画書に記載するものとし、施工計画に従い履行するものとする。

1-1-1-7 コリンズ（CORINS）への登録 追加 　土木工事共通仕様書（令和7年3月版）1-1-1-7 コリンズ（CORINS）への登録に定める

（コリンズへの位置情報の入力） ｢登録のための確認のお願い｣を作成するにあたり、位置情報については以下のとおりとし、

工事場所および座標（緯度、経度）を記載するものとする。なお、座標は、世界測地系

（JGD2024）に準拠する。

　起点　広島県安芸郡坂町平成ヶ浜3丁目地内　緯度　34°20′21″　経度132°30′39″

　終点　広島県安芸郡坂町横浜中央1丁目地内　緯度　34°20′15″　経度132°30′30″

コリンズ（CORINS）への登録 追加 １．土木工事共通仕様書（令和7年3月版）1-1-1-7 コリンズ（CORINS）への登録に定める

　｢登録のための確認のお願い｣を作成するにあたり、テクリス番号を登録すること。

２．設計業務名およびテクリス番号については以下のとおりとする。

コリンズへ登録するテクリス番号

３．コリンズへの登録にあたっては、オンライン登録に努めること。

1-1-1-13 受発注者間の情報共有 追加 　受発注者間の設計思想の伝達及び情報共有を図るため、設計者、受注者、発注者が一堂

に会する会議を施工者が設計図書の照査を実施した後及びその他必要に応じて開催するも

のとする。なお、開催の詳細については別途通知する。

特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

業務名 テクリス番号

令和４年度広島国道事務所管内埋設物調査業務 4051787543

令和５年度広島国道事務所管内道路附属物修繕設計外業務 4053154535

令和４年度広島国道事務所管内電線共同溝詳細設計業務 4051924540
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編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

1-1-1-26 施工管理 3 　本工事は「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に基づく工事であり、標示

（標示板の設置） 追加 板の工事種類について「国土強靭化対策工事（５か年加速化対策）」と標記し、対策又はプ

ログラム名は「無電柱化対策」と標記すること。

1-1-1-30 工事中の安全確保 16   本工事の請負箇所に隣接して別途工事を発注しているので、労働安全衛生法第30条第2

（特定元方事業者等の 項の規定に基づく同条第1項の措置を講ずべき者については別途通知する。また、隣接重複

　講ずべき措置） する工事および今後発注する工事については別途通知する。

1-1-1-34 環境対策 9 　グリーン購入法に基づく特定調達品目について、使用箇所等が決定している品目は下記

（特定調達品目） 追加 のとおりとする。

   

アスファルト混合物 再生加熱アスファルト混合物 車道舗装(A)の上層路盤

切削オーバーレイ(A)の

基層

仮舗装(A)・仮舗装(B)の

表層及び仮舗装(A)の基層

路盤材 再生骨材等 基礎材、車道舗装(A)・

仮舗装(B)・歩道舗装(A)・

ブロック舗装(A)の下層路盤

車道舗装(A)の上層路盤

混合セメント 高炉セメント 無筋構造物、鉄筋構造物

モルタル

コンクリート用型枠 合板型枠

  －  排出ガス対策型建設機械 「建設機械に関する技術

指針」による

 低騒音型建設機械 「建設工事に伴う騒音振動

対策技術指針」による

舗装 排水性舗装 切削オーバーレイ(A)

透水性舗装 歩道舗装(A)

分類 品目名 使用箇所

（品目分類） （品目名）

建設

機械

目的物
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編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

追加 通信等設備事故防止計画 　本工事は、情報ボックス（電線共同溝、道路管理用光ファイバーケーブル）の近接工事で

について あるため、施工計画書に通信等設備事故防止計画を定め発注者に提出すること。

　なお、通信等設備事故防止計画には下記事項を記載するものとする。

・設備事故防止管理者

・埋設箇所の確認方法

・近接部の工事施工方法（仮設計画含む）

・作業上の留意事項及び作業員への周知方法

・事故発生時の連絡体制及び即応対制

・その他必要な事項

　また、工事着手にあたり監督職員の立会を求め試掘を行うこと。

追加 工期 　工期は、雨天・休日等858日（雨休率0.7）を見込み、設定している。なお、休日等には、日

曜日・祝日、夏季休暇及び年末年始休暇の他、作業期間内の全ての土曜日を含んでいる。

　工事打合せ簿の指示等により工期延期が生じた場合においても休日等には、日曜日･祝日、

夏季休暇及び年末年始休暇の他、作業期間内の全ての土曜日を含み協議を行う。

週休２日の試行 　本工事は、完全週休２日（土日）の試行対象工事（発注者指定方式「完全週休２日（土日）

【現場閉所】」）である。受注者は、現場閉所（完全週休２日（土日））の計画を施工計画書に

明記すること。

　現場の閉所状況は、監督職員が月1 回程度確認を行う予定であり、その際に受注者は、現

場閉所が確認出来る資料等（閉所実績が記載された工程表やカレンダー等）を提示すること。

　なお、各経費の補正は対象期間内の週休２日の達成状況により変更を行う。

　また、提出された工程表が完全週休２日（土日）の取得を前提としていないなど、明らかに

受注者側に（完全週休２日（土日））に取り組む姿勢が見られなかった場合については、必要

に応じ、工事成績評定実施要領に基づく点数を減ずる措置を行う。

　【対象期間の考え方】

　工事着手日から工事完成日までの期間とする。なお、年末年始休暇６日間、夏季休暇３日

間、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一時中止している期間のほか、発注者が

あらかじめ対象外としている内容に該当する期間、受注者の責によらず現場作業を余儀なくさ
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編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

れる期間等は含まない。

　【現場閉所の考え方】

　現場閉所とは、巡回パトロールや保守点検等、現場管理上必要な作業を行う場合を除き、

現場事務所での事務作業を含めて１日を通して現場や現場事務所が閉所された状態をいう。

　なお、降雨、降雪等による予定外の現場閉所日についても、現場閉所日数に含めるものと

する。

　【週休２日の考え方】

　①完全週休２日（土日）とは、対象期間内の全ての週において、土日に現場閉所されてい

　　る状態をいう。なお、受注者の責によらず当初想定している以上の現場閉所が発生するな

　　どの影響により、土日に施工を行わざるを得ない場合は、事前に監督職員と協議した上で、

　　土日に代わる現場閉所日を指定することができる。土日に代わる現場閉所日を指定する場

　　合は同一の週で指定し、１週間に２日間以上の現場閉所を行うものとする。

　　　この場合の１週間の定義は「月曜日から日曜日まで」を基本とする。

　　　また、夜間工事における考え方は、土曜日から日曜日へ跨ぐ夜間、日曜日から月曜日へ

　　跨ぐ夜間で現場閉所が行っていれば、完全週休２日（土日）を達成しているとみなす。

　②月単位の週休２日とは、対象期間内の全ての月で現場閉所日数の割合（以下「現場閉所

　　率」という。）が、28.5%（８日／２８日）以上の場合をいう。ただし、暦上の土日の閉所では

　　28.5%に満たない月は、その月の土日の合計日数以上に閉所を行っている場合に、４週８

　　休（28.5%以上）以上を達成しているものとみなす。

　③通期の週休２日とは、対象期間内の現場閉所率が28.5%（８日／２８日）以上の場合をいう。

　【その他】

　試行実施の中で、週休２日を導入するにあたっての問題点、課題等を抽出・整理することを

目的にアンケート調査等を実施する場合は協力をすること。

熱中症対策に資する現場 　本工事は、工事現場の熱中症対策に資する経費に関して、現場管理費の補正を行う試行

管理費補正の試行 工事である。

  受注者は、工事期間中における気温の計測方法及び計測結果の報告方法を明記した施工

計画書を工事着手前に提出し、工事完成時に計測結果を提出すること。

　気温計測箇所及び結果は、施工現場から最寄りの気象庁の地上気象観測所の気温または

- 51 -



編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

環境省が公表している観測地点の暑さ指数（以下、「WBGT」という）を用いることを標準とす

る。なお、WBGTを用いる場合は、WBGTが25℃以上となる日を真夏日と見なす。

　ただし、これによりがたい場合は、施工現場を代表する1地点で気象庁の気温計測方法に

準拠した方法により得られた計測結果を用いることも可とする。その計測に要する費用は受注

者の負担とするものとする。

新技術活用の促進「発注者指 １．本工事は、「発注者指定型（テーマ提示型）（省人化技術）」により新技術の活用を行うも

定型(テーマ提示型)(省人化技 　のとする。

術)」 ２．「発注者指定型（テーマ提示型）（省人化技術）」により活用する技術は、以下のいずれか

　のテーマを基に新技術情報提供システム（NETIS）より当該テーマに対して効果が期待でき

　る新技術1技術を選択し、監督職員に承諾のうえ決定するものとする。

　１）土工における省人化に資する技術（キーワード：省人化　かつ　土工）

　２）構造物における省人化に資する技術（キーワード：省人化　かつ　構造物）

　３）維持修繕における省人化に資する技術（キーワード：省人化　かつ　維持修繕）

　 　４）舗装における省人化に資する技術（キーワード：省人化　かつ　舗装）

　　活用する新技術について新技術活用計画書、活用効果調査表等を作成する場合は、「公

　共工事等における新技術活用スキーム」実施要領における「発注者指定型(選択肢提示型)」

　として取り扱うものとする。

　　なお、本工事の現場条件等により活用可能な当該技術が無い場合には、別途監督職員と

　協議を行い、下記３．により「施工者選定型」として原則1技術以上の技術を選定し、活用を

　行うものとする。

３．新技術活用の促進に向け、発注者が指定する上記２．以外の新技術についても積極的に

　活用を行うものとする。

　　上記２．以外の新技術の活用を行う場合には、設計図書に定めのある場合を除き「施工者

　選定型」として活用を行うこととし、以下①、②、③に示す技術から選定し活用を行うものと

　する。

①新技術情報提供システム（NETIS）登録技術　※1

②「公共工事等における新技術活用スキーム」実施要領の

　テーマ設定型（技術公募）で作成された技術比較表に掲載されている技術　※2
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③現場ニーズ・技術シーズのマッチング実施要領に基づき現場試行し、現場試行結

　果の評価で従来技術と同等以上と確認できた技術　※3

※1　新技術情報提供システムNETISホームページを参照

https://www.netis.mlit.go.jp/NETIS

※2　テーマ設定型（技術公募）の技術比較表に掲載されている技術は以下

　　NETISホームページを参照

https://www.netis.mlit.go.jp/internalnetis/pubtheme/themesettings

※3　現場ニーズ・技術シーズのマッチング技術は以下NETISホームページを

　　参照

https://www.netis.mlit.go.jp/internalnetis/pubmatch/pubmatch

　　なお、活用する技術については、事前に監督職員の承諾を得るものとする。

４．活用する技術については、技術名称及び内容等を施工計画書に記載し監督職員に提

　出するものとする。

５．当該技術の施工にあたっては、本特記仕様書のほか「新技術情報提供システム（NETIS

　）」に掲載されているNETIS（評価情報）に留意するものとする。

６．当該技術の施工にあたり、疑義や当該技術に起因すると考えられる不具合が生じた場

　合は、NETIS申請者に確認するとともに監督職員と協議するものとする。

７．受注者は、試行現場照会中のNETIS登録技術を活用する場合において当該技術の施

　工にあたりNETIS申請者が実施する「試行調査」に協力するものとする。なお、試行調査

　に係る費用はNETIS申請者が負担する。

　　また、当該工事の実施箇所において標準的に使用される技術の施工費相当額を超える

　費用については、試行調査に係る費用とみなし、NETIS申請者の負担とする。

　　試行現場照会中の新技術は以下NETISホームページを参照

https://www.netis.mlit.go.jp/netis/pubtrial/trialsearch

８．受注者は、NETIS登録技術の活用に際し、NETISにて新技術活用計画書を入力・登

　録し監督職員に報告するものとする。また、活用完了後、速やかに活用効果調査表を

　NEITSにて入力・登録を行い監督職員に報告するものとする。ただし、NETIS登録番号

　の末尾が「-VE」の技術（継続調査が不要と判断された技術）は活用効果調査表の入
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　力・登録を要しない。

９．受注者は、本工事によって知り得た当該技術に係わる情報は、監督職員の許可なく

　公表してはならない。

2 2 7 2-2-7-2 セメントコンクリート製品 追加 　本工事で使用するプレキャスト製品は下記と同等品以上の製品とし、使用にあたっては監督

職員の承諾を得ること。

CP-PH-D400 重圧管 1種 φ400

3 1 1 3-1-1-6 品質証明  追加 　本工事は、土木工事共通仕様書に記載の｢中国地方建設局品質証明実施要領｣の対象

工事に該当するので、同要領により実施すること。

3-1-1-7 工事完成図書の納品 追加 １．本工事は、道路工事完成図等作成の対象工事である。

２．完成図等の作成について

　受注者は、「道路工事完成図等作成要領(国土技術政策総合研究所資料、平成20年12

月)」に基づいて作成した電子データを、電子媒体で提出しなければならない。

　受注者は、本要領に基づき、国土技術政策総合研究所がホームページ上に無償で公開し

ている本要領に対応したチェックプログラムによるチェックを行い、エラーがないことを確認した

後､ウィルス対策を実施した上で出力資料を含む(別紙等での提出も可能)電子データを提出

しなければならない。

　道路工事完成図の作成にあたっては「CAD製図基準(平成29年3月版)」を適用することと

する｡

　提出資料（道路工事完成図等作成要領 p71 参照）

     【電子データ（CD等で提出）】

       ・完成平面図：SXF データ（拡張子 .P21）

       ・完成縦断図：SXF データ（拡張子 .P21）

       ・完成平面図：属性XML データ（拡張子 .saf）

         ※またはこれらを圧縮したデータ（拡張子 .P2Z）

     【出力資料】

       ・チェック結果記録

名　　称 製　　品　　名 備　　考

- 54 -



編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

       ・完成平面図

       ・完成縦断図

       ・「完成平面図」チェック結果記録

       ・道路工事完成図等チェックプログラム結果ログ

３．道路工事完成図等の電子納品にあたっては、従来の道路工事完成図等チェックプログラ

ムに加え、完成平面図品質評価ツール（追加チェックプログラム）による品質チェックを行い

提出すること。

　①ツール及びマニュアル

　　・完成平面図品質評価ツール暫定版（ツール及びマニュアル） 

　　・完成平面図の位置ずれチェック方法(マニュアル) 

　　道路工事完成図等作成支援サイトよりダウンロード 

　　（http://nilim-cdrw.jp/dl_tool_quality.html）

　②チェックフロー   

　完成平面図の品質チェックの概要【別添1】、完成平面図チェック作業フロー図【別添2】

　③完成平面図品質評価ツールで検出されるエラーに関する内容   

　　・完成平面図品質評価ツールのＱ＆Ａ   

　　（http://nilim-cdrw.jp/qa_quality.html）

　　・Q&Aに掲載されていない項目はヘルプデスクに問合せ

　　（http://nilim-cdrw.jp/index_help.html）

全国道路施設点検データ 追加 １．受注者は、管理運営団体の定める方法によりユーザー登録を行った上で、舗装工事のデ

ベース（舗装）への登録 　ータを、全国道路施設点検データベース（舗装）（以下「点検DB（舗装）」）に登録する。登

について 　録するデータは、「道路舗装データベース 登録・利用マニュアル」によるものとし、事前に監

　督職員と協議しなければならない。登録するデータに係る権利は、以下「登録するデータに

　係る権利について」に定めるとおりとする。なお、点検DB（舗装）の管理運営団体に支払う

　登録料については契約変更の対象とする。

　　また、上記マニュアルは、全国道路施設点検データベース（舗装）の管理運営団体のホー

　ムページ（https://www.jice.or.jp/pavement_db/）で閲覧できる。

２．受注者は、状況写真や地形図を含む一般図などの画像データ等において、個人情報が
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　表示されないよう加工を施したものを使用するとともに、点検DB（舗装）へ登録するデータに

　個人情報が含まれないことを確認しなければならない。また、登録するデータに個人情報が

　含まれないことを確認する手法について施工計画書に明記し、個人情報が含まれないこと

　を確認した書類として別紙「全国道路施設点検データベースにおける個人情報掲載のチェ

　ックリスト」を提出すること。

　　なお、受注者と発注者の双方がチェックリストにより、個人情報が含まれないことを確認し

　た後でなければ、データ登録を行ってはならない。

登録するデータに係る権利 追加 １．本業務の成果として点検DB（舗装）へ登録されるデータ及びこれに係る特許、実用新案

について 　登録、意匠登録等を受ける権利及び当該権利に基づき取得する産業財産権並びに著作権

　（著作権法第27条及び第28 条に定める権利を含む。）その他の知的財産権（ノウハウ等に

　関する権利を含む。）は、すべて登録・確定と同時に発注者に帰属する。

２．点検DB（舗装）へ登録されるデータに係る知的財産権のうち、受注者又は第三者が従

　前から保有していた知的財産権が含まれる場合、受注者は、発注者、発注者が指定する者

　及び点検DB（舗装）を利用する者（以下「発注者等」という。）に対し、当該知的財産権の

　利用を許諾し、又は許諾させるものとする。

３．受注者は、自ら（受注者に所属する者を含む。）又は第三者をして、発注者等に対し、

　点検DB（舗装）へ登録されるデータを構成する著作物に係る著作者人格権を行使せず

　又は行使させない。

４．上記３．の場合において、受注者は、発注者に知的財産権を帰属させ若しくは発注者が

　適法に知的財産権を行使するため、又は発注者等による点検DB（舗装）の運用及び利

　用のために必要となる一切の手続（第三者からの許諾取得を含む。）を履践するものとする。

５．発注者及び受注者は、上記４．に定める権利の帰属及び不行使並びに手続履践の対価

　が委託料に含まれることを相互に確認する。

６．受注者は、点検DB（舗装）へ登録されるデータが知的財産権を含む第三者の権利を

　侵害しないことを表明及び保証し、受注者がかかる表明保証に違反したことにより発注者が

　第三者から訴訟を提起され又は権利を主張される等の紛争が生じた場合には当該紛争の

　解決に協力するとともに、発注者に生じた損害、損失及び費用（合理的な範囲の弁護士費

　用を含む。）について、発注者に対してこれを補償するものとする。
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道路施設基本データについて 追加 　作成対象となる道路施設は下記のとおりとする。   

2 3 3-2-3-2 材料 追加 　本工事に使用する転落防止柵の色合いは下記を標準とする。

    基本色名称    ： ダークブラウン（こげ茶色）   

    標準マンセル値 ： 10YR2.0/1.0程度   

　なお、使用にあたっては監督職員の承諾を得ること。

2 6 3-2-6-3 アスファルト舗装の材料 追加 １．基層（中間層）において、改質アスファルトを使用する再生加熱アスファルト混合物は、再生

骨材の配合率を10％以下とする。

２．基層に使用する再生粗粒度As改質Ⅰ型のマーシャル試験値に対する基準値は、

　下記の条件を満足するものとし、監督職員に配合表を提出し、承諾を得ること。

　　　　　　　　　　　　　　　　記

　アスファルト混合物の設計アスファルト量は、決定した骨材配合についてマーシャル試験

及びホイールトラッキング試験を行い決定する。なお、目標ＤＳ値は3,000回/mm以上とする。

３．透水性アスファルト混合物は、ストレートアスファルトをバインダーに使用した開粒度アス

ファルト混合物(13)を標準とし、下記に示す規格に適合するものとする。但し、使用に当たっ

ては、監督職員の承諾を得ること。

１）透水性アスファルト混合物の基準値   

付属物及び付帯施設 E010 防護柵

付属物及び付帯施設 E020 道路照明

道路構造 C030 平面線形

道路構造 C060 道路交差点

道路構造 C080 歩道及び自転車歩行者道

付属物及び付帯施設 E220 ＣＡＢ電線共同溝

項 目 突固め回数 安定度 フロー値 空隙率 飽和度 

基準値 75回  4.9kN 20～40 3～7 65～85％

道路構造 C020 縦断勾配

道路構造 C021 バーチカルカーブ

区分 施設番号 施設名
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突き固め回数(回)

空隙率(％)

安定度(ｋＮ)

フロー値(1/100cm)

透水係数(cm/sec)

２）アスファルト混合物の種類と標準粒度範囲

4～

19mm

13.2mm 95～

4.75mm 20～

2.36mm 12～

600μm －

300μm 5～

150μm －

75μm 3～

3.5～

３）品質管理項目と基準値     

粒度(2.36mmﾌﾙｲ) ±12％以内基準粒度 舗装調査・試験法便覧

粒度(75μmﾌﾙｲ) ±5％以内基準粒度 舗装調査・試験法便覧

±0.9％以内 舗装調査・試験法便覧

温度 ﾌﾟﾗﾝﾄ:配合設計で決定した混合温度

締め固め度 基準密度の94％以上 舗装調査・試験法便覧

現場透水量 300ml/15sec以上 舗装調査・試験法便覧

項　　　目 基準値 試験方法

50 マーシャル安定度試験(舗装調査・試験法便覧)

12以上 マーシャル安定度試験(舗装調査・試験法便覧)

2.94以上 マーシャル安定度試験(舗装調査・試験法便覧)

20～40 マーシャル安定度試験(舗装調査・試験法便覧)

1×10-2 透水性アスファルト混合物透水試験(舗装調査・試験法便覧)

混合物の種類 透水性アスファルト

混合物

仕上がり厚cm 5   

最大粒径mm 13

通 100

過 100   

質 36   

量 25   

百

分 13   

率

％ 6   

アスファルト量％ 5.5   

項目 規格値 試験方法

アスファルト量
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４）フィルター層用材料

    適度な透水性を保有し、シルトや粘土などが少ない下記の粒度を満足する川砂・山砂・

　海砂・採砂及び再生砂等を使用する。

3-2-6-9 排水性舗装工 追加 　表層に用いるポーラスアスファルト混合物の目標塑性変形輪数は、3,000回/mmとする。

3-2-6-14 ブロック舗装工 追加 　透水性インターロッキングブロック舗装の材料については、下記に示す規格に適合するも

のとする。但し、使用に当たっては監督職員の承諾を得ること。

１．透水性インターロッキングブロックの基準値     

２．敷砂材料の基準値 

３．フィルター層用材料

    適度な透水性を保有し、シルトや粘土などが少ない下記の粒度を満足する川砂・山砂・

　海砂・採砂及び再生砂等を使用する。

10 12 5 10-12-5-2 管路工(管路部) 追加 　管路の布設終了後（埋設管では、埋戻し前または終了後、露出・添架配管ではケーブル

項　目 規格値

75μmふるい通過量 6％以下

項　目 規格値

寸法(幅、長さ) ±2.5mm以内

厚さ -1～+4mm以内

強度(曲げ強度) 3.0N/mm2以上

強度(圧縮強度) 17.0N/mm2以上

透水係数 1.0×10-4m/s以上

項　目 規格値

最大粒径 4.75mm以下

75μmふるい通過量 5％以下

粗粒率（FM) 1.5～5.5

項　目 規格値

75μmふるい通過量 6％以下
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入線前）別添資料により管路試験を行うこと。試験の結果、不合格の時は手直しを実施する

こと。尚、工事完成後に試験表を提出すること。

13 3 10-13-3-4 管路工(管路部) 追加 　電線共同溝の管路部に使用する管路材は、JIS C 3653 に示す管路材と同等以上のものを

使用すること。

14 8 10-14-8-5 ケーブル配管工 追加 　ケーブル配管工に使用するFEP配管については、波付硬質ポリエチレン電線管（ＦＥＰ

φ50 、φ65 JIS C3653）と同等品以上の性能を有すること。なお、使用にあたっては監督

職員の承諾を得ること。

追加 境界基準点の復元 　工事が完成した場合、既成の敷地台帳に基づき境界基準点を現地に復元すること。

家屋調査 　家屋調査仕様書については、用地関係業務請負基準の「用地調査等業務共通仕様書」

を使用するものとする。

引き渡し前における成果物の 　発注者は引き渡し前においても、成果物の全部又は一部を受注者の承諾を得て使用する

使用 ことができる。

ＩＣＴ活用工事について １．ＩＣＴ活用工事

（ＩＣＴ土工） 　　本工事は、国土交通省が提唱するi-Construction に基づき、ＩＣＴ施工技術の全面的活

　用を図るため、起工測量、設計図書の照査、施工、出来形管理、検査及び工事完成図や

　施工管理の記録及び関係書類について３次元データを活用するＩＣＴ活用工事（発注者指

　定型）である。

２．定義

　（１）i-Constructionとは、ＩＣＴ施工技術の全面的な活用、規格の標準化、施工時期の平準

　　化等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセス全体の最適化を図る

　　取り組みであり、その実現に向けてＩＣＴ施工技術を活用した工事（ＩＣＴ活用工事）を実施

　　するものとする。

　（２）ＩＣＴ活用工事とは、施工プロセスの以下段階において、ＩＣＴを全面的に活用する工事

　　である。また、本工事では、施工プロセスの以下①～⑤の全ての段階でＩＣＴ施工技術を

　　活用することをＩＣＴ活用工事とする。

　　　①３次元起工測量

　　　②３次元設計データ作成

　　　③ＩＣＴ建設機械による施工
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　　　④３次元出来形管理等の施工管理

　　　⑤３次元データの納品

３．受注者は特記仕様書に指定された土工以外の工種に、ＩＣＴ施工技術の活用を行う希望

　がある場合、契約後、施工計画書の提出（施工数量や現場条件の変更による、変更施工

　計画書の提出を含む）までに監督職員へ提案･協議を行い、協議が整った場合に以下４～

　８によりＩＣＴ施工技術の活用を行うことができる。

４．原則、本工事においては上記①～⑤の全ての段階でＩＣＴ施工技術を活用することとし、

　土工について施工範囲の全てで適用するが、具体的な工事内容及び数量・対象範囲を明

　示し監督職員と協議するものとする。なお、土工以外の工種に関するＩＣＴ施工技術の活用

　を提案・協議した場合は、土工と共に実施内容等について施工計画書に記載するものとす

　る。

５．ＩＣＴ施工技術を用い、以下の施工を実施する。

　①３次元起工測量

　　　受注者は、３次元測量データを取得するため、以下１）～７）から選択（複数選択可）して

　　測量を行うものとする。

　　　起工測量にあたっては、標準的に面計測を実施するものとするが、前工事または設計段

　　階での３次元データが活用できる場合においては、監督職員と協議の上、管理断面及び

　　変化点の計測による測量が選択できるものとし、ICT活用工事とする。

　　　１）空中写真測量（無人航空機）を用いた起工測量

　　　２）地上型レーザースキャナーを用いた起工測量

　　　３）ＴＳ等光波方式を用いた起工測量

　　　４）ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた起工測量

　　　５）ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた起工測量

　　　６）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

　　　７）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

　　　ただし、土工数量 1,000m3未満における起工測量にあたっては、作業量・現場状況等

　　を考慮して上記１）～７）以外の従来手法による起工測量を実施してもＩＣＴ活用工事とする。

　②３次元設計データ作成
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　　　受注者は、５．①で得られた測量データと、発注者が貸与する発注図データを用いて、

　　ＩＣＴ建設機械による施工、及び３次元出来形管理を行うための３次元設計データを作成す

　　る。

　③ＩＣＴ建設機械による施工

　　　５．②で作成した３次元設計データを用い、以下に示すＩＣＴ建設機械により施工を実施

　　する。位置・標高をリアルタイムに取得するにあたっては、国土地理院の電子基準点のほ

　　か、国土地理院に登録された民間等電子基準点を活用することができる。

　　　なお、位置情報サービス事業者が提供する位置情報サービスの利用においては、当該

　　サービスが国家座標に準拠し、かつ、作業規程の準則（令和５年３月３１日 国土交通省告

　　示第２５０号）付録１測量機器検定基準２－６の性能における検定基準を満たすこと。

　　１）３次元ＭＣまたは３次元ＭＧ建設機械※

　　※ＭＣとは「マシンコントロール」、ＭＧとは「マシンガイダンス」の略称である。

　　　建設機械の作業装置の位置・標高をリアルタイムに取得し、施工用データとの差分に

　　基づき建設機械の作業装置を自動制御する３次元マシンコントロール技術または、建設

　　機械の作業装置の位置・標高をリアルタイムに取得し、施工用データとの差分を表示し、

　　建設機械の作業装置を誘導する３次元マシンガイダンス技術を用いて、掘削工を実施

　　する。

　　　但し、現場条件により、上記２．（２） ③ＩＣＴ建設機械による施工が困難難又は 非効率と

　　なる場合は、監督職員との協議により従来型建設機械による施工を実施して良いものとし、

　　その場合もＩＣＴ活用工事とするが、丁張設置等は積極的に３次元設計データ等を活用す

　　るものとする。

　④３次元出来形管理等の施工管理

　　　５．③による工事の施工管理において、出来形管理及び品質管理を行うものとする。

　（１）出来形管理

　　【土工数量 1,000m3以上の場合】

　　　出来形管理にあたっては、標準的に出来形管理の計測範囲において、１ｍ間隔以下

　　（１点/m2以上）の点密度が確保できる出来形計測を行い、３次元設計データと計測した

　　各ポイントとの離れを算出 し、出来形の良否を面的に判定する管理手法（面管理）とし、
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　　以下１） ～４）から選択（複数選択可）して実施するものとする。

　　　また、土工における出来形管理にあたっては、以下１）～４）を原則とするが、現場条件

　等により以下５）～８）の出来形管理を選択して面管理を実施してもよい。　

　　　１）空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理

　　　２）地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理

　　　３）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理

　　　４）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理

　　　５）ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理

　　　６）ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理

　　　７）ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理

　　　８）施工履歴データを用いた出来形管理（土工）

　　　また、出来形管理のタイミングが複数回にわたることにより一度の計測面積が限定される

　　等、面管理が非効率になる場合及び降雪・積雪等により面管理が実施できない場合は、

　　監督職員との協議の上、管理断面及び変化点の計測による出来形管理を選択してもＩＣＴ

　　活用工事とする。

　　【土工数量 1,000m3未満の場合】

　　　出来形管理にあたっては、上記の５）～８）による出来形管理を実施するものとする。な

　　お、監督職員と協議のうえ上記１）～４）の他、以下９）１０）による出来形管理を実施しても

　　よい。

　　　９）モバイル端末を用いた出来形管理

　　　１０）地上写真測量を用いた出来形管理

　（２）品質管理

　　　品質管理にあたっては、受注者は、河川・海岸・砂防・道路土工の品質管理（締固め

　　度）について、「ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理要領」により実施する。砂置換法

　　又はＲＩ計法との併用による二重管理は実施しないものとする。　

　　　なお、本施工着手前及び盛土材料の土質が変わるごと、また、路体と路床のように品質

　　管理基準が異なる場合に試験施工を行い、本施工で採用する締固め回数を設定すること。

　　　土質が頻繁に変わりその都度試験施工を行うことが非効率である等、施工規定による管
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　　理そのものがなじまない場合は、監督職員と協議の上、ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め回数

　　管理を適用しなくてもよいものとする。

　⑤３次元データの納品

　　５．①②④により作成した３次元データを、工事完成図書として電子納品する。

６．上記５．①～④の施工を実施するために使用するＩＣＴ機器類は、受注者が調達すること。

　　また、施工に必要なICT施工用データは、受注者が作成するものとする。使用するアプリケ

　ーション・ソフト、ファイル形式については、事前に監督職員と協議するものとする。

　　発注者は、３次元設計データの作成に必要となる詳細設計において作成したＣＡＤデータ

　を受注者に貸与する。また、ＩＣＴ施工技術の活用を実施する上で有効と考えられる詳細設

　計等において作成した成果品と関連工事の完成図書は、施工区間の前後を含め必要な範

　囲を積極的に受注者に貸与するものとする。

７．土木工事施工管理基準（案）に基づく出来形管理が行われていない箇所で、出来形測

　量により形状が計測出来る場合は、出来形数量は出来形測量に基づき算出した結果とする。

８．本特記仕様書に疑義が生じた場合または記載のない事項については、監督職員と協議す

　るものとする。

ＩＣＴ活用工事について １．ＩＣＴ活用工事

（ＩＣＴ舗装工（修繕工）） 　　本工事は、国土交通省が提唱するi-Constructionに基づき、ＩＣＴ施工技術の全面的活

　用を図るため、受注者の提案・協議により、起工測量、設計図書の照査、施工、出来形管

　理、検査及び工事完成図や施工管理の記録及び関係書類について３次元データを活用

　するＩＣＴ活用工事（施工者希望Ⅰ型）の対象工事である。また、「３次元出来形管理等の施

　工管理」での３次元データ活用を必須とし、その他の施工プロセス段階での活用を任意とす

　る中国LightＩＣＴ活用工事としての活用もできるものとする。なお、中国地方整備局発注工

　事におけるＩＣＴ活用未経験企業においては、「３次元起工測量」のみの実施も可能とする。

２．定義

　（１）i-Constructionとは、ＩＣＴ施工技術の全面的な活用、規格の標準化、施工時期の平準

　　化等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセス全体の最適化を図る

　　取り組みである。本工事では、施工者の希望により、その実現に向けてＩＣＴ施工技術を

　　活用した工事（ＩＣＴ活用工事）を実施するものとする。

- 64 -



編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

　（２）ＩＣＴ活用工事とは、施工プロセスの以下段階において、ＩＣＴ施工技術を全面的に活用

　　する工事である。また、以下の①～⑤の全ての段階でＩＣＴ施工技術を活用することをＩＣＴ

　　活用工事という。

　　　対象は、切削オーバーレイ工事とする。

　　①３次元起工測量

　　②３次元設計データ作成

　　③ＩＣＴ建設機械による施工

　　④３次元出来形管理等の施工管理

　　⑤３次元データの納品

　（３）中国LightICT活用工事とは、建設生産プロセスにおける上記（２）①～⑤のうち、「④

　　３次元出来形管理等の施工管理」を必須要件とし、他要件を必須としないものである。

　　なお、中国地方整備局発注工事におけるＩＣＴ活用未経験企業においては、「①３次元起

　　工測量」のみの実施も可能とする。

３．受注者は、入札にあたりＩＣＴ施工技術を全面的に活用するためＩＣＴ活用工事計画書（別

　記様式３１）を提出し、その内容がＩＣＴ施工技術の活用として適当と認められる場合、契約

　後施工計画書の提出（施工数量や現場条件の変更による、変更施工計画書の提出を含む）

　までに監督職員へ提案・協議し、協議が整った場合に以下４～８によりＩＣＴ施工技術の活用

　を行う。

　（以下、ＩＣＴ施工技術の活用を行う場合）

４．原則、本工事においては上記２．（２）①～⑤全ての段階でＩＣＴ施工技術を活用すること

　とし、切削オーバーレイ工について施工範囲の全てで適用するが、具体的な工事内容・

　数量及び対象範囲を明示し、監督職員と協議するものとする。なお、実施内容については

　施工計画書に記載するものとする。

５．ＩＣＴ施工技術を用い、以下の施工を実施する。

　①３次元起工測量

　　　発注者から貸与する３次元測量データ（地上移動体搭載型レーザースキャナー等を用

　　いたデータ）を活用することを基本とする。

　　　なお、必要に応じて３次元測量データを取得する場合は、以下１）～３）から選択（複数
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　　以上可）して測量を行うものとする。

　　　施工現場の環境条件により、監督職員との協議により管理断面及び変化点の計測又は

　　面的な計測による測量を選択出来るものとする。

　　　１）地上型レーザースキャナーを用いた起工測量

　　　２）ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた起工測量

　　　３）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

　①３次元起工測量

　　　受注者は、交通規制を削減し、以下１）～３）から選択（複数以上可）して測量を行うもの

　　とする。起工測量は、施工現場の環境条件により、管理断面及び変化点の計測または面

　　的な計測による測量を選択する。

　　　１）地上型レーザースキャナーを用いた起工測量

　　　２）ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた起工測量

　　　３）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

　　②３次元設計データ作成

　　　受注者は、５．①で得られた測量データと、発注者が貸与する発注図データを用いて、

　　施工指示に用いる切削計画を作成する。また、ＩＣＴ建設機械による施工、及び３次元出

　　来形管理を行う場合は３次元設計データを作成する。

　　③ＩＣＴ建設機械による施工

　　　５．②で作成した３次元設計データを用い、以下１）２）に示すＩＣＴ建設機械を作業に応

　　じて選択して施工を実施するものとし、切削指示値等に積極的に３次元設計データ等を

　　活用するものとする。

　　　なお、ＩＣＴ建設機械の調達が困難な場合は、監督職員と協議して従来型建設機械に

　　よる施工を実施してもＩＣＴ活用工事とする。

　　１）３次元ＭＣまたは３次元ＭＧ建設機械※

　　　※ＭＣとは「マシンコントロール」、ＭＧとは「マシンガイダンス」の略称である。

　　２）３次元位置を用いた施工管理システムを搭載した建設機械

　　　建設機械の作業装置の位置・標高をリアルタイムに取得し、施工用データとの差分に

　　基づき建設機械の作業装置を自動制御する３次元マシンコントロール技術、建設機械の
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　　作業装置の位置・標高をリアルタイムに取得し、施工用データとの差分を表示し、建設機

　　械の作業装置を誘導する３次元マシンガイダンス技術、 または、建設機械の作業装置位

　　置及び切削深さ（高さ）をリアルタイムに計測・記録する施工管理の機能を有する技術を

　　用いて、路面切削を実施する。

　　　なお、建設機械の作業装置位置及び切削深さ（高さ）をリアルタイムに計測・記録方法

　　としては、外部計測機による切削装置計測の他、切削装置に表示される指示値を取得す

　　る方法などがある。

　　④３次元出来形管理等の施工管理

　　　５．③による工事の施工管理において、以下のとおり出来形管理を行うものとする。 な

　　お、監督職員と協議のうえ、従来型建設機械による施工を実施した場合は従来手法によ

　　る施工管理を実施する。

　（１）出来形管理

　　　３次元ＭＣまたは３次元ＭＧ建設機械を使用した場合の出来形管理にあたっては、管

　　理断面及び変化点の計測による出来形管理とし、以下１）２）から選択（複数以上可）して

　　実施するものとする。

　　　１）ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理

　　　２）地上写真測量を用いた出来形管理

　　　３次元位置を用いた施工管理システムを使用した場合の出来形管理にあたっては、建

　　設機械の作業装置位置及び切削深さ（高さ）をリアルタイムに計測・記録する施工管理シ

　　ステムから得られる施工履歴データにより以下３）により実施するものとする。

　　　３）施工履歴データを用いた出来形管理

　　⑤３次元データの納品

　　　５．①②④により作成した３次元データを、工事完成図書として電子納品する。

６．上記５．①～④の施工を実施するために使用するＩＣＴ機器類は、受注者が調達すること。

　　また、施工に必要な施工用データは、受注者が作成するものとする。使用するアプリケー

　ション・ソフト、ファイル形式については、事前に監督職員と協議するものとする。

　　また、ＩＣＴ施工技術の活用を実施する上で有効と考えられる詳細設計等において作成し

　た成果品と関連工事の完成図書は、施工区間の前後を含め必要な範囲を積極的に受注

- 67 -



編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

　者に貸与するものとする。

７．土木工事施工管理基準（案）に基づく出来形管理が行われていない箇所で、出来形測量

　により形状が計測出来る場合は、出来形数量は出来形測量に基づき算出した結果とする。

８．本特記仕様書に疑義が生じた場合または記載のない事項については、監督職員と協議

　するものとする。

ＩＣＴ活用工事について １．ＩＣＴ活用工事

（ＩＣＴ作業土工（床掘工） 　　本工事は、国土交通省が提唱するi-Constructionに基づき、ＩＣＴ施工技術の全面的活

　用を図るため、受注者の提案・協議により、起工測量、設計図書の照査、施工、出来形管

　理、検査及び工事完成図や施工管理の記録及び関係書類について３次元データを活用

　する中国ＬｉｇｈｔＩＣＴ（作業土工（床掘工））活用工事（施工者希望Ⅱ型）の対象工事である。

２．定義

　（１）i-Constructionとは、ＩＣＴ施工技術の全面的な活用、規格の標準化、施工時期の平準

　　化等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセス全体の最適化を図る

　　取り組みである。本工事では、受注者の希望により、その実現に向けてＩＣＴを活用した工

　　事（ＩＣＴ活用工事）を実施するものとする。

　（２）中国ＬｉｇｈｔＩＣＴ（作業土工（床掘工））活用工事とは、施工プロセスの以下段階におい

　　て、ＩＣＴ施工技術を全面的に活用する工事であり、次の①（選択）②③⑤の全ての段階

　　でＩＣＴ施工技術を活用することをいう。

　　　対象は、作業土工（床堀工）を含む工事とする。

　　①起工測量

　　②３次元設計データ作成

　　③ＩＣＴ建設機械による施工

　　④該当なし

　　⑤３次元データの納品

３．受注者は、中国ＬｉｇｈｔICT（作業土工（床掘工））活用を行う希望がある場合、契約後、施

　工計画書の提出（施工数量や現場条件の変更による、変更施工計画書の提出を含む）ま

　でに中国ＬｉｇｈｔＩＣＴ（作業土工（床掘工））活用工事計画書を添付のうえ監督職員へ提案・

　協議を行い、協議が整った場合に以下４～７によりＩＣＴ施工技術の活用を行うことができる。
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　（以下、ICT施工技術の活用を行う場合）

４．原則、現場条件によりＩＣＴによる施工が適当でない箇所を除く本工事の作業土工施工範

　囲の全てを対象とすることとし、具体的な工事内容・数量及び対象範囲を明示し、監督職

　員と協議するものとする。

５．ＩＣＴ施工技術を用い、以下の施工を実施する。

　①起工測量（選択）

　　　受注者は、起工測量にあたって、従来手法による起工測量またはＩＣＴを用いた起工測

　　量が選択出来るものとし、作業土工以外の工種で取得した３次元起工測量データがある

　　場合は、積極的に活用するものとする。

　　　ＩＣＴを用いた起工測量としては、３次元測量データを取得するため、以下１）～７）から

　　選択（複数選択可）して測量を行うことができるものとする。

　　　１）空中写真測量（無人航空機）を用いた起工測量

　　　２）地上型レーザースキャナーを用いた起工測量

　　　３）ＴＳ等光波方式を用いた起工測量

　　　４）ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた起工測量

　　　５）ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた起工測量

　　　６）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

　　　７）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

　②３次元設計データ作成

　　　受注者は、設計図書や５．①で得られたデータと発注者が貸与する発注図データを用

　　いて、ＩＣＴ建設機械による施工を行うため、３次元設計データを作成する。

　③ＩＣＴ建設機械による施工

　　　ＩＣＴ建設機械による施工においては、５．②で作成した３次元設計データを用いて、以

　　下に示すＩＣＴ建設機械を作業に応じて選択して施工を実施する。位置・標高をリアルタイ

　　ムに取得するにあたっては、国土地理院の電子基準点のほか、国土地理院に登録された

　　民間等電子基準点を活用することができる。

　　　なお、位置情報サービス事業者が提供する位置情報サービスの利用においては、当該

　　サービスが国家座標に準拠し、かつ、作業規程の準則（令和５年３月３１日 国土交通省
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　　告示第２５０号）付録１測量機器検定基準２－６の性能における検定基準を満たすこと。

　　　１）３次元ＭＣまたは３次元ＭＧ建設機械※

　　　　※ＭＣとは「マシンコントロール」、ＭＧとは「マシンガイダンス」の略称である。

　　　　建設機械の作業装置の位置・標高をリアルタイムに取得し、施工用データとの差分に

　　　基づき建設機械の作業装置を自動制御する３次元マシンコントロール技術または、建設

　　　機械の作業装置の位置・標高をリアルタイムに取得し、施工用データとの差分を表示し、

　　　建設機械の作業装置を誘導する３次元マシンガイダンス技術を用いて実施する。

　④３次元出来形管理等の施工管理

　　   該当なし

　⑤３次元データの納品

　　　５．②により作成した３次元施工管理データを、工事完成図書として電子納品する。

　　　ただし、①において、３次元起工測量を実施した場合は、取得した３次元測量データも

　　３次元データ納品の対象とする。

６．上記５．①（選択）、②③⑤の施工を実施するために使用するＩＣＴ機器類は、受注者が調

　達すること。また、施工に必要な施工用データは、受注者が作成するものとする。使用する

　アプリケーション・ソフト、ファイル形式については、事前に監督職員と協議するものとする。

　　発注者は、３次元設計データの作成に必要となる詳細設計において作成したＣＡＤデー

　タを受注者に貸与する。また、ＩＣＴ施工技術の活用を実施する上で有効と考えられる詳細

　設計等において作成した成果品と関連工事の完成図書は、施工区間の前後を含め必要

　な範囲を積極的に受注者に貸与するものとする。

７．本特記仕様書に疑義が生じた場合または記載のない事項については、監督職員と協議

　するものとする。

ＩＣＴ活用証明書の発行 　ＩＣＴ活用工事および中国Light ICT 活用工事において発行する活用証明書の発行対象

は、受注者、監理技術者等（主任技術者、監理技術者、専任特例２号又は監理技術者補佐

をいう。）及び担当技術者等（※）とする。

　なお、１工事あたりの技術者への活用証明書の発行は、監理技術者等１名、担当技術者

等１名の最大２名までとする。

　担当技術者等の活用証明書発行は、ＩＣＴ活用工種に従事したことを確認できる書類（施工
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計画書等）により主任監督員が認めるものに限る。

　活用証明書の発行を求める監理技術者等及び担当技術者等を監督職員に申し出、担当

技術者等の活用証明書発行を求める場合は、確認書類を監督職員に提出すること。

　※担当技術者等については、現場代理人若しくは担当技術者とする。

BIM/CIM適用工事について 　本工事は、BIM/CIM 適用工事（発注者指定型）である。

　少なくとも以下に示す義務項目について、BIM/CIM を適用する。さらに、発注者が示す課

題や効率化等を求める内容を踏まえ、BIM/CIM 取扱要領「附属資料１ 推奨項目一覧」

(https://www.mlit.go.jp/tec/content/001872864.pdf)や過去の取組事例等を参考にして、

受発注者で実施内容や納品方法について協議し決定する。

　受注者が希望する場合、発注者が示す活用内容以外の活用内容を提案することができる。

　BIM/CIM 適用工事に要する費用については、当初は計上していない。３次元モデルを作

成又は加工する場合は、受発注者間の協議に基づき、設計変更を行うものとする。

 活用内容  活用内容の詳細

 施工計画の検討補助  詳細設計等で作成された３次元モデルを閲覧し、

 施工計画を検討する際の参考にする。

 ２次元図面の理解補助  詳細設計等で作成された３次元モデルを閲覧し、

 ２次元図面を理解する際の参考にする。

 現場作業員等への説明  詳細設計等で作成された３次元モデルを用いて、

 現場作業員等に工事の完成イメージ等を説明し、

 現場作業員等の理解促進を図る。

 重ね合わせによる確認  ３次元モデルに複数の情報を重ね合わせて表示

 することにより、位置関係にずれ、干渉等がない

 かを確認する。

 （例）本工事では、建築限界及び構造物等と官民

 境界の位置を確認する。

 現場条件の確認  ３次元モデルに建機等を配置し、近接物の干渉

 等、施工に支障がないか確認する。

 （例）本工事では、建機の搬出入経路及び旋回
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（参考）３次元モデル作成の目安

１．BIM/CIM 実施計画書の作成

　受発注者において、BIM/CIM の実施内容や、納品方法等を協議し決定した結果を「BIM

/CIM 実施計画書」として整理し、提出する。内容に変更が生じた場合は、受発注者間で協

議し、BIM/CIM 実施（変更）計画書を作成する。

　また、作成したBIM/CIM 実施計画書（変更含む）に基づき、本工事を実施する。

　　１）工事概要

　　２）整理すべき課題

　　３）BIM/CIM の実施内容（３次元モデルの活用内容、期待する効果等）

　　４）３次元モデルの作成仕様（作成範囲、詳細度、属性情報、別業務等で作成された

　　　３次元モデルの仕様等）

 範囲を確認する。

 施工ステップの確認  一連の施工工程のステップごとの３次元モデルで

 （例）本工事では、護岸工の打設日毎に色分けを

 し、進捗確認を行う。

 詳細度  ２００～３００程度 ※1

 施工可能かどうかを確認する。

 （例）本工事では、交通規制を伴う部分の切り替

 え、作業スペース等を確認する。

 （例）本工事では、工事進捗に伴い変化する仮設

 及び建機等の作業スペース等を確認する。

 施工管理での活用  ３次元モデル上で施工手順等を区分し、施工範囲

 の明確化や進捗管理等に活用する。

 ※1 構造形式がわかるモデル～主構造の形状がわかるモデル

属性情報 ３次元形状データが何を表すかを識別する情報をオブジェ

クトごとに属性情報として設定する（BIM/CIM 取扱要領

「附属資料２ オブジェクト分類」(https://www.mlit.go.jp

/tec/content/001872865.pdf)を参照）。
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　　５）３次元モデルの作成に用いるソフトウェア、オリジナルデータの種類

　　６）３次元モデルの閲覧、データ共有ができるソフトウェアの種類、成果物の納品ファイル

　　　形式

　　７）３次元モデルの作成担当者

　　８）３次元モデルの作成・活用に要する費用

２．BIM/CIM 実施報告書の作成

　BIM/CIM 実施計画書に基づき実施した内容について、BIM/CIM 実施報告書を作成す

る。以下の内容をBIM/CIM 実施計画書に追記して作成する。

　　９）後段階への引継事項（データ活用時の留意点、更なる検討が必要な内容、２次元図

　　　面との整合等）

　　１０）省人化の効果（前段階から引き継いだデータの活用により省人化した効果、３次元

　　　　での検討により省人化した効果等）

３．成果の納品

　以下の内容を納品する。様式については国土交通省HP（https://www.mlit.go.jp/tec/

tec_fr_000158.html）を参照すること。

　　１）BIM/CIM 実施計画書・見積書（変更含む）

　　２）BIM/CIM 実施報告書（３次元モデル作成引継書シート、３次元モデル照査時チェッ

　　　クシートを含む）

　　３）作成した３次元モデル（オリジナルデータ、標準的なデータ形式（J-LandXML形式、

　　　IFC形式）、統合モデル、動画等）

４．義務項目の実施

　義務項目は推奨項目にて作成する３次元モデルを使って実施する。

５．その他

　最新の情報はBIM/CIM ポータルサイト(https://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/

bimcimindex.html)で提供されているので、適宜参照すること。

DXデータセンターの使用 　本工事は、DX データセンターを使用することで、VDI による専用ソフトの利用及び受発注

者間のデータ共有の円滑化を図る工事である。

　３次元モデルを活用するにあたり、受注者が希望する場合、国土技術政策総合研究所が運
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用するDX データセンターにインストールされている専用ソフトウェアを使用することができる。

　DX データセンター内の有償ソフトウェアを使用する場合は、受注者が有償ソフトウェアの使

用契約手続きを行うものとする。

　なお、DX データセンターの詳細については、DX データセンターの参考資料

　（https://dxportal.nilim.go.jp/exonym/reference）及びポータルサイト

　（https://dxportal.nilim.go.jp/exonym）を参照すること。

デジタルデータを活用した監督 　受注者は、施工管理、監督・検査において現行の基準と手法や納品方法が異なるが、3次

・検査等の試行について 元モデルやAR 等のデジタル技術を活用し、現行と比べて簡素化・効率化を図ることができる

新たな施工管理、監督・検査の手法の活用を希望する場合は、発注者と協議し、従来方法と

の比較を実施した上で、監督・検査等に支障が生じないことを受発注者双方で確認できた場

合に、現行の基準に替えて、新たな手法を活用できる。

　実施にあたっては、実施内容等を施工計画書に反映する。

　なお、新たな手法による施工管理、監督・検査の実施にあたり、生じた費用は変更契約の対

象外とする。

総価契約単価合意方式 (目的）

について １．本工事は、請負代金額の変更があった場合における変更金額や部分払金額の算定を

　行う際に用いる単価等をあらかじめ協議し、合意しておくことにより、設計変更や部分払に

　伴う協議の円滑化に資することを目的として実施する総価契約単価合意方式の対象工事

　である。

（共通仕様書　第3編3-1-1-1の適用）     

２．共通仕様書 第3編 3-1-1-1第2項、第6項及び第7項に係る規定は適用しないものとする。

（合意単価の公表）     

３．発注者・受注者間で作成の上合意した単価合意書は、公表することができるものとする。

遠隔地からの建設資材調達に １．変更対象項目   

かかる設計変更について 　次の資材については、以下の調達地域等から調達することを想定しているが、安定的な確

保を図るために、当該調達地域等以外から調達せざるを得ない場合には、事前に監督職員と

協議するものとする。また、購入費及び輸送費等に要した費用について、証明書類（実際の

取引伝票等）を監督職員に提出するものとし、その費用について設計変更とすることとする。
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  表－1　　建設資材の購入・調達地域等  

※上表における用語の定義

・ここでいう購入地域とは積算上設定している地区別単価区分を指す。

・ここでいう調達地域とは積算上設定している運搬起点となる所在地を指す。

・積算上、資材は現着単価を計上している。

輸送費用の増し分については、実際の取引きにおいても、現着単価が基本であることか

ら、材料費に含んでも良い。なお、ひっ迫により購入・調達地域等以外からの購入費用（輸

送費用）の増分について理由・実績等が確認できるものについて変更対象とする。

・仮設材は、土木工事標準積算基準により運搬費用を積上により計上するものを対象とし

　ているが、任意仮設による契約であるため、積算上想定しているものを記載しているに過ぎ

　ず、指定するものではない。

　　なお、ひっ迫による所在地以外からの調達による、購入費用（賃料）や輸送費用の増分

　について理由・実績等が確認出来るものについて変更対象とする。

２．提出資料等      

18-8-40(高炉) 広島地区

■仮設材

資　材　名 規　　格 調達地域等 

■資材

再生クラッシャラン(RC-30) 広島地区

骨材   再生クラッシャラン(RC-40) 広島地区

24-12-20(高炉) 広島地区

アスファルト合材 ポリマー改質AsH型(13) 広島地区

再生粗粒度As改質Ⅰ型(20) 広島地区

仮設材 広島市

透水性As(13) 広島地区

生コンクリート  

再生As安定処理(30) 広島地区

再生粗粒度As(20) 広島地区

粒度調整砕石(RM-40)         広島地区
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　受注者は、遠隔地からの建設資材の調達等にかかる設計変更の対象となる品目等につい

て、下表の資料を提出するものとし、各段階において監督職員と協議・確認を受けるものとす

る。なお、下表の①～③については、提出資料を様式1－1～3にてとりまとめて提出するもの

とする。

   表－２　提出資料

   提出資料

①調達計画

（当初）  

様式1－1

          

          

          

          

          

          

②調達計画

（変更）  

様式1－2   

          

③調達計画

（実施）  

様式1－3   

          

３．設計変更

　設計変更については、最終精算変更時点において、表－2　提出資料に記載の証明書類

を監督職員に協議・確認を得たものについて行うものとする。

　なお、受注者の責めに帰すべき事由による増加費用については、設計変更の対象としない。

労務及び資機材調達にかかる 　契約締結後、当該工種着手時点にいて、労務及び資機材の調達が難しいと判断される場合

・契約後に受注者がメーカー・商社や運送会社等

ないものは金額の適切性を証明する金額計算書な

ど）。                                     

・建設資材のひっ迫により、①によりがたい場合

で、購入費・運搬費が増となる購入・調達条件で

①との変更点がわかるものおよび変更理由。   

※購入・調達の条件が変更の都度提出         

・②の結果で、建設資材の購入費・運搬費にかか

る支出実績を証明する書類（領収書、領収書の出

から入手した見積書で項目毎の当初計画額がわか

るもの（発注書・注文書・請書など計画段階での

購入・調達条件（金額や購入・調達地域等がわか

るもの。）                                 

※契約後遅滞なく提出（変更追加等の場合は変更

の都度提出）                               

・受注者が計画する建設資材の項目毎の購入・調

達条件と発注時期等（予定）がわかるもの     
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適正な設計変更について は、遠方からの調達や工法変更等も含め設計変更協議の対象とする。ただし、受注者の責に

よ る着手時期の遅延等の場合を除く。

地域外からの労働者確保に要 １．本工事は、「共通仮設費（率分）のうち営繕費」及び「現場管理費のうち労務管理費」の下

する間接費の設計変更につい 　記に示す費用（以下「実績変更対象費」という。）について、工事実施にあたって不足する

て 　技術者や技能者及び交通誘導員を広域的に確保せざるを得ない場合も考えられることか

　ら、契約締結後、労務者確保に要する方策に変更が生じ、土木工事標準積算基準書の

　金額相当では適正な工事の実施が困難になった場合は、実績変更対象費の支出実績を

　踏まえて最終精算変更時点で設計変更する対象工事である。

地域外からの労働者確保に要する間接費について実績変更の対象となる費用

営繕費 労働者送迎費、宿泊費、借上費                             

（宿泊費、借上費については労働者確保に係るものに限る。） 

労務管理費 募集及び解散に要する費用、賃金以外の食事、通勤等に要する費用

                                                      

２．受注者から請負代金内訳書の提出があった後、発注者は工事費構成書にて共通仮設

　費及び現場管理費に対する実績変更対象費の割合を提示するものとする。

３．受注者は、当初契約締結後の単価合意を行う際に、２．で示された割合を参考にして労

　働者確保に関する計画書（任意様式）及び実績変更対象費に係る費用の内訳を記載した

　実施計画書（当初）（様式2－1）を作成し、監督職員に提出するものとする。

４．最終精算変更時点において、実績変更対象費の支出実績を踏まえて設計変更する場

　合は、実施計画書（実施）（様式2－2）及び実績変更対象費に実際に支払った全ての証

　明書類（領収書、領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書など。）を監

　督職員に提出し、設計変更の内容について協議するものとする。

５．受注者の責めによる工事工程の遅れ等、受注者の責めに帰すべき事由による増加費用

　については、設計変更の対象としない。

６．実績変更対象費の支出実績を踏まえて設計変更する場合、共通仮設費率分は、土木

　工事標準積算基準に基づく算出額から実施計画書（当初）（様式2－1）に記載された共

　通仮設費率分の合計額を差し引いた後、証明書類において確認された費用を調整額とし

　て加算して算出する。また、現場管理費は、土木工事標準積算基準に基づく算出額から
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　実施計画書（当初）（様式2－1）に記載された現場管理費の合計額を差し引いた後、証

　明書類において確認された費用を調整額として加算して算出する。

　　なお、全ての証明書類の提出がない場合であっても、提出された証明書類をもって金額

　の変更を行うものとする。

７．受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び指名

　停止等の措置を行う場合がある。

８．疑義が生じた場合は、監督職員と協議するものとする。     

主任（監理）技術者の専任 　詳細設計中で現場に着手していない期間は、主任（監理）技術者の専任は要しない。

専任特例２号の配置に 　本工事は、建設業法第２６条第３項第２号の規定の適用を受ける監理技術者（以下、「専

ついて 任特例２号」という。）の配置は認めない。

資料の貸与 　本工事の契約後速やかに、発注者が受注者に設計図書の作成の基となった情報を説明し、

受注者が希望する参考資料（電子データを含む）を貸与する。

　本工事における過年度成果品の貸与については、「貸与資料ダウンロードシステム」を利用

する。

　利用にあたっては、別途、監督職員から通知するＩＤおよびパスワードによりログインし、利用

登録を行う。

　なお、上記システムの利用が困難な場合は、監督職員との協議により、電子媒体等で貸与を

受けるものとする。

契約変更手続きの透明性 　本工事は、契約変更手続きの透明性を確保するため、契約変更前に必要に応じて第三者

を確保するための第三者に による適正性チェックを実施する試行工事である。

よる適正性チェックの試行

低炭素型コンクリート試行 　本工事は、建設関連業界等のカーボンニュートラルに向けた取組を促進するとともに、調達

工事（プレキャスト） 上の課題等を検証するため、セメント置換率の高いコンクリートなどのコンクリート製造時の

CO2 排出量（コンクリートの材料のCO2 排出を含む）を削減した「プレキャスト製品による低炭

素型コンクリート」の試行工事である。

　①低炭素型コンクリート製品の規定・確認

　　　低炭素型コンクリートはポルトランドセメントの置換率が５５％以上のもの又はこれと同等

　　以上のCO2 排出削減効果のあるものとする。受注者は、低炭素型コンクリート製品の施工
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　　前に、以下の分かる資料を監督職員に提出し、施工数量について監督職員と協議するも

　　のとする。

　　　・低炭素型コンクリート製品の出荷を予定している工場の所在

　　　・低炭素型コンクリート製品の出荷を予定している工場と施工現場までの運搬距離

　　　・低炭素型コンクリート製品の見積書

　　　・低炭素型コンクリート製品によるCO2 排出削減効果（算出可能な場合に限る）

　　　低炭素型コンクリート製品の配合品質証明書等を監督職員に提出し、監督職員は置換

　　率が５５％以上であること又は同等以上のCO2 排出削減効果があることを確認するものと

　　する。なお、費用対効果等を考慮し、低炭素型コンクリートを使用しない場合がある。

　②試行工事の実施に要する費用

　　　当該試行工事の実施に要する低炭素型コンクリート製品の費用は見積によるものとし、

　　設計変更の対象とする。

　③試行結果の検証への協力

　　　試行にあたり受注者は実施状況や結果検証のための調査に協力するものとする。

南海トラフ地震臨時情報 （１）本工事の施工場所は、南海トラフ地震防災対策推進地域が含まれる工事である。

【巨大地震警戒、巨大地震 （２）受注者は、本工事の施工条件、施工内容を踏まえ、南海トラフ地震臨時情報【巨大地震

注意】発表時の対応 　　警戒、巨大地震注意】の発表時における、後発地震による揺れの影響が大きい作業又は

　　津波による影響を受ける作業に対する措置の内容及び津波避難を含む作業員等の安全

　　確保の方法について施工計画書に記載するものとする。なお、南海トラフ地震津波避難

　　対策特別強化地域における工事にあっては、津波避難に関して施工計画書に記載する

　　ものとする。

（３） 受注者は、南海トラフ地震臨時情報【巨大地震警戒】が気象庁から発表された場合に

　　は、本工事の施工条件、施工内容を踏まえ、あらかじめ定めた施工計画書の措置内容に

　　基づき、後発地震による揺れの影響が大きい作業又は津波による影響を受ける作業につ

　　いて、工事請負契約書第20条等の規定に基づく発注者からの一時中止の通知があった

　　ものとして、警戒する措置が解除されるまでの間（１週間）は一時中止するものとする。その

　　他の作業について、受注者は、改めて後発地震又は津波に備え作業の一時中止か継続

　　を判断するものとし、その結果を、監督職員に連絡し、その後の対応について監督職員の
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　　指示を受けるものとする。工事等を継続する場合に受注者は、本工事等に必要な安全対

　　策の措置を速やかに講じ、土木工事安全施工技術指針に基づき適切に作業員等の安全

　　確保に努めなければならない。

（４） 受注者は、南海トラフ地震臨時情報【巨大地震注意】が気象庁から発表された場合に

　　は、受注者は、本工事の施工条件、施工内容を踏まえ、改めて後発地震による揺れの影

　　響が大きい作業又は津波による影響を受ける作業の一時中止か継続を判断するものとし、

　　その結果を、監督職員に連絡し、その後の対応について監督職員の指示を受けるものと

　　する。工事等を継続する場合に受注者は、本工事等に必要な安全対策の措置を速やか

　　に講じ、土木工事安全施工技術指針に基づき適切に作業員等の安全確保に努めなけ

　　ればならない。

（５） 受注者は、南海トラフ地震臨時情報を受けて措置を行った場合においては、実施した

　　内容について監督職員に報告するものとする。

（６）なお、南海トラフ地震臨時情報の発表があった場合は、後発地震及び津波の発生に備

　　えるため必要に応じて、受注者は施工計画書の記載にかかわらず、工事の一時中止に

　　ついて監督職員と協議できるものとする。

「以下余白」
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工　 事　 特　 記　 仕　 様　 書

国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業(電気工事分)

第１条　　本工事の施工にあたっては、国土交通省制定「電気通信設備工事共通仕様書(令和7年版)」及び国土交通省制定「土木工事共通仕様書(案)(令和７年

　　　　　　3月)」並びに「中国地方整備局 土木工事共通仕様書 令和７年度版」に基づき実施しなければならない。

第２条　　「電気通信設備工事共通仕様書」並びに「土木工事共通仕様書」に対する特記及び追加仕様事項は、下記のとおりとする。

編 章 節 条 見　　　出　　　し 項

「電気通信設備工事共通仕様書」

1 1 1 1-1-1-26 施工管理 追加 　受注者は、本工事の施工管理にあたっては、下記によるものとする。

１．電気通信設備工事施工管理基準及び規格値(案) 令和６年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省　大臣官房　技術調査課　電気通信室

２．電気通信設備工事写真管理基準(案) 令和６年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省　大臣官房　技術調査課　電気通信室

2 1 1 追加 仕様書等の承諾 追加 　受注者は、主要資機材の製作に先立ち、共通仕様書で定める書類のほか、次の各号に定

める書類を提出し、監督職員の承諾を得た後、製作を開始すること。

　なお、これらの書類の提出時期を施工計画書に記載すること。

１．主要資材製作

　①　資材製作仕様書

　②　外観図、盤内配線図、接続図、系統図等

　③　配線系統図

　④　付属品、予備品一覧表

　⑤　その他、参考となる資料及び監督職員が指示した書類

追加 施工図等の承諾 追加 　受注者は、現場施工に先立ち、共通仕様書で定める書類のほか、次の各号に定

める書類を提出し、監督職員の承諾を得た後、現場施工を開始すること。

　なお、これらの書類の提出時期を施工計画書に記載すること。

　①　施工図

　②　現地試験方案書(単体・総合動作確認）

　③　その他、監督職員が指示する書類

追加 主要建設資材の入手状況 　本工事に使用する主要建設資材(電気通信機器及び資材)について、不足の事態等による

特　　記　　及　　び　　追　　加　　仕　　様　　事　　項
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「電気通信設備工事共通仕様書」

入手時期の遅延に伴い工期変更の必要が生じる場合は（分任）支出負担行為担当官と協議

することができる。

追加 道路照明台帳 　作成する道路照明台帳の記載要領は、別添「道路照明台帳記載要領（案）(平成28年12月)

」による。

　また、更新の場合は既設台帳の差替えを行うこと。

追加 管理銘板 　道路照明柱に取り付ける管理銘板の記載要領は、別添「道路照明灯管理銘板記載要領（案

）(令和3年11月)」による。

追加 設備仕様 　照明柱、ＬＥＤ道路照明・歩道照明等の設備仕様は、下記によるものとする。

　1.道路・トンネル照明機材仕様書・同解説 平成３０年度版

　その他必要な仕様や技術については、【国土交通省－技術調査－電気通信】に掲載してい

るのでそれらを活用すること。

　（ http://www.mlit.go.jp/tec/it/denki/gijyutukijyun.html ）

「以下余白」
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工　 事　 特　 記　 仕　 様　 書

国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業(電気工事分)

第１条　　本工事の施工にあたっては、国土交通省制定「電気通信設備工事共通仕様書(令和7年版)」及び国土交通省制定「土木工事共通仕様書(案)(令和７年

　　　　　　3月)」並びに「中国地方整備局 土木工事共通仕様書 令和７年度版」に基づき実施しなければならない。

第２条　　「電気通信設備工事共通仕様書」並びに「土木工事共通仕様書」に対する特記及び追加仕様事項は、下記のとおりとする。

編 章 節 条 見　　　出　　　し 項

「電気通信設備工事共通仕様書」

1 1 1 1-1-1-26 施工管理 追加 　受注者は、本工事の施工管理にあたっては、下記によるものとする。

１．電気通信設備工事施工管理基準及び規格値(案) 令和６年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省　大臣官房　技術調査課　電気通信室

２．電気通信設備工事写真管理基準(案) 令和６年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省　大臣官房　技術調査課　電気通信室

2 1 1 追加 仕様書等の承諾 追加 　受注者は、主要資機材の製作に先立ち、共通仕様書で定める書類のほか、次の各号に定

める書類を提出し、監督職員の承諾を得た後、製作を開始すること。

　なお、これらの書類の提出時期を施工計画書に記載すること。

１．主要資材製作

　①　資材製作仕様書

　②　外観図、盤内配線図、接続図、系統図等

　③　配線系統図

　④　付属品、予備品一覧表

　⑤　その他、参考となる資料及び監督職員が指示した書類

追加 施工図等の承諾 追加 　受注者は、現場施工に先立ち、共通仕様書で定める書類のほか、次の各号に定

める書類を提出し、監督職員の承諾を得た後、現場施工を開始すること。

　なお、これらの書類の提出時期を施工計画書に記載すること。

　①　施工図

　②　現地試験方案書(単体・総合動作確認）

　③　その他、監督職員が指示する書類

追加 主要建設資材の入手状況 　本工事に使用する主要建設資材(電気通信機器及び資材)について、不足の事態等による

特　　記　　及　　び　　追　　加　　仕　　様　　事　　項
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編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特　　記　　及　　び　　追　　加　　仕　　様　　事　　項

「電気通信設備工事共通仕様書」

入手時期の遅延に伴い工期変更の必要が生じる場合は（分任）支出負担行為担当官と協議

することができる。

追加 道路照明台帳 　作成する道路照明台帳の記載要領は、別添「道路照明台帳記載要領（案）(平成28年12月)

」による。

　また、更新の場合は既設台帳の差替えを行うこと。

追加 管理銘板 　道路照明柱に取り付ける管理銘板の記載要領は、別添「道路照明灯管理銘板記載要領（案

）(令和3年11月)」による。

追加 設備仕様 　照明柱、ＬＥＤ道路照明・歩道照明等の設備仕様は、下記によるものとする。

　1.道路・トンネル照明機材仕様書・同解説 平成３０年度版

　その他必要な仕様や技術については、【国土交通省－技術調査－電気通信】に掲載してい

るのでそれらを活用すること。

　（ http://www.mlit.go.jp/tec/it/denki/gijyutukijyun.html ）

「以下余白」
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http://nilim-cdrw.jp/dl_tool_quality.html Q&A
http://nilim-cdrw.jp/qa_quality.html

3

Q&A
http://nilim-cdrw.jp/index_help.html
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32 
 

 別紙 4  

 

全国道路施設点検データベースにおける個人情報掲載のチェックリスト 

 

 

1.業務等名称 

 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 
 
2.受注者名  

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 

 

3.個人情報掲載の確認結果【受注者】  

□  個人情報の掲載がないこと／記載された個人情報のすべての削除 を確認済 

 

 
4.発注担当課  

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 

5.個人情報掲載の確認結果【発注者】 

□  個人情報の掲載がないこと／記載された個人情報のすべての削除 を確認済 

 

 

 

 

青字：留意事項 

 

※ 本チェックリストは業務等の打合せ記録簿に添付する。 

- 96 -

Administrator
四角形

Administrator
テキストボックス
別紙




別添 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電線共同溝管路試験要領（案） 
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管路試験 
 
 管路の布設が終了したら、埋設管路では埋戻し前か終了後に、露出、添架配管ではケーブル入線前

に、必ず管路が完全に接続され、良好に布設されているか否かを試験し、試験の結果、不合格の時は、

手直しを実施する。 
 なお、工事完成時には試験表を提出するものとする。 
 
【道路管理用】 
（１） 試験項目 

管路の試験と種類と適用範囲について表２．２－１１に示す。 
 
表 ２．２－１１ 試験の適用表 
 

    管種・管径 
 
 
試験内容 

管 路 及 び 地 下 配 線 管 路 

鋼管 
100A 

鋼管 
80A 

鋼管 
65A 

鋼管 
50A 

VE 管 
82 

VE 管 
70 

VE 管 
50 

FEP 
80 

FEP 
50 

通 過 試 験 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

気 圧 試 験 △ △ × × × × × × × 

 
○ ：実施する ， △：省略しても良い， ×：実施しない 

 
 
ア 通過試験 
  引き通し線に毛ブラシ、雑巾の順に清掃用品を取付け、管路内の清掃を行った後、マンドリルま

たはテストケーブルを用いて行う試験。 
 
イ 気圧試験 
  通過試験を行った後、管路内に圧搾空気を送り込み、空気が漏洩するか否かを試験し、管路の水

密性を調べる試験。なお、この試験はφ５０mm 以下の管路には適用しない。 
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（２） 試験方法 
ア 通過試験 
  中間試験と最終試験があり、中間試験は管の布設途中において管路を縦断、平面的に曲

げた場合、その状況を勘案の上、必要に応じて実施する。 
  最終試験は１管路区間の布設、埋戻し後（コンクリート打設の場合はコンクリート打設

前）に実施し、中間試験を実施したものを必ず実施する。 
  以下に最終試験を実施する場合の試験方法につき述べるが、中間試験もこれに準ずるも

のとする。 
 

① 試験材料及び器具 
 ａ マンドリル 
   マンドリルは、直線管路の通過試験の際に使用する木製の棒で、両端に引き通し線が

容易に取付けられる構造となっている。材質は容易に摩擦されない堅材（ケヤキ、クスノキ

等）で、寸法・形状は表２．２－１２及び図２．２－５５のとおりである。 
 
表 ２．２－１２ マンドリルの規格表  （mm） 
 

管     種 Ｌ      φ 
５０ＡまたはＶＥ５４ ３００    ４０ 
６５ＡまたはＶＥ７０ ３００    ５０ 
８０ＡまたはＶＥ８２ ３００    ７０ 
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 ｂ テストケーブル 
     短区間の配管で、マンドリルによる通過試験が不能の場合に使用するもので、管内径に適

合するケーブルをケーブルグリップにより巻きつけツイストレスを経由して引き通し試験

をする。これに使用するケーブルは外被にキズが少ないものを用い、管内部のキズを発見で

きるものでなければならない。 
     形状・寸法は図２．２－５６及び表２．２－１３のとおりである。 
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表 ２．２－１３ テストケーブルの規格 
 

用 途 管   種 使用ケーブル 

通信用 
５０Ａ又はＶＥ５４ ４０φ 
６５Ａ又はＶＥ７０ ５０φ 
８０Ａ又はＶＥ８２ ６０φ 

照明用 

５０Ａ又はＶＥ５４ 
以上の管 

 導体断面積が２２ｍ㎡以上の 
ビニールシースケーブルで、そ 
の仕上がり外径は管内径の６７ 
％以上のもの 

 
 
  ｃ 引き通し線 
    通過試験の際に清掃用具及びマンドリル等に管路内を通過させるための引線であり、一般に

は、φ４．０～４．５ｍｍの鉄線、ワイヤーロープ等を使用する。 
 
  ｄ 線とおし材料及び器具 
    管路内に引通し線を通すために使用する材料及び器具で、短区間では竹材細径のビニ 
   －ルパイプ、又は銅線による。 
    長い区間は線とおし器具を用い、圧搾空気を利用して行う。 
    （図 ２．２－５７参照） 
 
  ｅ 試験表の提出 
    管路がマンドリルで通過したか、テストケーブルで通過したかの試験表を提出する。 
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   ｅ 清掃用具 
     毛ブラシ、雑巾等があり、管の内面を十分清掃できるものでなければならない。 
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【通信ケーブル（ＮＴＴ仕様）用】 
（１） 試験項目 
  ＮＴＴの通信ケーブルを布設する公称φ７５ｍｍＰＶ管の試験項目は、「管路通過性能試験」、 
 「管路接続性能試験」とする。 
 
 ア 管路通過性能試験 
   下図のマンドレルがスムーズに通過すること。 
 
 

 

通線後、下図のように毛ブラシ、ウエス（雑巾を 40cm 間隔で 2 箇所）の順に取付け、管路内を清掃

すること。ウエスの大きさは表２．２－１４に示す。 

4.0mm鉄線

ウエス毛ブラシ ウエス

図－１　毛ブラシ、ウエス（雑巾）の取付け

表　2.2－14　通過性能確認ウエス

管　径

φ７５ ２３ｃｍ以上

ウエスの最小外周長

 
       イ 管路接続性能試験 

・管路接続性能試験方法 
  管路内空気圧を 0.0490Mpa(0.5kgf/ｃ㎡)とし、３分間放置して圧力低下が 

0.00196Mpa(0.02kgf/ｃ㎡)以下であること。 
※１kgf/c ㎡＝0.0980665Mpa 

 
・管路接続性能試験の目的 
  管路が正常に接続され、水密性を保持しているかどうか確認するため。 
  水密性が保持されていない場合、地下水の流入に伴い土砂が管路内に堆積し、 
  ケーブルの布設に支障を生じる。また、ケーブル布設済管路に土砂が堆積した 
  場合、ケーブル更改時の撤去が困難となることが予想される。 
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【電力ケーブル（中国電力仕様）用】 
 ケーブルを入れる管路は、事前に清掃と導通試験を行わなければならない。 

 
（１） 試験器具 
 ａ 管路導通試験棒（ボビン） 
   管路導通試験棒（ボビン）は原則として、太さ（管路内径－10mm）×長さ（600mm） 
  ものを使用する。 
   ただし、曲率半径が小さい場合や管路接続箇所を屈曲させている場合は、下表に示した 
  試験棒長さ以下のものを使用する。（この場合も試験棒太さは管路内径－10mm とする） 

 

 
 

曲率 接続部
半径 角   度 管路 200mm 管路 150mm 管路 100mm 管路  80mm 管路 75mm 管路  65mm

0.0 33.4 33.1 32.8 32.7 32.6 32.6
0.5 32.4 32.1 31.7 31.6 31.6 31.5
1.0 31.4 31.0 30.7 30.6 30.5 30.5

1.3 1.5 30.4 30.1 29.7 29.6 29.5 29.4
2.0 29.5 29.1 28.7 28.6 28.6 28.5
2.5 28.6 28.2 27.8 27.7 27.6 27.5
3.0 27.8 27.4 27.0 26.8 26.7 26.6
0.0 63.8 63.7 63.5 63.5 63.5 63.4
0.5 59.7 59.5 59.4 59.3 59.3 59.2
1.0 55.9 55.7 55.5 55.4 55.4 55.3

5 1.5 52.3 52.1 51.9 51.8 51.8 51.8
2.0 49.1 48.8 48.6 48.5 48.5 48.4
2.5 46.1 45.8 45.6 45.5 45.4 45.4
3.0 43.3 43.1 42.8 42.7 42.6 42.6
0.0 69.8 69.7 69.5 69.5 69.5 69.4
0.5 64.9 64.7 64.5 64.5 64.5 64.4
1.0 60.3 60.1 59.9 59.9 59.8 59.8

6 1.5 56.1 55.9 55.7 55.6 55.6 55.6
2.0 52.3 52.1 51.9 51.8 51.7 51.7
2.5 48.8 48.6 48.3 48.2 48.2 48.2
3.0 45.7 45.4 45.1 45.0 45.0 45.0
0.0 89.9 89.8 89.6 89.6 89.6 89.6
0.5 81.6 81.5 81.4 81.3 81.3 81.3
1.0 74.3 74.1 74.0 73.9 73.9 73.9

10 1.5 67.7 67.5 67.3 67.3 67.3 67.2
2.0 61.8 61.7 61.5 61.4 61.4 61.3
2.5 56.7 56.5 56.3 56.2 56.2 56.1
3.0 52.2 51.9 51.7 51.6 51.6 51.5
0.0 109.9 109.8 109.7 109.7 109.7 109.6
0.5 97.7 97.6 97.4 97.4 97.4 97.4
1.0 87.0 86.8 86.7 86.6 86.6 86.6

15 1.5 77.7 77.5 77.4 77.3 77.3 77.3
2.0 69.7 69.5 69.4 69.3 69.3 69.3
2.5 62.9 62.7 62.5 62.4 62.4 62.4
3.0 57.0 56.8 56.6 56.5 56.5 56.5

試　　験　　棒　　長　　さ　　(cm)
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   （参考） 試験棒長さの算定式 
 

 
 
    ｌ ：導通可能試験棒長さ 
    ｄ ：試験棒外径 
    Ｒ ：曲管の曲率半径 
    ｄ１ ：管内径 
    α ：接続部屈曲角度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

曲率 接続部
半径 角   度 管路 200mm 管路 150mm 管路 100mm 管路  80mm 管路 75mm 管路  65mm

0.0 126.8 126.7 126.6 126.6 126.6 126.6
0.5 110.6 110.5 110.4 110.4 110.4 110.3
1.0 96.8 96.7 96.5 96.5 96.5 96.4

20 1.5 85.1 84.9 84.8 84.7 84.7 84.7
2.0 75.3 75.1 75.0 74.9 74.9 74.8
2.5 67.1 66.9 66.7 66.7 66.6 66.6
3.0 60.2 60.0 59.9 59.8 59.8 59.7
0.0 141.7 141.6 141.5 141.5 141.5 141.5
0.5 121.6 121.5 121.4 121.4 121.4 121.4
1.0 104.8 104.7 104.6 104.5 104.5 104.5

25 1.5 90.9 90.8 90.6 90.6 90.6 90.5
2.0 79.5 79.3 79.2 79.1 79.1 79.1
2.5 70.2 70.0 69.8 69.8 69.7 69.7
3.0 62.5 62.3 62.1 62.1 62.1 62.0
0.0 155.2 155.1 155.0 155.0 155.0 155.0
0.5 131.3 131.2 131.4 131.1 131.0 131.0
1.0 111.6 111.5 111.4 111.3 111.3 111.3

30 1.5 95.6 95.5 95.4 95.3 95.3 95.3
2.0 82.8 82.7 82.5 82.5 82.5 82.4
2.5 72.5 72.4 72.2 72.2 72.1 72.1
3.0 64.2 64.1 63.9 63.8 63.8 63.7

試　　験　　棒　　長　　さ　　(cm)
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別添

道路照明台帳記載要領（案）

平成２８年１２月

広島国道事務所
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[道路照明台帳記載要領]

1

※平成28年度に出張所の管理区間が変更になっている既設箇所は、合わない場所があります。

2 下記の各路線に該当する記号(数字)を記入する。

路線増加に伴い新規に追加

3 受電点の住所を地番まで記入する。

交差点の場合は、交差点名まで記入する。

4 中国電力にて付与される番号を記入

中電営業所番号・契約番号・枝番・契約区分を記入(数字17文字)

③ 中国電力記入様式の変更に伴う変更

5 1 0 7 5 3 3 9 2 4 9 7 1 0 0 0 0 2

① 中電営業所番号

② 契約番号

③ 枝番

④

⑤ 契約区分

5 ① ② ④ ⑦

H 2 0 0 1 ケ 0 1 2 8 0 0 Ｒ

①

②

③

④ R

⑤ L

⑥ C

⑦

ア サ ナ マ

イ シ ニ ミ

ウ ス ヌ ム

エ セ ネ メ

オ ソ ノ モ

カ タ ハ

キ チ ヒ

ク ツ フ

ケ テ ヘ

コ ト ホ

CCTV

バスターミナル

横断歩道

高　　　架

交差点

ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ

無線中継所

標識灯

事務所

交通量測定器

地下道

ｻｰﾋﾞｴﾘｱ

一般橋梁

横断歩道橋

排水施設

融雪施設

路線名

②

出張所名 該当する出張所名を記号(英文)を記入する。

S

契約番号

設置場所

測点を  m　　単位で記入

設備区分

設置位置を記入

連続照明 曲線部

契約名

①

上り線

下り線

中央

安芸津バイパス

車両重量機

トンネル照明

（８）

⑥

設備区分を記入

③

Ｎｏ．１

U

１の出張所名を記入する。

２の路線名を記入する。

指定された番号を記入

可部バイパス （Ｄ）

一般国道２号 （２）

西条維持出張所

K可部分室H

広島国道事務所

（７） 安芸バイパス （Ｂ）

呉国道出張所

広島維持出張所

⑤

（６）

⑤④

道路情報板

換気施設

対向車接近表示

大気観測設備

一般街路

東広島・呉道路 （Ａ）

（Ｃ）

（Ｅ）

測点を　km　単位で記入

設置位置

一般国道１８５号 （１） 祗園新道

広島南道路

（４）

一般国道５４号 （５）

東広島バイパス一般国道３１号 （３）

西条バイパス

路面凍結表示

交通遮断器

下記表による

受電点の本線上の実測距離による。

受電点の本線上の実測距離による。

下記表にによる。
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6 受電契約の全負荷容量を記入する。(安定器を有する機器は、安定器容量)

7 受電契約の灯具全数及び設置基数を記入する。　　例　(Yポールは　２灯　１基)

8 完成届けと同一とする。

9 社名を記入する。

10 引込線が接続された中国電力電柱番号を記入する。

11 添架式照明灯の場合の電柱・信号柱等の番号を記入する。

12 所轄の営業所等も併せて記入する。

13 架空(単独・連接)、地中埋設(単独・連接)、構内配線等電源を有する場合(トンネル電気室・ポンプ場等)は、

電源名称を記入する。

14 配電方式を記号で記入する。　　例)　１Φ２Ｗ２００Ｖ （単相２線式２００Ｖ）

15 複数基設置する場合の配線(架空配線・地中埋設配線・屋外露出配線等)を記入する。

16

① ② ⑥

H 2 0 0 1 0 8 0 1 R

② 出張所区分を記号で記入する。

③ 路線区分を記号で記入する。

④ 路線毎の管理番号を記入する。(防災情報課より通知する。)

⑤ 設置総基数を記入する。　単基の場合は　０１　とする。

⑥ 枝番を記入する。　　　単基の場合は　０１　とする。

⑦ 設置位置区分を記入する。

17 現地実測距離を記入する。

18 契約名④と同じ区分を設備区分表より文字で記入する。

20
21

(c)

19 　

エ
(a) T5P
(b)22

照 明

ﾎ ﾟ ｰ ﾙ

照明種別

器具仕様

測点

測　　　　点 326k645
照　明　種　別

01-01-LS１基１灯の場合

ポール管理番号

⑤ﾎ ﾟ ｰ ﾙ 管 理 番 号 ③ ④

共架柱所有者

引込柱番号

共架柱番号

施工業者名

契約灯数・基数

竣工年月日

引込方式

電気方式

配線方式

契約電力

番　　　　号

T5P
Sポール(株)

Ｎｏ．２
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記載方法を統一するために記載例を追加

20
21

20
21

20
21

19

20

21

22 (a)

(b) －

(c)

23 (a)

(b)

(c)

24 (a)

(b)

(c)

25 (a)

(b)

(c)

○○ポール(株)

安定器型式

地上高　(ポールだけの高さ)

安定器メーカー型式

B

Ｂ：ベース式(根入式：無表示

塗装種別　Ｚ：溶融亜鉛鍍金　Ｐ：塗装

出幅寸法照明器具メーカー型式

メーカー名

メーカー名

ﾗﾝﾌﾟﾒｰｶｰ型式

ランプ型式

ポールメーカー型式

メーカー名

照明器具

「LEDタイプ」

メーカー名

[照明ポール記載要領]

ランプ

「LEDタイプ」

安定器

「LED電源装置」

ポール形状　  Ｔ：段付き直管　  ＴＴ：テーパー　  ＳＴ：直管

12

引込柱設置の場合

10-18B
22

番　　　　号 04-00-RB

(c)

(a)

10-18B
(a)

28 分 電 盤

29 引 込 柱

(b)

04-01-R 04-02-R

○○ポール(株) ○○ポール(株)

10-18BZ

10-18B
照 明

ﾎ ﾟ ｰ ﾙ

10-18B

○○ポール(株)

(b)
○○ポール(株) ○○ポール(株)

10-18B
10-18B

328k260
キ キ キ

328k200 328k230

04-03-R

10-18BZ
10-18BZ

照　明　種　別
測　　　　点

336k493 339k527

○○電気（株）

10-18BZ

複数基設置の場合

○○電気（株） ○○電気（株） ○○電気（株）

○○ポール(株)

(a) 10-18BZ
(b) 10-18BZ
(c)

10-18BZ

MH2.5 2BK H2CCB352 H2CCB352
H2CCB3522.5HC-2021HW-B H2CCB352

○○電気（株） ○○電気（株）

04-02-R

キ キ

04-03-R

１基２灯の場合

23

24

19

22

19

MF250L-J2/BDラ ン プ

(a)

安 定 器

(b)
(c)

(b)
(c)

照 明

ﾎ ﾟ ｰ ﾙ

照　明　種　別 キ

(b)

ウ

キ

Sポール(株)
22

測　　　　点
照　明　種　別

NHT180LS

ZＴ 4.5

HMA7001

MF250 NHT180LS

HMA7001

MF250L-J2/BD NHT180LS NHT180LS

KSN-2 KSN-2
H7706 H7706

HMA7001

○○電気（株） ○○電気（株）

10-18BZ

04-04-R

328k200

○○ポール(株)

(a)

25

19

照 明 器

具

MH2.5 2BK
2.5HC-2021HW-B

番　　　　号 04-01-RS

車道 歩道

336k460

○○電気（株）

○○電気（株）

MF250

(a)
(b)
(c)

測　　　　点 336k421

(a)

HMA7001

T9.2-14YBZP

番　　　　号

(b) CP8-19-350

①の欄に　「総基数－枝番－設置位置」　を記号で記入す。　例) 　01-01-R

現地実測距離を記入する。(「:契約名-⑤」・「１７-測点」に記載した距離と同じ)

「契約名-④」 「１８-照明種別」　と同じ。記号で記入する。　

ポール型式

(c)

(c) △○電気（株）

(a) CP8-19-350

照 明

ﾎ ﾟ ｰ ﾙ

キ

番　　号

測　　点

照明種別

照明・ポール

01-01-C

Ｎｏ．３

○○電気（株）(c)

327k865
イ

01-01-L

-00k015R

 [建電協型番]
   例) KCE070-2

 [ガイドラインタイプ]
例)  (ﾀｲﾌﾟf)

10.25ASYB

○○電気（株）

照明器具型式　

Sポール(株)

10.25ASYBT9.27-14YBZP
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26 (a) 自動点滅器型式

(b) 始動点滅器メーカー型式

(c) メーカー名

27 (a) タイマー型式

(b) タイマーメーカー型式

(c) メーカー名

28 (a) 分電盤型式 － － －

(b) 分電盤メーカー型式

(c) メーカー名

29 (a) 引込柱型式

(b) 引込柱メーカー型式

(c) メーカー名

30 該当する場合　該当柱に○印を記入する。

31 該当する場合　該当柱に○印を記入する。

32 未記入

33 交通解放前は、平均照度を記入する。　解放後は、直下照度を記入する。

34 測定値を記入する。

35 測定値を記入する。

36 該当する場合　該当柱に○印を記入する。

37 メーカー名・型式を記入する。

38 設備内容の変更について記載する。

契約番号・契約名を変更しない場合(現位置建て替え・容量変更・灯具取替等)は、変更事項を見え消しとする。

ＣＰ 10 19 350

Ｎｏ．４

　            末口径(cm)

                            全長　(m)

ＣＰ：コンクリート柱　　WP:木柱　　ST：直管　　TT:テーパー　　Ｔ：段付

自動点滅器

[引込柱記載要領]

調　　　光

減　　　灯

経　　　歴

設計照度

実測照度

ジョイントBOX

絶縁抵抗

接地抵抗

節電状況

引込柱

タイマー

タイマー・分電盤・引込柱・調光・減灯については、該当する場合に記入する。

分電盤

設計荷重(kg)　　　木柱は未記入
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③ ① ② ④ ⑥

5 1 9 0 6 2 0 6 5 0 4 3 1 0 0 0 0 2 S 1 1 1 5 サ 0 3 8 0 4 0 R

5 １ ９ ０ ６ ７ ６ ９ ４ ８ ６ １ １ ０ ０ ０ ０ ２
6 kw kw 11
7 基 基 12
8 S 6 2 年 12 月 20 日 H 1 8 年 11 月 9 日 13
9 14

10 15
② ③ ⑦ ⑧

１ ９ ８ ７ S 1 1 1 5 0 1 0 1 R S
2 0 0 6 H 2 1 1 5 0 1 0 1 R S

　　　仕　　　　　様

20
21

30
31

32
33
34
35
36
37

38 39

1
180W 230W

光源種別 容 量 (w)

400W 0.29kW
0.23kW

合　計(kw)数 量

東広島市安芸津町字淀設 置 場 所
3

185

配 線 方 式

T 電設(株)

1

⑤

電 気 方 式

曲線部照明

路 線 名
2

出張所名 S

①

038k040

記載例   (参考)

測　　　　点 038k040

番　　　　号 01-01-R 01-01-R

1Φ2W200V

4
契約番号

01

契約種別コード

1

③⑤

1

調　　　　光

②

□□電気

④
5

契 約 名

18
照 明 種 別

下ノ谷分岐２６号

引 込 方 式 架空・単独

契約電力 0.29
契約灯数、基数

架空

02

05

06

07

公 衆 街 路 灯 A

公 衆 街 路 灯 B

灯
0.23 共 架 柱 番 号

1 共 架 柱 所 有者

実 測 照 度 (Lx)

低 圧 電 力

従 量 電 灯 A

038k04016
ﾎ ﾟ ｰ ﾙ 管 理 番 号 ① ④ ⑤ ⑥

17
測 点

照　明　種　別 サ サ

□□電気

19

(c) △○電気（株） □□電気
(b) YA34094 KSN-2

(b)

KSN-2(a) KSC-4

22
照 明

ﾎ ﾟ ｰ ﾙ

(b) HN220 NHT180LS

公 衆 街 路 灯 C

従 量 電 灯 B

08

31

(b)

24 ラ ン プ

(a) HN220

(c) △○電気（株）

NHT180LS

23 照明器具

定 額 電 灯

25 安 定 器

(a) NH2.22B 2HC-2021HWB

26
自 動 点
滅 器

27

(c) ○○ポール(株) ××ポール(株)

(a) 10-21BZ
(b) 10-21BZ

(c) △○電気（株） □□電気
(b) 2502HA 2HC-2021HWB

10ASB
TT10BZT

(b) PBM2006B PBM2006FB
PBM2006FB(a) B26BS

(c) △○電気（株）

タ イ マ ー

(a)

(b)

(c)
(a)

29 引 込 柱

(a)

28 分 電 盤
(c)

ジ ョ イ ン ト BOX

(c)

　
経
　
　
　
歴

Ｈ１８年１１月　６日 事故により建替 負
荷
設
備
容
量

入 力 換 算容 量(w)

絶 縁 抵 抗 （ M Ω ） １００ １００

1
NH220W

接 地 抵 抗 ( Ω ) ５０ ４５

４５ ４３

290W

Ｎｏ．５

NHT180LS

灯 1
竣工年月日
施行業者 (株)　M　電業社

　　　年　　　月　　　日 　　　　異　動　修　理、そ　の　他

節 電 状 況

設 計 照 度 (Lx)

減　　　　灯

引込柱番号
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③ ① ② ④ ⑥

6 kw kw 11

7 基 基 12

8 年 月 日 年 月 日 13

9 14

10 15

② ③ ⑦ ⑧

20

21

30

31

32

33

34

35

36

37

38 39

※　(a)　型　式　(b) ﾒｰｶｰ型式　(ｃ) ﾒｰｶｰ名 ― 0 0 0 0 0

照　明　種　別

施行業者

引込柱番号

①

台帳番号図面番号

合 計 (kw)　　　　異　動　修　理、そ　の　他

(a)

(b)

(a)

(c)

(b)

(c)

(c)

(a)

(b)

(a)

4

16

⑤ ⑥ﾎ ﾟ ｰ ﾙ 管 理 番 号

測　　　　点

契約電力

契約灯数、基数

契約番号

灯

④

竣工年月日

②① ⑤

入 力 換 算 容 量 (w) 数 量

　
経
　
　
　
歴

　
負
荷
設
備
容
量

光 源 種 別 容 量 (w)

26
自 動 点
滅 器

減　　　　灯

(c)

(a)

(c)

(c)

27 タ イ マ ー

28 分 電 盤

29 引 込 柱

25

24

23

照 明

ﾎ ﾟ ｰ ﾙ

照明器具

22

ラ ン プ (b)

器　　　　　具　　　　　仕　　　　　様

19 番　　　　号 　

18

照 明 種 別

配 線 方 式

電 気 方 式

測 点

契 約 名 ③ ⑤

共 架 柱 番 号

共 架 柱 所 有 者

引 込 方 式

道　路　照　明　台　帳

2
路 線 名

1 3
　　　　　　市・郡　　　　　区　　　　町・村　　　丁目出張所名 設 置 場 所

④

17

灯

5

安 定 器

(a)

(b)

(c)

(a)

実 測 照 度 (Lx)

(b)

(b)

(c)

(a)

接 地 抵 抗 ( Ω )

節 電 状 況

絶 縁 抵 抗 （ M Ω ）

調　　　　光

　　　年　　　月　　　日

ジ ョ イ ン ト BOX

設 計 照 度 (Lx)

(b)
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＊設置位置がわかる背景を写し込むこと

0 0 0 0 0

写　真　添　付　欄

台帳番号
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＊全体の配線系統がわかる図面を添付する

配　線　系　統　図　添　付　欄

台帳番号
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別添

道路照明灯管理銘板記載要領（案）

令和３年　１１月

広島国道事務所
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[道路照明灯管理銘板記載要領]

広島国道事務所

1

① ② ⑥

H 2 0 0 1 0 5 0 1 R

①

②

1

2

3

4

5

6

7 安定器形式「電源装置型式」

8 灯具年月

③ 管理番号

防災情報課より通知する。 　ステンレス0.3mm　　(SUS304)

　黒色エナメル墨入

④ 受電契約１契約についての照明灯の設置総基数を記入する。 　丸ゴシック体

単基の場合は 01とする。 　防錆処理(透明メラミン樹脂塗料吹付)

　ステンレスバンド止め

⑤ 受電契約１契約についての照明灯の設置総基数の内の路線の起点側よりの枝番号を記入する。

⑥ 照明灯の設置位置を記入する。 設置位置の区分

R

L

C

2

照明灯の設置された箇所の距離標からの実測距離の記入を原則とする。

　1) 工事用測点(STA：ステーションナンバー)は採用しないこと。

　2) 新規路線等現地距離標が不明な場合は、図面上での計測値により設置位置を求めてもよいこととする。

  (記入例)　   5k300      295k215 

3

完成年月を記入する。

既設照明灯の移設及び再使用等の場合は、建柱当初年月を記入する。

(記入例)   ２０１０年 ３月

(灯具更新の場合)

例） ﾀｲﾌﾟｆ

例） KCE070-2

書 体

仕 上 げ

取 付

上り線

建柱年月 (西暦)

下り線

中央

建柱年月

ポール形式

東広島・呉道路

適合ランプ

灯具形式

材 質

印 字

可部バイパス （Ｄ）

（４）

測点

可部分室 K

（８）

一般国道５４号 （５）

祗園新道 （６）

（１）

（Ａ）

安芸バイパス

広島南道路 （７）

東広島バイパス

安芸津バイパス （Ｃ）

（Ｂ）

（２）

一般国道３１号 （３）

西条バイパス

Ｎｏ．１

国
土
交
通
省

測　点

管理番号

一般国道２号

路線の区分を記入する。(新規路線等の場合は防災情報課にて通知する。)

呉国道出張所 U

西条維持出張所

一般国道１８５号

S

③ ④ ⑤

出張所管理区間区分を記号(英文)で記入する。

広島維持出張所

管理番号

H
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4

型式の記入は「道路・トンネル照明機材仕様書」により型式を記入する。

「道路・トンネル照明機材仕様書」に無い場合は、メーカーの型式を記入する。

     (記入例)  NHF180　・　NHT180LS

LED照明の場合は「LED道路・トンネル照明導入ガイドライン(案)」によりタイプを記入する。

     (記入例)  タイプ a　・　タイプ m

5

①

①

-

②

③

④

⑤

②

①

－ －

②

③

④

6

型式の記入は「道路・トンネル照明機材仕様書」により型式を記入する。

「道路・トンネル照明機材仕様書」に無い場合は、メーカーの型式を記入する。

      (記入例)　　KSH-2　・ KSN-2

      (記入例)　　KCE070-2　・ KCE100-3      (LED照明)

7 安定器形式

安定器一次側電圧／安定器容量　を記入する。

      (記入例)　　200V/110W

LED器具の場合は電源装置のメーカー型式を記入する。

8 灯具年月（西暦）

照明設備の老朽化などで、照明灯具のみの更新が行われた場合は、この項目に

照明灯具の設置年月を記載する。

柱　長

末口径

設計加重

CP ：

ＴＴ ：

WP ：

Ｚ ：

根入れ式の場合は無表示

溶融亜鉛メッキ仕上げ

直管

共架式

Ｎｏ．２

Ｋ ：

照明灯の基礎形状

塗装仕上げ

ＺＰ： 溶融亜鉛メッキ後塗装仕上げ

T

ポール長さ

出幅寸法

(記入例)  8 -10-BZP

12 B

仕上げ種別

(記入例)　WP  8-12   　　　 木柱

(記入例)　CP　10-19-350   コンクリート柱

引込柱

10

(記入例)　ST  8-16          鋼管柱

柱全長  (m)

(cm)で記入

(kg)出記入

コンクリート柱

テーバーポール (鋼管柱)

直管                (鋼管柱)

木柱

350

ポール形状② ③ ④①

CP

ＳＴ ：

19

Ｐ ：

テーパーポール

ベース式

ＴＴ ：

ＳＴ ：

ｎ ：

Ｂ ：

多角柱(n=角の数値を記入 　(例 8：八角柱   ４：四角柱)

ポール長

無ければ無表示

Z

適合ランプ

⑤ Ｔ ： 段付き直管

(記入例)  TT 12-BZP

4.5

① ポール形状②

ポール形式

照明柱

③ ④

灯具形式
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工 事 名

工   事   数   量   総   括   表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

              国土交通省　中国地方整備局

              広島国道事務所　管理第二課

- 1 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

電線共同溝

式         1    

　仮設工

　

　 式         1    

　　仮舗装工

　　仮舗装(A)

　　 式         1    

　　仮舗装工

　　仮舗装(B)

　　 式         1    

　　土留･仮締切工

　　

　　 式         1    

　　固結工

　　

　　 式         1    

　　交通管理工

　　

　　 式         1    

　舗装版撤去工

　

　 式         1    

　　舗装版破砕工

　　

　　 式         1    

　　　殻運搬

　　　

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3       117    

　　　殻処分

　　　

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3       117    

              国土交通省　中国地方整備局- 1 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　　　舗装版切断

　　　

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=15cm以下

m     1,420    

　　　舗装版切断

　　　

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=15cmを超え30cm以下

m     1,020    

　　　舗装版破砕

　　　

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=15cm以下

m2       780    

　　　舗装版破砕

　　　

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=15cmを超え35cm以下

m2       480    

　道路土工

　

　 式         1    

　　掘削工(ICT)

　　

　　 式         1    

　　　掘削(ICT)

　　　

　　　

土砂

m3       290    

　　　土砂等運搬

　　　

　　　

土砂(岩塊･玉石混り土含む)

m3       290    

　　　整地

　　　

　　　

敷均し(ﾙｰｽﾞ)

m3       290    

　開削土工

　

　 式         1    

　　掘削工

　　

　　 式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 2 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　　埋戻し工

　　

　　 式         1    

　　残土処理工

　　

　　 式         1    

　電線共同溝工

　

　 式         1    

　　基礎工

　　

　　 式         1    

　　　敷砂

　　　

　　　

再生砂　t=50mm

m3        52    

　　管路工(管路部)

　　

　　 式         1    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 角型FEP管 φ150

m     1,405    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 角型FEP管 φ130

m       206    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 角型FEP管 φ100

m     1,975    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 角型FEP管 φ75

m       436    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 PV　直管 φ75

m       946    

              国土交通省　中国地方整備局- 3 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　　　埋設管路

　　　

　　　

 PV　直管 φ50

m     1,789    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 VP　直管 φ150・共用FA管

m       412    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 VP　直管 φ250・ボディ管　さや管

 φ50×9条

m       262    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 VP　直管 φ250・ボディ管　さや管

 φ50×7条

m       150    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 PV　曲管10R φ75

m       414    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 PV　曲管10R φ50

m       357    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 VP　曲管10R φ150・共用FA管

m       198    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 VP　曲管10R φ250・ボディ管　さや

 管φ50×9条

m       135    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 VP　曲管10R φ250・ボディ管　さや

 管φ50×7条

m        63    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 PV　曲管6R φ75

m        68    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 PV　曲管6R φ50

m       268    

              国土交通省　中国地方整備局- 4 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　　　埋設管路

　　　

　　　

 VP　曲管5R φ150・共用FA管

m 14    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 VP　曲管5R φ250・ボディ管　さや

 管φ50×9条

m 14    

　　　埋設管路

　　　

　　　

 FEP管 φ65

m 42    

　　　ｽﾗｲﾄﾞ管

　　　

　　　

VPφ250

個 13    

　　　ﾛｰﾀｽ管

　　　(起点側)

　　　

VPφ250

個 13    

　　　ﾛｰﾀｽ管

　　　(終点側)

　　　

VPφ250

個 13    

　　　中間継手

　　　

　　　

 角型FEP管　φ150

個 14    

　　　中間継手

　　　

　　　

 角型FEP管　φ130

個 2    

　　　中間継手

　　　

　　　

 角型FEP管　φ100

個 26    

　　　中間継手

　　　

　　　

 角型FEP管　φ75

個 5    

　　　中間継手

　　　

　　　

 VP管　φ150

個 13    

国土交通省　中国地方整備局- 5 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　　　中間継手

　　　

　　　

 PV管　φ75

個        18    

　　　中間継手

　　　

　　　

 PV管　φ50

個        25    

　　　埋設表示ｼｰﾄ

　　　

　　　 m     1,811    

　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ工(特殊部)

　　

　　 式         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　ML1

　　　

B1.35×H1.80×L4.50

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　ML2

　　　

B1.35×H1.80×L4.50

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　ML3

　　　

B1.35×H1.80×L4.50

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　ML4

　　　

B1.35×H1.80×L4.50

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　MR3

　　　

B1.35×H1.80×L4.50

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　MR1

　　　

B1.35×H1.80×L4.50

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　MR2

　　　

B1.35/2.15×H1.80×L4.50

基         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 6 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　DL1

　　　

B1.20×H1.50×L1.80

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　DR1

　　　

B1.20×H1.50×L1.80

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　DR2

　　　

B1.20×H1.50×L1.80

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　DR3

　　　

B1.35×H1.50×L4.50

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　TL1

　　　

B1.00×H1.70×L2.20

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　TL3

　　　

B1.00×H1.70×L2.20

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　TR2

　　　

B1.00×H1.70×L2.20

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　TL2

　　　

B0.50×H1.05×L2.00

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　TL4

　　　

B0.50×H1.05×L2.00

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　TR1

　　　

B0.50×H1.05×L2.00

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　TR3

　　　

B0.50×H1.05×L2.00

基         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 7 -

- 132 -



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　TR4

　　　

B0.50×H1.05×L2.00

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　BL1

　　　

B0.60×H0.415×L1.20

基         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　BL2

　　　

B0.60×H0.415×L1.20

基         1    

　　現場打ﾎﾞｯｸｽ工(特殊部)

　　

　　 式         1    

　　　現場打ﾎﾞｯｸｽ　PR1

　　　

　　　 箇所         1    

　付帯設備工

　

　 式         1    

　　管路布設工

　　

　　 式         1    

　　　管路管台

　　　

　　　

 PV管用　φ75-130P

個     1,670    

　　　管路管台

　　　

　　　

 PV管用　φ50-95P

個     1,704    

　　　管路管台

　　　

　　　

 VP管用　φ150-220P

個       384    

　　　管路管台

　　　

　　　

 VP管用　φ250-325P

個       765    

              国土交通省　中国地方整備局- 8 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　舗装工

　

　 式         1    

　　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工

　　車道舗装(A)

　　 式         1    

　　　下層路盤(車道・路肩部)

　　　

　　　

RC-40 t=200mm

m2       756    

　　　上層路盤(車道・路肩部)

　　　

　　　

RM-40 t=150mm

m2       756    

　　　上層路盤(車道・路肩部)

　　　

　　　

再生As安定処理(30) t=80mm

m2       756    

　　透水性舗装工

　　歩道舗装(A)

　　 式         1    

　　　ﾌｨﾙﾀｰ層

　　　

　　　

再生砂 t=50mm

m2     1,920    

　　　下層路盤(歩道部)

　　　

　　　

RC-30 t=100mm

m2     1,920    

　　　表層

　　　

　　　

透水性As(13) t=40mm

m2     1,920    

　　ﾌﾞﾛｯｸ舗装工

　　ﾌﾞﾛｯｸ舗装(A)

　　 式         1    

　　　ﾌｨﾙﾀｰ層

　　　

　　　

再生砂 t=50mm

m2       288    

              国土交通省　中国地方整備局- 9 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　　　下層路盤(歩道部)

　　　

　　　

RC-30 t=70mm

m2       288    

　　　特殊ﾌﾞﾛｯｸ舗装

　　　

　　　

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ 透水性(線状

)300×300

m2       288    

　　ﾌﾞﾛｯｸ舗装工

　　ﾌﾞﾛｯｸ舗装(B)

　　 式         1    

　　　ﾌｨﾙﾀｰ層

　　　

　　　

再生砂 t=50mm

m2        10    

　　　下層路盤(歩道部)

　　　

　　　

RC-30 t=70mm

m2        10    

　　　特殊ﾌﾞﾛｯｸ舗装

　　　

　　　

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ 透水性(点状

)300×300

m2        10    

　　切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工

　　切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ(A)

　　 式         1    

　　　切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

　　　

　　　

切削：Mt=100mm 基層：再生粗粒度As

改質Ⅰ型(20) t=50mm 表層：ﾎﾟﾘﾏｰ改

質AsH型(13) t=50mm m2     7,200    

　　　殻運搬(路面切削)

　　　

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ切削屑

m3       720    

　　　殻処分

　　　

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ切削屑

m3       720    

　排水構造物工

　

　 式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 10 -

- 135 -



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　　作業土工

　　

　　 式         1    

　　側溝工

　　

　　 式         1    

　　　管(函)渠型側溝

　　　円形側溝(A)

　　　 m       723    

　　　管(函)渠型側溝

　　　円形側溝(B)

　　　 m        94    

　　管渠工

　　

　　 式         1    

　　　暗渠排水管

　　　1号排水管

　　　 m        82    

　　　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ台付管

　　　CP-PH-D400

　　　 m        13    

　　集水桝･ﾏﾝﾎｰﾙ工

　　

　　 式         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ集水桝

　　　1号集水桝

　　　 箇所        35    

　縁石工

　

　 式         1    

　　縁石工

　　

　　 式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 11 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　　　歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

　　　BB-2-3(200)

　　　 m        12    

　　　歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

　　　1号歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

　　　 m       761    

　　　歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

　　　2号歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

　　　 m        15    

　防護柵工

　

　 式         1    

　　防止柵工

　　

　　 式         1    

　　　転落(横断)防止柵

　　　

　　　

P種 縦格子 H=1.1m 土中建込 支柱間

隔3.0m ﾀﾞｰｸﾌﾞﾗｳﾝ

m        24    

　区画線工

　

　 式         1    

　　区画線工

　　

　　 式         1    

　　　溶融式区画線

　　　

　　　

白色 実線 W=15cm 厚1.5mm 排水性舗

装用

m     2,000    

　　　溶融式区画線

　　　

　　　

白色 破線 W=15cm 厚1.5mm 排水性舗

装用

m     1,000    

　　　溶融式区画線

　　　

　　　

白色 ｾﾞﾌﾞﾗ W=45cm 厚1.5mm 排水性

舗装用

m     1,000    

              国土交通省　中国地方整備局- 12 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　　　溶融式区画線

　　　

　　　

白色 矢印･記号･文字 W=15cm換算 厚

1.5mm 排水性舗装用

m       500    

　道路付属施設工

　

　 式         1    

　　作業土工

　　

　　 式         1    

　　道路付属物工

　　

　　 式         1    

　　　施工標示鋲

　　　

　　　 個         2    

　　ｹｰﾌﾞﾙ配管工

　　

　　 式         1    

　　　(ｹｰﾌﾞﾙ配管)K-1

　　　

　　　 m        15    

　　　(ｹｰﾌﾞﾙ配管)K-2

　　　

　　　 m        20    

　　　(ｹｰﾌﾞﾙ配管)K-3

　　　

　　　 m        79    

　　　(ｹｰﾌﾞﾙ配管)K-4

　　　

　　　 m         6    

　　　(ｹｰﾌﾞﾙ配管)K-5

　　　

　　　 m        19    

              国土交通省　中国地方整備局- 13 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　　　(ｹｰﾌﾞﾙ配管)K-6

　　　

　　　 m        50    

　　　ﾍﾞﾙﾏｳｽ

　　　

　　　

 FEPφ50用

個        10    

　　　ﾍﾞﾙﾏｳｽ

　　　

　　　

 FEPφ65用

個        10    

　　照明工

　　

　　 式         1    

　　　照明柱基礎

　　　C1

　　　 基         2    

　　　照明柱基礎

　　　C2

　　　 基         1    

　　　照明柱基礎

　　　C3

　　　 基         1    

　　　電気設備

　　　

　　　 式         1    

　構造物撤去工

　

　 式         1    

　　構造物取壊し工

　　

　　 式         1    

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し

　　　

　　　

無筋構造物

m3        58    

              国土交通省　中国地方整備局- 14 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　　　舗装版切断

　　　

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=15cm以下

m     1,150    

　　　舗装版切断

　　　

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=15cmを超え30cm以下

m       960    

　　　舗装版破砕

　　　

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=15cm以下

m2     2,270    

　　　舗装版破砕

　　　

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=15cmを超え35cm以下

m2       290    

　　運搬処理工

　　

　　 式         1    

　　　殻運搬

　　　

　　　

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻(無筋)

m3        58    

　　　殻運搬

　　　

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3       144    

　　　殻処分

　　　

　　　

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻(無筋)

m3        58    

　　　殻処分

　　　

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3       144    

直接工事費

式         1    

共通仮設費

式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 15 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　共通仮設費

　

　 式         1    

　　運搬費

　　

　　 式         1    

　　　建設機械運搬費

　　　

　　　 式         1    

　　　仮設材運搬費

　　　

　　　 式         1    

　　技術管理費

　　

　　 式         1    

　　　道路施設基本ﾃﾞｰﾀ作成費

　　　

　　　 式         1    

　　　道路工事完成図等の作成費

　　　

　　　 式         1    

　　　調査業務（地質調査）

　　　

　　　 式         1    

　　　調査業務（試掘調査）

　　　

　　　 式         1    

　　　詳細設計業務

　　　

　　　 式         1    

　　　調整ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ業務（設計段階）

　　　

　　　 式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 16 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

　　　調整ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ業務（工事段階）

　　　

　　　 式         1    

　　　工事監理業務

　　　

　　　 式         1    

　　　家屋調査業務

　　　

　　　 式         1    

　　　維持管理業務

　　　

　　　 式         1    

　　現場環境改善費（率計上）

　　

　　 式         1    

　共通仮設費（率計上）

　

　 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費

　

　 式         1    

工事原価

式         1    

　一般管理費等

　

　 式         1    

工事価格

式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 17 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 ( 当    初 )

消費税相当額

式         1    

工事費計

式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 18 -
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国道３１号坂電線共同溝PFI事業

位 置 図

1:50,000

位置図

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%

1 / 42
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自転車専用

自転車専用
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KL1通

KL1電
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TL1

N=1基 N=1基

10R 10R 10R 10R 10R

10R 10R 10R

10R

KR1通

10R

N=1基

6R

6R

1 2 3管 路 平 面 図 (1)

FEPΦ50x1照明

信号

既設

既設

FEPΦ65x2

FEPΦ50x1
FEPΦ50x1照明

FEPΦ50x2信号

FEPΦ50x1照明

FEPΦ50x2信号

K-3 L=23.9m

K-3 L=9.8m

K-1 L=1.2m

K-4 L=2.9m

信号
FEPΦ65x2

FEPΦ50x1

K-5 L=0.8m

信号

照明

FEPΦ50x1照明

管路平面図(1)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号1：250

広島国道事務所

工
事
起
点

4k
44
0

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 L=480m

※管路延長は、m単位である。

MR1

管路部

TR1

ML1 管路部
N=1基 N=1基

管路部

多目的柱(L1) N=1基

照明柱基礎(C1) N=1基

多目的柱(R1) N=1基

照明柱基礎(C1) N=1基

連系管路1-4 L=6.6m 連系管路1-3 L=40.9m 連系管路1-1 L=58.6m

連系管路1-2 L=15.1m

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%

2 / 42

- 146 -



53.1 2.2

1.8

4.5

22.4

1.8 1.8

2.2

59.3

2.042.2 2.0

128.0

2.0

32.0

4.5

27.3

36.5

2.058.8

6.0 32.2

61.8

30.1 11.0 7.2 10.5 10.5

6.011.6 8.024.3 7.010.5 22.5 30.1 11.0 25.0 5.0

10.0

41.3

11.9 9.0 15.6 6.0 12.1 13.8

55.3

6.0 6.9

6.0 10.012.1 13.8 6.0 6.0

75.6

65.1 3.7 8.0 15.6 4.08.7 4.0

29.0

3.71
3.66

3.71 3.65

3.40
(2.47)

(2.86)(2.89)
(2.92)

3.70
3.71

3.68

3.75(2.97)

3.79

3.83
3.85

3.36

3.44

(2.30)

3.30

(2.12) (2.29)

(2.76)

(2.29)
(2.46)

(2.69)

3.16

3.36

3.37

3.26

3.28

3.23

3.24

3.39

2.16

2.40

3.36

3.34

3.26

3.21

3.38

3.37

(2.70)

3.18

(2.32)

(2.79)

(2.92)

(2.93)

3.31

3.42

3.43

3.22

3.36

3.33

3.30

3.69

3.32

3.70

(2.88)

3.36

3.49
3.51

3.52
3.50

3.50

3.53

3.38

3.46

3.50

3.41

3.35

3.33

3.27

3.29

3.42

(2.92)(2.73)

3.46

(2.80)

3.53

3.56

3.63

3.57

3.50 3.48

3.40

3.
3.163.20

(-0.06)

(0.44)

(2.63)

3.25

3.28
3.29

3.32

3.56

(2.82)

3.73 3.49
3.57

3.62

3.38

3.373.39

(2.81)

(2.91)

(2.91)

(2.92)

(2.93)

3.63

3.76 3.66

3.67

(3.01)(3.04)

3.53

3.64

3.59

3.54
3.57

3.59

3.55

3.57
3.63

3.80

3.68

3.81

3.74

3.68

3.60

3.77

3.82

3.85
3.84

3.82

3.76

3.82

3.60

3.55

3.63

3.68

3.71

3.98

3.72

3.59

3.58 3.59

3.50

3.36
3.40

3.41

3.47

3.47

3.57

3.55

3.62

3.80

3.78

3.813.82

(2.95)(2.92)

(2.89)
(2.89)

(3.12)

(3.10)

(3.06) (3.08)

3.76

3.81

3.61
3.64 3.65

3.64 3.67

3.67

3.68 3.67

3.46

3.70

3.533.55
3.523.51

3.593.69

3.72.72 3.56

3.38

3.60

3.57

3.64

3.57

3.61

3.65

3.64

(2.85)

3.79

3.82

3.92

3.993.98
3.93

3.89

(3.21)

3.93

(3.18)

3.83

(2.84)

3.82

(2.98)

(2.97)

(2.81)

(3.02)(3.03)
(3.06)

(3.07)

(3.07)

3.80 3.78
3.80

3.79

(3.16)

3.78 3.77

3.48

3.75

3.70

3.74

3.72

3.83
3.83

3.83

(3.55)

3.69

3.72
3.75

(3.09)

(3.10)(3.13)

(3.20)

(3.28)

3.97

3.873.95 3.81

(3.30)
(3.57)(3.56)(3.58)(3.61)

(3.37)

(3.62)

(3.65)

(3.68)

4.03

3.99

3.95

3.91
3.90

4.27

4.07

4.06

4.10

4.15

(3.15)

3.79

3.51

3.67

3.48

3.67

2.95

3.65

3.71

3.56

3.573.45

3.47
3.45

3.66

3.60

2.84

(2.95)

3.56

3.87

汚

G水取器

汚

雨

汚

汚

汚

汚

汚

ﾏｽ

汚

仕

雨

E:ヨコハマ支11
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BL1

DR2

TR3TR2
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KL1通

KR1通KR1通

KR1電

TR4
KR2通

ML2

KL1電

電力分岐桝

BL2

TR1

KO1

KL2通 KL3通

KL3電

KO2

(直管:16.0,曲管:16.0)

MR2

KR1電

TL4

10R 10R 10R 10R

10R 10R 10R 10R 10R

10R 10R 10R 10R 10R

KR1通

10R 10R 10R 10R 10R 10R

(直管:11.0,曲管:18.0)

ちゅピCOM機器部

PR1

KR2電

1 2 3
既設

既設
既設

FEPΦ50x1照明

FEPΦ65x2信号

FEPΦ50x1照明

信号
FEPΦ65x2

FEPΦ50x1

既設

既設 既設

FEPΦ50x1照明

FEPΦ50x2信号

FEPΦ50x1信号

FEPΦ50x1照明

FEPΦ50x2信号

FEPΦ65x2感知器

FEPΦ50x1照明

信号
FEPΦ65x2

FEPΦ50x1

K-6 L=1.7m

K-5 L=2.6m

FEPΦ50x1照明

K-1 L=4.9m

信号
FEPΦ65x2

FEPΦ50x1

K-4 L=0.9m

K-5 L=15.4m

信号
FEPΦ65x2

FEPΦ50x1

K-4 L=2.0m
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K-3 L=21.3m
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信号照明
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管路平面図(2)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号1：250

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 L=480m

管 路 平 面 図 (2)

※管路延長は、m単位である。

TL3管路部

DL1

N=1基

管路部

N=1基

管路部 管路部

管路部

管路部

管路部

管路部

管路部

管路部

管路部 管路部

管路部

N=1基

管路部

N=1基

N=1基

N=1基 N=1基

N=1基

N=1基 N=1基

KR1電

管路部

N=1基

N=1基

多目的柱(R2) N=1基

照明柱基礎(C2) N=1基

多目的柱(R3) N=1基

照明柱基礎(C3) N=1基
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連
系

管
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系

管
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2
-
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1
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.
5
m
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3
.
2m

連
系

管
路

2
-
3

L
=
7
.
0
m

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

広島国道事務所縮小率50%
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管路平面図(3)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号1：250

国道３１号坂電線共同溝PFI事業 L=480m

工
事
終
点

4k
92
0

管 路 平 面 図 (3)

※管路延長は、m単位である。

管路部

N=1基 N=1基

管路部

N=1基

N=1基

管路部

管路部

N=1基

管路部

連系管路3 L=9.8m

L=7.6m
連系管路4

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

広島国道事務所縮小率50%
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国道３１号坂電線共同溝PFI事業 L=480m

掘削工

掘削（土砂） V= 290m3

切削オーバーレイ(A)

切削オーバーレイ(切削：Mt=100mm)

車道舗装(A)

下層路盤（RC-40 t=200mm） A= 756m2

上層路盤（RM-40 t=150mm） A= 756m2

上層路盤（再生As安定処理(30) t=80mm） A= 756m2

歩道舗装(A)

フィルター層（再生砂 t=50mm） A=1,920m2

下層路盤（RC-30 t=100mm） A=1,920m2

表層（透水性As(13) t=40mm） A=1,920m2

ブロック舗装(A)

フィルター層（再生砂 t=50mm） A= 288m2

下層路盤（RC-30 t=70mm） A= 288m2

特殊ブロック舗装(視覚障害者誘導用ブロック
透水性(線状) 300×300 t=60mm） A= 288m2

ブロック舗装(B)

フィルター層（再生砂 t=50mm） A= 10m2

下層路盤（RC-30 t=70mm） A= 10m2

特殊ブロック舗装(視覚障害者誘導用ブロック
透水性(点状) 300×300 t=60mm) A= 10m2

区画線工

溶融式区画線（白色 実線 W=15㎝ 厚1.5㎜ 排水性舗装用） L=2,000m

溶融式区画線（白色 破線 W=15㎝ 厚1.5㎜ 排水性舗装用） L=1,000m

溶融式区画線（白色 ゼブラ W=45㎝ 厚1.5㎜ 排水性舗装用）L=1,000m

溶融式区画線（白色 矢印・記号・文字 W=15㎝換算 厚1.5㎜ 排水性舗装用） L= 500m

道路付属物工

施工標示鋲 N=2個

基層：再生粗粒度As改質Ⅰ型(20) t=50mm, 表層：ポリマー改質AsH型(13) t=50mm A=7,200m2

平 面 図 (1)

X=-1841 5 0

平面図(1)

国道３１号坂電線共同溝PFI事業工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号1：250

広島国道事務所
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転落防止柵(P種 縦格子 H=1.1m 土中建込 支柱間隔3.0m ダークブラウン) L=3.0m

転落防止柵(P種 縦格子 H=1.1m 土中建込 支柱間隔3.0m ダークブラウン) L=3.0m
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転落防止柵(P種 縦格子 H=1.1m 土中建込 支柱間隔3.0m ダークブラウン) L=3.0m
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E HEH

E M 1
EC1

RE

RS

車
道

部
舗

装

（
歩

道
部

舗
装

）

車道側 民地側

EhE L

B D

φ2 50

E M 1

E H

EC1

RE

RS

E hE L

車
道

部
舗

装

車道側 民地側

BD

φ2 50

E M 1

E H

E h

EC1

RE

RS

E hE L

車
道

部
舗

装

管路の種別及び径

管 種 別記号事 業 者 外 径区分

電力 EH

1

1

EL

Eh

EC1

電力メンテナンス管

1

1

1EM1

共通ＦＡ VPΦ150 Φ165通信

VPΦ250 Φ267通信ボディー管

1FA 1

1

EM2 -

1

1

1

1

1

-

1

ＫＲ１ ＫＲ２ ＫＲ３

1

1

角型FEPφ150

角型FEPφ150

角型FEPφ100

角型FEPφ100

角型FEPφ100

角型FEPφ 75

□184

□184

□125

□125

□125

□100

2

1

-

SUΦ50

SUΦ50

NTT Φ54

Φ54

2

SUΦ50 Φ54

T

EN

ちゅピCOM C

SUΦ50

SUΦ50 Φ54

Φ54R2

R1

SUΦ50通信メンテナンス管 1Φ54TM

PVΦ50 Φ60

公安用

RE

KS

1

2

道路管理者照明用

道路管理者

SUΦ50 Φ54RS

-

2

1

1

2

-

3 3

1

1

2

-

3

1 1

2

1

BD

2

1

1

2

2

2

管路条数

(1 )( 1 )( 1 )

PVΦ75 Φ96

共用

FA

共用

FA

共用

FA

エネコム

中電 高圧幹線ケーブル

中電 低圧幹線ケーブル

中電 高圧供給ケーブル

中電 電力保安通信ケーブル

φ15 0m m

φ20 0m m

φ25 0m m

さや管

合計条数
ボディ管径

ボディ管とさや管の組合せ一覧表

さや管径と条数

5

5

4

6

6

7

4

2

3

8

9

φ 50

3

5

1 5

1 7

9

7

1 0

2

8

6

2

φ30

5

1 0

2 0

2 1

1 2

1 1

1 6

8

1 5

1 4

1 1

※( )内は単管PVφ50

管路部標準断面図(2)

1：10

管路部標準断面図(2)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

埋戻土

（300 mm×2倍）

（流用土）

（再生砂）

（再生砂）

埋戻土

（30 0m m×2倍）

（流用土）

（再生砂）

（再生砂）

埋戻土

（300m m× 2倍）

（流用土）

（再生砂）

（再生砂）

10 / 42

3
0
0
以

上

794 610

610

（
歩

道
部

舗
装

）

3
0
0
以

上

（
歩

道
部

舗
装

）

3
0
0
以

上

KS

KS

KS

KS

KS

KS

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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広島国道事務所

ＫＯ１ 管路部 ＫＯ２ 管路部

ＫＯ３ 管路部

埋設標識シート 埋設標識シート

埋設標識シート

埋戻砂

舗装

5
0

1
0
0
以

上

5
0

敷砂

1
7
3

5 5 5

舗装

5
0

1
0
0
以

上

5
0

敷砂

1
7
3

埋戻砂

65 0

舗装

5
0

1
0
0
以

上

埋戻砂

5
0

敷砂

2
0
8

1 2 9 8

起点側 終点側

起点側

車
道

部
舗

装

歩
道

部
舗

装

R 2

RSEN1

TM1

終点側

車
道

部
舗

装

歩
道

部
舗

装

T M1

T1

T1

EN1

C1

C1

起点側 終点側

車
道

部
舗

装

歩
道

部
舗

装

E H E E HE M1
E h

RE

管路の種別及び径

管 種 別記号事 業 者 外 径区分

電力

ＫＯ１ ＫＯ２ ＫＯ３

EH

EL

Eh

EC1

電力メンテナンス管 EM1

通信

EM2

NTT

ちゅピCOM

通信メンテナンス管

道路管理者

R2

R1

RS

PVΦ50 Φ60

公安用

RE

KS

道路管理者照明用

T1

EN1

C1

TM1 PVΦ50

PVΦ50

PVΦ50

PVΦ50

PVΦ50

PVΦ50

PVΦ50

Φ60

Φ60

Φ60

Φ60

Φ60

Φ60

Φ60

角型FEPφ150

角型FEPφ150

角型FEPφ100

角型FEPφ100

角型FEPφ100

角型FEPφ 75

□184

□184

□125

□125

□125

□100

EEH 角型FEPφ130 □162

PVΦ75 Φ96

エネコム

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

- -

2

-

-

1

1

1

1

-

-

-

1

1

-

-

1

管路条数

2

中電 高圧幹線ケーブル

中電 特別高圧幹線ケーブル

中電 低圧幹線ケーブル

中電 高圧供給ケーブル

中電 電力保安通信ケーブル

管路部標準断面図(3)

1：10

管路部標準断面図(3)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

（30 0m m×2倍）

埋戻土

（流用土）

（再生砂）

（再生砂）

（300 mm×2倍）

埋戻土

（流用土）

（再生砂）

（再生砂）

（再生砂）

（再生砂）

埋戻土

（流用土）

（300 mm×2倍）

11 / 42
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KS KS
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縮小率50%
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広島国道事務所

連系管路

1：10

管路部標準断面図(4)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

連系管路1-3,1-4

埋設標識シート

舗装

5
0

1
0
0
以

上

5
0

埋戻砂

車
道

部
舗

装

歩
道

部
舗

装

E NE NEN

（ 3 00m m×2倍）

埋戻土

（流用土）

（再生砂）

7
7

6 5 0

敷砂

（再生砂） 250

連系管路4

埋設標識シート

舗装

5
0

1
0
0
以

上

埋戻砂

5
0

敷砂

車
道

部
舗

装

歩
道

部
舗

装

E HEM 1
E h

（再生砂）

（再生砂）

埋戻土

（流用土）

（30 0m m×2倍）

493

8 9 3

連系管路1-1

EH

E M 1
E h

E H

EC1

EN C

EN C

T T

T

540

9 4 0

埋設標識シート

舗装

5
0

1
0
0
以

上
車

道
部

舗
装

歩
道

部
舗

装

埋戻土

（流用土）

（300 mm×2倍）

埋戻砂

敷砂

（再生砂）

（再生砂）

5
0

4
0
9

連系管路1-2

EH

Eh

EM 1

EC1

EN C

EN C

EN T

T TEN

540

9 4 0

埋設標識シート

舗装

5
0

1
0
0
以

上
車

道
部

舗
装

歩
道

部
舗

装

埋戻土

（流用土）

（300 mm×2倍）

埋戻砂

敷砂

（再生砂）

（再生砂）

5
0

3
6
2

連系管路3

Eh 1
8
4

連系管路2-5

埋設標識シート

舗装

5
0

1
0
0
以

上

埋戻砂

5
0

敷砂

車
道

部
舗

装

歩
道

部
舗

装

（再生砂）

（再生砂）

埋戻土

（流用土）

（300 mm×2倍）

162

5 62

1
6
2E E H

連系管路2-2

581

98 1

埋戻土

（流用土）

埋設標識シート

（30 0m m×2倍）

舗装

車
道

部
舗

装

歩
道

部
舗

装

1
0
0
以

上

5
0

5
0

3
6
8

（再生砂）

埋戻砂

敷砂

（再生砂）

EM 2

E h

連系管路2-4

316

71 6

T

T

T

埋戻土

（流用土）

舗装

車
道

部
舗

装

歩
道

部
舗

装

1
0
0
以

上

5
0

5
0

2
6
7

（再生砂）

埋戻砂

敷砂

（再生砂）

（3 00m m×2倍）

埋設標識シート

EH

E M1
E h

E H

EC1

EN C

EN C

EN T

EN T

EN T

540

9 4 0

埋設標識シート

舗装

5
0

1
0
0
以

上
車

道
部

舗
装

歩
道

部
舗

装

埋戻土

（流用土）

（300m m×2倍）

埋戻砂

敷砂

（再生砂）

（再生砂）

5
0

4
5
8

E M 2

E h

EN T

EN T

EN T

E H

E H

連系管路2-1

581

98 1

埋戻土

（流用土）

埋設標識シート

（300 mm×2倍）

舗装

車
道

部
舗

装

歩
道

部
舗

装

1
0
0
以

上

5
0

5
0

3
9
8

（再生砂）

埋戻砂

敷砂

（再生砂）

EEH

EC1

EC1

E M 2

E h

EN T

EN T

E H

E H
TEN

EC1

EC1

連系管路2-3

361

7 6 1

埋戻土

（流用土）

舗装

車
道

部
舗

装

歩
道

部
舗

装

1
0
0
以

上

5
0

5
0

3
6
8

（再生砂）

埋戻砂

敷砂

（再生砂）

EN

EN

EN

EH

EH

EC1

EC1

（30 0m m×2倍）

埋設標識シート

管路部標準断面図(4)
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頂版・底版 i=0.4

T-25

衝撃係数

活荷重
設計荷重

設計条件

Ka=0.5

-

γ=19.0kN/m3

B=1350×H=1800×L=4500

-

土圧係数

地下水位

地下水位以下

地下水位以上
土の単位重量

内空寸法（幅×高さ×長さ）Ｓ型マンホール（B1350×L4500×H1800）

特殊部構造図(1)

ML1～ML4,MR3

特殊部 首高

ML1～ML4,MR3 H=300プレキャストボックス

接地工

民地側

起点側

（2号）

コンクリート

基礎材

車道側

終点側

下 側

上 側

A

A

（2号）

車道側民地側

コンクリート

鉄蓋(シリンダー錠対応型)

集水釜

水溜桝

1
35

0

1
8
00

4500

4500

1
8
00

1350

（RC-40）

基礎材

歩道用化粧角蓋 960×500 H=120

プレキャストボックス

（RC-40）

注）ケーブル立金物用インサート、設置棒取付用ボルト、プーリングボルト、
マンホール用ハシゴ、ケーブル立金物(通信用)を含む。

H

プレキャストボックス

鉄蓋(シリンダー錠対応型)

歩道用化粧角蓋 960×500 H=120

1：30

特殊部構造図(1)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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頂版・底版i=0.4衝撃係数

T-25活荷重
設計荷重

設計条件

Ka=0.500土圧係数

地下水位

-地下水位以下

地下水位以上
土の単位重量

B=1350/2150×H=1800×L=4500内空寸法（幅×高さ×長さ）

-

γs =19.0KN/m3

Ｌ型マンホール（B1350/2150×L4500×H1800）

特殊部構造図(2)

特殊部 首高

MR2 H=950

MR2

14 / 42

1
8
00

1350

4500

4500

1
8
00

1
35

0

2
1
5
0

A

A

民地側 車道側

民地側

車道側

水溜桝

プレキャストボックス

接地工

起点側 終点側

プレキャストボックス

下 側

上 側

鉄蓋(シリンダー錠対応型)
歩道用化粧角蓋 960×500 H=120

鉄蓋(シリンダー錠対応型)

歩道用化粧角蓋 960×500 H=120

コンクリート
（2号） 基礎材

(RC-40)

集水釜

コンクリート
（2号）

基礎材
(RC-40)

注）ケーブル立金物用インサート、設置棒取付用ボルト、プーリングボルト、
マンホール用ハシゴ、ケーブル立金物(通信用)を含む。

プレキャストボックス

H

1：30

特殊部構造図(2)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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頂版・底版 i=0.4

T-25

衝撃係数

活荷重
設計荷重

Ka=0.5

-

γ=19.0kN/m3

B=1350×H=1800×L=4500

-

土圧係数

地下水位

地下水位以下

地下水位以上
土の単位重量

内空寸法（幅×高さ×長さ）

特殊部 首高

MR1 H=600

Ｓ型マンホール（B1350×L4500×H1800）

設計条件

特殊部構造図(3)

H

プレキャストボックス

プレキャストボックス

プレキャストボックス

基礎材
(RC-40)

基礎材
(RC-40)

コンクリート
(2号)

接地工

鉄蓋(シリンダー錠対応型)

車道用化粧丸蓋 φ750 H=130

鉄蓋(シリンダー錠対応型)

車道用化粧丸蓋 φ750 H=130

コンクリート
(2号)

民地側

起点側

車道側

終点側

下 側

上 側

A

A

車道側民地側

集水釜

水溜桝

1
3
50

1
80

0

4500

4500

1
80

0

1350

注）ケーブル立金物用インサート、設置棒取付用ボルト、プーリングボルト、
マンホール用ハシゴ、ケーブル立金物(通信用)を含む。

MR1

15 / 421：30

特殊部構造図(3)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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電力地上機器部（B1200×L1800×H1500）

頂版・底版 i=0.1衝撃係数

T-25活荷重
設計荷重

設計条件

γs =19.0KN/m3

地下水位 -

-

内空寸法（幅×高さ×長さ）

Ka=0.500土圧係数

地下水位以下

地下水位以上
土の単位重量

B=1200×H=1500×L=1800

特殊部構造図(4)

プレキャストボックス

プレキャストボックス

プレキャストボックス

コンクリート
（2号）

コンクリート
（2号）

基礎材
(RC-40)

基礎材
(RC-40)

接地工

1
20

0

1800

1
5
0
0

1
5
00

水溜桝

集水釜

民地側 車道側

A

A

車道側

民地側

終点側起点側

下 側

上 側

H

特殊部 首高

DL1,DR1,DR2 H=255

鉄蓋（シリンダー錠対応型）
歩道用化粧角蓋 960×500 H=120

鉄蓋(シリンダー錠対応型)

歩道用化粧角蓋 960×500 H=120

注）ケーブル立金物用インサート、設置棒取付用ボルト、プーリングボルト、
マンホール用ハシゴ、ケーブル立金物(通信用)を含む。

1200

DL1,DR1,DR2

16 / 421：30

特殊部構造図(4)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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頂版・底版 i=0.4衝撃係数

T-25活荷重
設計荷重

設計条件

Ka=0.5土圧係数

地下水位

-地下水位以下

γ=19.0kN/m3地下水位以上
土の単位重量

内空寸法（幅×高さ×長さ）

-

B=1350×H=1500×L=4500DR3

特殊部構造図(5)

特殊部 首高

DR3 H=600

電力地上機器部（B1350×L4500×H1500）

17 / 42

接地工

民地側

車道側

終点側起点側

下 側

上 側

A

A

平 面 図

1
3
5
0

4500

15
0
0

4500

車道側民地側

15
0
0

水溜桝

(2号)

コンクリート
集水釜

H

基礎材

(RC-40)

プレキャストボックス

プレキャストボックス

プレキャストボックス

鉄蓋(シリンダー錠対応型)

歩道用化粧角蓋 960×500 H=120

鉄蓋(シリンダー錠対応型)

歩道用化粧角蓋 960×500 H=120

注）ケーブル立金物用インサート、設置棒取付用ボルト、プーリングボルト、
マンホール用ハシゴ、ケーブル立金物(通信用)を含む。

1：30

特殊部構造図(5)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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B=1000×H=1700×L=2200

側壁i=0 頂版,底版i=0.1

T-25
設計荷重

設計条件

土の単位重量
地下水位以下

地下水位以上

Ko=0.5

地下水位

内空寸法(幅x高さx長さ)

19kN/m3

-

-

活荷重

衝撃係数

土圧係数

起点側 終点側

車道側

民地側

B

B

民地側

車道側

コンクリート(2号)

基礎材(RC-40)

集水釜

水溜桝

民地側 車道側

平面位置図

車道側 側面図

B-B断面図

通信基点桝（B1000×L2200×H1700）

特殊部構造図(6)

注）ケーブル立金物用インサート、設置棒取付用ボルト、プーリングボルト、
マンホール用ハシゴ、ケーブル立金物(通信用)を含む。

H

プレキャストボックス

プレキャストボックス

プレキャストボックス

接地工

コンクリート（2号）

基礎材(RC-40)

鉄蓋(シリンダー錠対応型)

歩道用化粧角蓋 960×500 H=120

鉄蓋(シリンダー錠対応型)
歩道用化粧角蓋 960×500 H=120

下 側

上 側

2200

1
0
0
0

3
5
0

1
7
0
0

2200
1000

3
5
0

1
7
0
0

TL1,TL3,TR2

18 / 42

特殊部 首高

TL1,TL3,TR2 H=300

1：30

特殊部構造図(6)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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通信接続桝（B500×L2000×H1050）

1
0
5
0

2 0 0 0

20 0 0

1
0
5
0

2 0 0 0

2-2側面図

1-1側面図

平面図

本体

2

2

1

1

敷モルタル

基礎材

（RC-40）

基礎材

（RC-40）

敷モルタル

基礎材
（RC-40）

5 00

1
0
5
0

3
0

3
0

1
0
5
0

5
0
0

3
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

断面図

民地側

民地側

車道側

車道側

車道側 民地側

敷モルタル

特殊部構造図(7)

1：20

特殊部構造図(7)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

TL2,TL4,TR1,TR3,TR4

プレキャストボックス

プレキャストボックス

プレキャストボックス

プレキャストボックス

鉄蓋(シリンダー錠対応型)
500×2000 H=160 スライドロック式

鉄蓋(シリンダー錠対応型)

500×2000 H=160 スライドロック式

鉄蓋(シリンダー錠対応型)

500×2000 H=160 スライドロック式

19 / 42

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%

側壁i=0 底版 i=0.1衝撃係数

T-25活荷重
設計荷重

設計条件

Ko=0.5土圧係数

地下水位

-地下水位以下

γ=19.0kN/m3地下水位以上
土の単位重量

内空寸法（幅×高さ×長さ）

-

B=500×H=1050×L=2000

注）ケーブル立金物用インサート、設置棒取付用ボルト、プーリングボルト、
マンホール用ハシゴ、ケーブル立金物(通信用)を含む。
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車
道

側
民

地
側

BL1,BL2

プレキャストボックス

プレキャストボックス

プレキャストボックス

基礎材(RC-40)

鉄蓋（シリンダー錠対応型）

600×1200 H=150 スライドロック式

鉄蓋（シリンダー錠対応型）

600×1200 H=150 スライドロック式

敷モルタル

(1：3(高炉))

20 / 42

1200

6
0
0

415

6
0
0

4
1
5

1200

側壁 i=0 底版 i=0.1衝撃係数

T-25活荷重
設計荷重

設計条件（箱型構造物）

Ka=0.5土圧係数

地下水位

-地下水位以下

γ=19.0kN/m3地下水位以上
土の単位重量

B=600×H=415×L=1200構造形式

-

分岐桝（B600×L1200×H415）

特殊部構造図(8)

平面図

1：10

特殊部構造図(8)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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F E Pφ65×2条

コンクリート

1
0
0

5 0

3
0
0

基礎材

（RC- 4 0）

50

3 90

4
0
0

1
0
0

コンクリート

3
9
0

1 1 40
（1号）

コンクリート

1
0
0

5 0

3
0
0

4
0
0

1
0
0

5 0

基礎材

（R C-4 0）

1 140

2 0 0 2 0 07 4 0 2 0 0 2 007 40

ちゅぴCOM地上機器部

特殊部構造図(9)

1：20

特殊部構造図(9)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

（1号）

（1号）

GL

G L

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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0.608

数 量

0.173

1箇所当り

備 考

m3

単位

m2

規 格

RC-40 t=100mm

コンクリート

名 称

基 礎 材

材料表

1号

型 枠 式 1
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起点側 終点側

民地側

車道側

I型電力・通信接続部 I型電力・通信接続部

起点側 終点側
民地側 車道側 民地側 車道側

左側

（ML1） （ML1）

ベルマウス配置図(1)

起点側 終点側
民地側 車道側 民地側 車道側

通信基点桝 通信基点桝

（TL1） （TL1）

起点側 終点側

通信接続桝 通信接続桝

BD

φ25 0

B D

φ 2 50

（TL2） （TL2）

民地側 車道側 民地側 車道側
起点側 終点側

民地側 車道側 民地側 車道側

通信基点桝 通信基点桝

（TL3） （TL3）

BD

φ25 0

RE

B D

φ 25 0

RE

B D

φ 25 0

RE

B D

φ 25 0

RE

TM1

T1

T1

EN1

C1

C1

E h EL

EM 2E h

B D

φ25 0

RE

共用

FA

共用

FA

共用

FA

共用

FA

共用

FA

共用

FA

共用

FA

KS

KS

KS

KS

KS

KS

KS

KS

KS

KS

FEPΦ50

信号照明用
FEPΦ50

信号照明用

FEPΦ65

信号用

1：20

ベルマウス配置図(1)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

150 150

1
5
0
1
0
0

1350

1
8
0
0

8 316 176

500

1
0
1

5
0
9

4
4
0

1
0
5
0

1
0
1

5
0
9

4
4
0

1
0
5
0

8 316 176

500

150 150 150

1
0
0

1
3
0
1

2
9
9

2
0
0

1
8
0
0

179 992 179

1350 295 409 296

1000

8
8
4

5
3
6

2
8
0

1
7
0
0

295 409 296

1000

8
8
4

5
3
6

2
8
0

1
7
0
0

295 409 296

1000

8
8
4

5
3
6

2
8
0

1
7
0
0

375 250 375

295 409 296

1000

5
1
4

5
3
6

2
4
5

1
5
5

2
5
0

1
7
0
0
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国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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起点側 終点側

民地側

車道側

左側

起点側 終点側

通信接続桝 通信接続桝

BD

φ25 0

B D

φ 2 50

民地側 車道側 民地側 車道側

共用

FA

共用

FA

起点側 終点側
民地側 車道側 民地側 車道側

電力地上機器部 電力地上機器部

（DL1） （DL1）

I型電力・通信接続部 I型電力・通信接続部

起点側 終点側
民地側 車道側 民地側 車道側

（ML2） （ML2）

（TL4） （TL4）

Eh EL

EM 2E h

Eh E L

E M2Eh

BD

φ 25 0

Eh EL

EM 2Eh

RE

E M 1

EH

EE H

BD

φ250

RE

E h E L

E HEE H EM 1
E h

RE

共用

FA

共用

FA

ベルマウス配置図(2)

FEPΦ65

感知器用

1：20

ベルマウス配置図(2)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

475 250 475

1200

1
1
0
0

2
5
0

1
5
0

1
5
0
0

475 250 475

1200

1
1
0
0

2
5
0

1
5
0

1
5
0
0

393 565 393

1350

9
1
9

7
3
1

1
5
0

1
8
0
0

1
0
0

150 150

6
9
4

7
4
8

2
0
8

1
5
0

1
8
0
0

226 898 226

370 610 370

1350

8 316 176

501

1
0
1

5
0
9

4
4
0

1
0
5
0

1
0
1

5
0
9

4
4
0

1
0
5
0

8 316 176

500

KS

KS

KS

KS

KSKS
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国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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起点側 終点側

民地側

車道側

左側

I型電力・通信接続部 I型電力・通信接続部

起点側 終点側
民地側 車道側 民地側 車道側

I型電力・通信接続部

車道側
終点側 起点側

（ML3） （ML3） （ML3）

I型電力・通信接続部 I型電力・通信接続部

起点側 終点側
民地側 車道側 民地側 車道側

（ML4） （ML4）

電力分岐桝

民地側 車道側

EL

（BL1,BL2）

BD

φ25 0

RE

E H EM 1

E EHEh EL

民地側ノックアウト

E特別高圧 φ100×1使用

BD

φ250

E M1

EH

RE

E h EL

R2 TM1

RS EN1

B D

φ25 0

EM 1

E H

RE

Eh EL

連系スペース

共用

FA

共用

FA

共用

F A

ベルマウス配置図(3)

FEPΦ65

感知器用

電力分岐桝

（BL2）
民地側

起点側 終点側

FEPΦ50

信号照明用 FEPΦ65

信号用

FEPΦ65

感知器用

1：20

ベルマウス配置図(3)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

388 125 87

600

8
7
1
2
5

2
0
3

150 210 480 210 150

1200

1
5
0

370 610 370

1350

9
0
2

7
4
8

1
5
0

1
8
0
0

1
0
0

150 150

600 650 100

1350

6
0
0

2
5
0

9
5
0

1
8
0
0

145 1059 145

1350

1
3
0
4

3
4
6

1
5
0

1
8
0
0

370 610 370

1350

9
0
2

7
4
8

1
5
0

1
8
0
0

1
0
0

150 150

3250 500 750

4500

1
1
7
0

2
5
0

3
8
0

1
8
0
0

KS

KS

KS

KS

KS

KS

将来用

ノックアウト
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国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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起点側 終点側

車道側

民地側

右側

起点側 終点側

電力地上機器部 電力地上機器部

車道側車道側 民地側民地側

（DR1） （DR1）

I型電力・通信接続部 I型電力・通信接続部

起点側 終点側
民地側車道側 民地側車道側

（MR1） （MR1）
起点側 終点側

通信接続桝 通信接続桝

民地側車道側 民地側車道側

BD

φ25 0

B D

φ 2 50

（TR1） （TR1）

共用

FA

共用

FA

起点側 終点側

通信基点桝 通信基点桝

民地側車道側 民地側車道側

（TR2） （TR2）

連系スペース

EhEL

B D

φ 2 50

E HE H

E M1
EC 1

RE

RS

E M1
EC1

E hE L

EM 1
EC1

E hE L

BD

φ 25 0

RE

RS

B D

φ25 0

RE

RS

TM 1

T1

T1

EN 1

C1

C1

P B用 φ 65×2

RS RS

共用

FA

共用

FA

共用

FA

ベルマウス配置図(4)

1：20

ベルマウス配置図(4)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

69 423 8

500

69 423 8

500

1
0
1

5
0
9

4
4
0

1
0
5
0

1
0
1

5
0
9

4
4
0

1
0
5
0

82 1185 83

1350

4
7
0

3
8
0

9
5
0

1
8
0
0

1
0
9
7

5
5
3

1
5
0

1
8
0
0

278 794 278

1350

416 368 416

1200

7
8
6

5
6
4

1
5
0

1
5
0
0

416 368 416

1200

7
8
6

5
6
4

1
5
0

1
5
0
0

8
6
4

5
3
6

3
0
0

1
7
0
0

296 409 296

1000

296 409 295

296 250 77 240 137

1000

9
5
1
5
5

7
6
4

5
3
6

1
5
0

1
7
0
0

8
6
2

8
5

7
5
3

将来用

ノックアウト
KS

KS

KS

KS
KS

KS
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国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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起点側 終点側

車道側

民地側

右側

起点側 終点側

通信接続桝 通信接続桝

民地側車道側 民地側車道側

BD

φ250

BD

φ 25 0

（TR3） （TR3）
起点側 終点側

電力地上機器部 電力地上機器部

車道側車道側 民地側民地側

（DR2） （DR2）

共用

FA

共用

FA

I型電力・通信接続部 I型電力・通信接続部

起点側 終点側
民地側車道側 民地側車道側

I型電力・通信接続部

車道側
終点側起点側

（MR2） （MR2） （MR2）

RS RS

E M1
EC 1

E hEL

EhEL

E M1
EC1

B D

φ 25 0

EHE H

EM 1
EC1

R E

R S

E hE L

連系スペース

BD

φ25 0

EM1

EH

EC1

RE

RS

E hE L

EH EE HEM 1
Eh

RE

共用

FA

共用

FA

ベルマウス配置図(5)

FEPΦ50

信号照明用

1：20

ベルマウス配置図(5)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

416 368 416

1200

7
8
6

5
6
4

1
5
0

1
5
0
0

416 368 416

1200

6
8
1

3
6
9

4
5
0

1
5
0
0

1
4
4
2

2
0
8

1
5
0

1
8
0
0

151 898 3451

4500

150 150 150

200 950 200

370 610 370

1350

1
0
0

3
5
2

7
4
8

5
0

5
0
0

1
5
0

1
8
0
0

9
0
2

7
4
8

1
5
0

1
8
0
0

278 794 278

1350

69 423 8

500

1
0
1

5
0
9

4
4
0

1
0
5
0

69 423 8

500

1
0
1

5
0
9

4
4
0

1
0
5
0

KS

KS

KS

KS

KS KS
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国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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起点側 終点側

車道側

民地側

右側

起点側 終点側

通信接続桝 通信接続桝

民地側車道側 民地側車道側

BD

φ250

BD

φ 25 0

（TR4） （TR4）

共用

FA

共用

FA

起点側 終点側

電力地上機器部 電力地上機器部

車道側車道側 民地側民地側

（DR3） （DR3）

I型電力・通信接続部 I型電力・通信接続部

起点側 終点側

I型電力・通信接続部

車道側
民地側車道側 民地側車道側

（MR3） （MR3） （MR3）

起点側 終点側

RS RS

BD

φ 250

E M1

EH

Eh

EC1

RE

RS

E hE L

連系スペース

R2TM1

RSEN 1

E M1

E C1

E hE L
E M1

Eh

EC1

E hEL

共用

FA

ベルマウス配置図(6)

1：20

ベルマウス配置図(6)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

広島国道事務所

1
0
1

5
0
9

4
4
0

1
0
5
0

69 423 8

500

1
0
1

5
0
9

4
4
0

1
0
5
0

69 423 8

500

7
8
6

5
6
4

1
5
0

1
5
0
0

600 250 500

1350

9
8
2

3
6
8

1
5
0

1
5
0
0

416 434 500

1350

370 610 370

1350

9
0
2

7
4
8

1
5
0

1
8
0
0

143 1065 142

1350

5
5
0

3
0
0

9
5
0

1
8
0
0

3250 500 750

4500

1
1
7
0

2
5
0

3
8
0

1
8
0
0KS

KS

将来用

ノックアウト
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国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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構造図(1)

車道舗装(A) 歩道舗装(A)

ブロック舗装(A) ブロック舗装(B)

切削オーバーレイ(A)

1:10

構造図(1)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

縮小率50% 広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業
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5
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2
0
0

4
0

1
0
0

5
0

6
0

10

7
0

5
0

敷砂（再生砂）

下層路盤（RC-30）

フィルター層（再生砂）

透水シート

6
0

10

7
0

5
0

特殊ブロック舗装
（視覚障害者誘導用ブロック 透水性(点状) 300×300）

敷砂（再生砂）

下層路盤（RC-30）

フィルター層（再生砂）

透水シート

表層（透水性As(13)）

下層路盤（RC-30）

フィルター層（再生砂）

上層路盤（再生As安定処理(30)）

上層路盤（RM-40）

下層路盤（RC-40）

プライムコート（PK-3）1.2L/m2
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特殊ブロック舗装
（視覚障害者誘導用ブロック 透水性(線状) 300×300）

5
0

5
0

表層（ポリマー改質AsH型(13)）

基層（再生粗粒度As改質Ⅰ型(20)）

タックコート（PKR-T）0.4L/m2

タックコート（PKR-T）0.4L/m2

路面切削：Mt=100㎜
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構造図(2)
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(ケーブル配管)K-3
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5
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舗
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厚
1
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0以

上

370
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50 50

(ケーブル配管)K-6

5
0

5
0

舗
装

厚
1
0
0以

上

65 65

150

1
5
0

1
5
0

150

370

110 110

150

370

110 110

1
5
0

150

370

110 110

150

370

110 110

埋設標識シート

（150mm×2倍）

埋設標識シート

（150mm×2倍）

埋設標識シート

（150mm×2倍）

埋設標識シート

（150mm×2倍）

埋設標識シート

（150mm×2倍）
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（再生砂）

埋戻土

（流用土）

保護砂

（再生砂）

埋戻土

（流用土）

保護砂

（再生砂）

埋戻土

（流用土）

名 称

材料表

単位 数 量規 格

10m当り

埋設標識シート m150mm×2倍

保護砂 m3再生砂

電線管 mFEP管Φ50×1条

10.000

0.462

10.000

備 考 名 称

材料表

単位 数 量規 格

10m当り

埋設標識シート m150mm×2倍

保護砂 m3再生砂

電線管 mFEP管Φ50×2条

10.000

0.544

10.000

備 考 名 称

材料表

単位 数 量規 格

10m当り

埋設標識シート m150mm×2倍

保護砂 m3再生砂

電線管 mFEP管Φ50×3条

10.000

1.066

10.000

備 考

名 称

材料表

単位 数 量規 格

10m当り

埋設標識シート m150mm×2倍

保護砂 m3再生砂

電線管 mFEP管Φ65×2条

10.000

1.056

10.000

備 考 名 称

材料表

単位 数 量規 格

10m当り

埋設標識シート m150mm×2倍

保護砂 m3再生砂

電線管 mFEP管Φ65×2条

10.000

0.571

10.000

備 考

電線管 mFEP管Φ50×1条 10.000

名 称

材料表

単位 数 量規 格

10m当り

埋設標識シート m150mm×2倍

保護砂 m3再生砂

電線管 mFEP管Φ65×2条

10.000

1.023

10.000

備 考

電線管 mFEP管Φ50×2条 10.000

保護砂

（再生砂）

埋戻土

（流用土）

保護砂

（再生砂）

埋戻土

（流用土）

保護砂

（再生砂）

埋戻土

（流用土）

1:10

構造図(2)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

縮小率50% 広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業
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AA

グレーチング蓋

A-A

円形側溝用集水桝

（φ300 L=1m 縁石乗るタイプ
排水性舗装用）

グレーチング蓋

300

構造図(3)

円形側溝(A)

5050

1
00

1
0
0
0

φ
=300

円形側溝

(φ300 L=2m 縁石乗るタイプ
排水性舗装用 H=50)

敷モルタル

(1:3(高炉))

基礎材

(RC-40)

φ200

S=1:10

S=1:10

1号排水管

材料表

硬質塩化ビニル管(VUφ200)

VUφ200 10.000m

数 量単位名 称 規 格

硬質塩化ビニル管

備 考

10m当り

10.000

数 量

1

5.600

10m当り

備 考

m

単位

m2

式

規 格

1:3(高炉)

RC-40 t=100

円形側溝

敷モルタル

名 称

基 礎 材

材料表

φ300 L=2m 縁石乗るタイプ

排水性舗装用 アングル付 H=50

S=1:20

1号集水桝

グレーチング蓋

(T-25 円形側溝用)

平面図

1
00

50 50

10
0

50

φ=30
0

50

円形側溝(B)

S=1:10

グレーチング蓋

(T-25 円形側溝用)

円形側溝

(φ300 L=2m 縁石一体型
排水性舗装用 H=50)

敷モルタル

基礎材

(RC-40)

(1:3(高炉))

※グレーチング含む 10.000

数 量

1

5.600

10m当り

備 考

m

単位

m2

式

規 格

1:3(高炉)

RC-40 t=100

円形側溝

敷モルタル

名 称

基 礎 材

材料表

φ300 L=2m 乗入用縁石一体型

排水性舗装用 アングル付 H=50 ※グレーチング含む 1.000

数 量

1

0.638

1箇所当り

備 考

基

単位

m2

式

規 格

1:3(高炉)

RC-40 t=100

円形側溝用集水桝

敷モルタル

名 称

基 礎 材

材料表

φ300 L=1m 縁石乗るタイプ

排水性舗装用 ※グレーチング含む

(T-25 円形側溝用)

敷モルタル

(1:3(高炉))

基礎材

(RC-40)

(T-25 円形側溝用)

300
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構造図(3)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号図示

広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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1号歩車道境界ブロック

10m当り

名 称 規 格 単位 数 量

歩車道境界ブロック B種 片面R m 10.000

敷モルタル 式 1

180

材料表

備 考

2号歩車道境界ブロック

歩車道境界ブロック

(180/187×70×600)

構造図(4)

1
0
0

基礎材

(RC-40)
敷モルタル

（1：3）

(B種 片面R)

歩車道境界ブロック

敷モルタル

(1:3(高炉))

20
0

1:3 高炉

10m当り

名 称 規 格 単位 数 量

歩車道境界ブロック 180/187×70×600 m 10.000

敷モルタル 式 1

材料表

備 考

1:3 高炉

2
0

187 50

基礎材 RC-40 t=100 m2 2.370
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構造図(4)

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号1:10 /

広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

縮小率50%
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多目的柱詳細図 1 : 4 0

φ 7 5 × 4 . 0
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自

（ 3 8 8 4 ）

3 7 5 0

（テマエ側）

（ 8 3 4 ）

7 0 0

2 8 カップリング

（ウラ側）

溶融亜鉛めっき（

HDZT 7 7 ）後、仕上げ塗装

JIS H 8 6 41

照明器具取付部詳細図 1 : 1 0

ベースプレート詳細図 1:15

4
5
°

矢矢

標

標

28 カップリング

2
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2 2 カップリング

（水平）

2 2 0× 1 1 0 0

（
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9 0 0× 2 0 0
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（照明器具落下防止用）

照明器具方向
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5
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B
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2
8

8 - 3 2 キリ

4
5
°

照明器具方向

構造図(5)

L1

構造図(5)

工事名

図面名

縮 尺

会社名

事業社名

図面番号図示

作成年月日

縮小率50% 広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業
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多目的柱詳細図 1 : 4 0
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（両面）

28 カップリング

溶融亜鉛めっき（

HDZT 7 7 ）後、仕上げ塗装

JIS H 8 6 41

照明器具取付部詳細図 1 : 1 0

ベースプレート詳細図 1 : 1 5
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（水平）
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照明器具方向

構造図(6)

R1

構造図(6)

工事名

図面名

縮 尺

会社名

事業社名

図面番号図示

作成年月日

縮小率50% 広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業
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多目的柱詳細図
1 : 4 0

φ 7 5 × 4 . 0

1
0
5
0

7
7
0
0

1
0
3
0
0

2
6
0
0
（

1
／

1
0
0

テ
ー

パ
）

G L

（ 1 3 0× 4 0 0）

8
5
0

φ6 0 . 5 ×1 2 0 （S G P ）

φ 2 1 6 . 3× 5 . 8

φ 1 0 1 × 4 . 0

3
0
0

開口部（信号用）

（ 1 3 0× 6 0 0）
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（ウラ側）

照明器具方向
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開口部

歩

標

溶融亜鉛めっき（

HDZT 7 7 ）後、仕上げ塗装

JIS H 8 6 41

照明器具取付部詳細図 1 : 1 0

ベースプレート詳細図 1 : 1 5

φ 6 0 . 5

R B - 6

（照明器具落下防止用）

照明器具方向

（テマエ側）

2 0 キリ

1
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開口部
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2
8
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2 2 カップリング

（水平）

構造図(7)

R2

構造図(7)

工事名

図面名

縮 尺

会社名

事業社名

図面番号1：40

作成年月日

縮小率50% 広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業
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多目的柱詳細図 1 : 4 0
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構造図(8)

R3

構造図(8)

工事名

図面名

縮 尺

会社名

事業社名

図面番号図示

作成年月日

縮小率50% 広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業
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PLATE:C
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1
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PLATE:B

PLATE:D
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300

1
03

1
2

4000

30
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PLATE:C

PLATE:E H300-300-10-15

2
25

2
25

225

PLATE:B

欠き

10

(ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ用)

(
ｱﾀ

ｯ
ﾁ
ﾒ
ﾝ
ﾄ用

ﾋ
ﾟ
ｯ
ﾁ
)

8

H形鋼上端部

欠き

1
00

0 90
0

1
00

330150

200

700

1000

8×φ27ｷﾘ

4×φ32ｷﾘ

PLATE:A

24-NUT-M27

8-WASHER-M27

210

2
8

H形鋼上端部

300

20
0

240

溶融亜鉛ﾒｯｷ
除去後溶接

8

8

9

20
0

530

1
50

330

10

3
0
0

8

PLATE:B t12

8-BOLT-M27

8

12

PLATE:A 欠き部

100

240

C7
0

材料表

種別 規格･材質 寸法・強度区分 単質(kg) 数量 質量(kg)

BOLT JIS B 1180 全ねじ六角ﾎﾞﾙﾄ M27×L180 -4.6 (溶融亜鉛ﾒｯｷ) 0.81 8 6.5

NUT JIS B 1181 六角ﾅｯﾄ M27 -4 (溶融亜鉛ﾒｯｷ) - 24 -

WASHER JIS B 1256 並丸 M27 (溶融亜鉛ﾒｯｷ) - 8 -

PLATE:A JIS G 3101 SS400 28×550×550 66.49 1 66.5

PLATE:B JIS G 3101 SS400

12×103×300×1/2 1.46 4 5.8PLATE:C JIS G 3101 SS400

12×300×530 14.98 2 30.0

PLATE:D JIS G 3101 SS400 12×200×1000 18.84 2 37.7

PLATE:E JIS G 3101 SS400 12×330×1000 31.09 2 62.2

H 注1) 300×300×10×15 L=4000 372.00 1 372.0

TOTAL 580.7

注1) JIS G 3101 SS400、JIS G 3136 SN400A 又は、これと同等以上の材質とする。

(溶融亜鉛ﾒｯｷ)

(溶融亜鉛ﾒｯｷ)

(溶融亜鉛ﾒｯｷ)

注3) ﾎﾞﾙﾄは、強度区分4.6と同等以上とする。

注2) 溶接部のｽｶﾗｯﾌﾟはC30 又は、R30とする。

構造図(9)

C1(L1,R1)

コンクリート(1号)

7
00

コンクリート(1号)

構造図(9)

工事名

図面名

縮 尺

会社名

事業社名

図面番号1：10

作成年月日

材料表

名 称

鋼製杭

根巻コンクリート

型 枠

連結式接地棒

連結式接地棒用リード端子

硬質塩化ビニル管

600Vビニル絶縁電線

Φ10用 8mm2×500mm

Φ10×1500mm

1号

H300×L4000

規 格

VE16

IV3.5mm2

単位

t

m3

式

本

本

m

m

数 量

0.581

0.147

1

1.000

3.000

1.000

1.000

硬質塩化ビニル管 (VE16)

ED

36 / 42

1基当り

600Vビニル絶縁電線 (IV3.5㎜2)

連結式接地棒(φ10×1500㎜)

連結式接地棒用リード端子(φ10用 8mm2×500mm)

鋼製杭（H300×L4000）

縮小率50% 広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業
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(溶融亜鉛ﾒｯｷ)

(溶融亜鉛ﾒｯｷ)

(溶融亜鉛ﾒｯｷ)

8 溶融亜鉛ﾒｯｷ
除去後溶接

4×φ24ｷﾘ

12-NUT-M24

4-WASHER-M24 材料表

種別 規格･材質 寸法・強度区分 単質(kg) 数量 質量(kg)

BOLT JIS B 1180 全ねじ六角ﾎﾞﾙﾄ M24×L180 -4.6 (溶融亜鉛ﾒｯｷ) 0.64 4 2.6

NUT JIS B 1181 六角ﾅｯﾄ M24 -4 (溶融亜鉛ﾒｯｷ) - 12 -

WASHER JIS B 1256 並丸 M24 (溶融亜鉛ﾒｯｷ) - 4 -

PLATE:A JIS G 3101 SS400 25×450×450 39.74 1 39.7

PLATE:B JIS G 3101 SS400

12×78×300×1/2 1.10 4 4.4PLATE:C JIS G 3101 SS400

12×300×430 12.15 2 24.3

PLATE:D JIS G 3101 SS400 11.30 2 22.6

PLATE:E JIS G 3101 SS400

12×200×600

15.83 2 31.712×280×600

H 注1) 250×250× 9×14 L=3500 251.30 1 251.3

TOTAL 376.6

注1) JIS G 3101 SS400、JIS G 3136 SN400A 又は、これと同等以上の材質とする。
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注3) ﾎﾞﾙﾄは、強度区分4.6と同等以上とする。

注2) 溶接部のｽｶﾗｯﾌﾟはC30 又は、R30とする。

構造図(10)

C2(R2)

コンクリート(1号)

65
0

コンクリート(1号)

構造図(10)

工事名

図面名

縮 尺

会社名

事業社名

図面番号1：10

作成年月日

材料表

名 称

鋼製杭

根巻コンクリート

型 枠

連結式接地棒

連結式接地棒用リード端子

硬質塩化ビニル管

600Vビニル絶縁電線

Φ10用 8mm2×500mm

Φ10×1500mm

1号

H250×L3500

規 格

VE16

IV3.5mm2

単位

t

m3

式

本

本

m

m

数 量

0.377

0.127

1

1.000

3.000

1.000

1.000

ED
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1基当り

硬質塩化ビニル管 (VE16)

600Vビニル絶縁電線 (IV3.5㎜2)

連結式接地棒(φ10×1500㎜)

連結式接地棒用リード端子(φ10用 8mm2×500mm)

鋼製杭（H250×L3500）

縮小率50% 広島国道事務所

国道３１号坂電線共同溝PFI事業
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(溶融亜鉛ﾒｯｷ)

(溶融亜鉛ﾒｯｷ)

(溶融亜鉛ﾒｯｷ)

8 溶融亜鉛ﾒｯｷ
除去後溶接

8×
φ
24ｷﾘ

24-NUT-M24

8-WASHER-M24
材料表

種別 規格･材質 寸法・強度区分 単質(kg) 数量 質量(kg)

BOLT JIS B 1180 全ねじ六角ﾎﾞﾙﾄ M24×L180 -4.6 (溶融亜鉛ﾒｯｷ) 0.64 8 5.1

NUT JIS B 1181 六角ﾅｯﾄ M24 -4 (溶融亜鉛ﾒｯｷ) - 24 -

WASHER JIS B 1256 並丸 M24 (溶融亜鉛ﾒｯｷ) - 8 -

PLATE:A JIS G 3101 SS400 25×500×500 49.06 1 49.1

PLATE:B JIS G 3101 SS400

12×103×300×1/2 1.46 4 5.8PLATE:C JIS G 3101 SS400

12×300×480 13.56 2 27.1

PLATE:D JIS G 3101 SS400 15.07 2 30.1

PLATE:E JIS G 3101 SS400

12×200×800

21.10 2 42.212×280×800

H 注1) 250×250× 9×14 L=3500 251.30 1 251.3

TOTAL 410.7

注1) JIS G 3101 SS400、JIS G 3136 SN400A 又は、これと同等以上の材質とする。
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注3) ﾎﾞﾙﾄは、強度区分4.6と同等以上とする。

注2) 溶接部のｽｶﾗｯﾌﾟはC30 又は、R30とする。

構造図(11)
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コンクリート(1号)

構造図(11)

工事名

図面名

縮 尺

会社名

事業社名

図面番号1：10

広島国道事務所

38 / 42

作成年月日

国道３１号坂電線共同溝PFI事業

材料表

名 称

鋼製杭

根巻コンクリート

型 枠

連結式接地棒

連結式接地棒用リード端子

硬質塩化ビニル管

600Vビニル絶縁電線

Φ10用 8mm2×500mm

Φ10×1500mm

1号

H250×L3500

規 格

VE16

IV3.5mm2

単位

t

m3

式

本

本

m

m

数 量

0.411

0.127

1

1.000

3.000

1.000

1.000

ED

1基当り

硬質塩化ビニル管 (VE16)

600Vビニル絶縁電線 (IV3.5㎜2)

連結式接地棒(φ10×1500㎜)

連結式接地棒用リード端子(φ10用 8mm2×500mm)

鋼製杭（H250×L3500）

縮小率50%
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1:100,000

広島国道事務所事業者名

会社名

作成年月日

図面名

工事名

縮尺 図面番号

国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業

39 / 42

位置図

(道路照明設備)

縮小率50%

2

54

2

2

2

2

2

54

54

31

31

31

185

185

185

185

185

487

487

375

375

432

432

186

191

186

433

191

191

261

488

433

433

261

486

191

2

大竹IC

大野IC

広島JCT

広島北IC

広島北JCT戸河内IC

広島IC

広島東IC 志和IC

西条IC

高屋JCT・IC

河内IC 本郷IC

廿日市IC

安芸灘大橋

西風新都IC

安芸津バイパス

東広島呉道路

阿賀IC

郷原IC

黒瀬IC

馬木IC

下三永福
本IC

上三永IC

広島南道路

海田西IC

中野IC

中野東IC

瀬野西IC

瀬野東IC
安芸バイパス

八本松西IC

上瀬野IC

西条バイパス

草津沼田道路

広島高速4号線

広島高速5号線

広島高速2号線

広島熊野道路

広島呉道路

広島高速1号線

広島空港

可部バイパス

330kp

0kp

320kp

315kp

310kp
305kp

300kp 295kp

290kp

285kp

335kp

340kp

345kp
350kp

355kp

360kp

365kp

370kp

5kp
5kp

0kp

15kp
15kp

10kp

20kp

25kp

30kp

5kp

10kp

15kp

20kp

0kp

5kp

10kp

15kp

20kp

25kp 30kp

35kp

40kp

45kp
50kp 55kp

三原市

廿日市市

広島市

安芸太田町

東広島市

竹原市

呉市

海田町

府中町

熊野町

広島市

大竹市

安芸高田市

北広島町

岩国大竹道路

山陽自動車道

中国自動車道

可部分室

西条維持出張所

呉国道出張所

太田川河川事務所
中国地方整備局

広島国道事務所

中国技術事務所

広島維持出張所

北広島町

五日市IC

山陽自動車道

向山TN

可部TN

上根TN

根の谷TN

屋代TN

鈴が峰TN

八坂山TN

八本松TN

西小寺TN

新田万里TN

田万里TN

休山TN

仁方第二TN 仁方第一TN

川尻TN

魚見山TN

吉浦TN

猪ノ山TN

天応TN

木谷TN

黒地TN

南原TN

下町屋TN

鎌倉TN

大林TN

坂町

183

大山TN

久井原TN

神原TN

中野TN

押手TN

国信第一TN
国信第二TN

東広島バイパス

海田東IC

325kp

2

2

315kp

320kp

道路照明設備
施工箇所(R31 坂駅北口交差点～坂インター北交差点)

位 置 図
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E:ヨコハマ支6T1

E:ヨコハマ支6
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H=3.654

FS2

H=3.562

FS1

H=3.953

H24敷地E-164

H=3.870

H24敷地E-163
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H24敷地E-162

H=3.681
H24敷地E-161

H=3.348
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R
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9
.
8
6
1

自転車専用

FEPΦ50x1照明

信号

既設

FEPΦ65x2

FEPΦ50x1

FEPΦ50x1照明

FEPΦ50x2信号

FEPΦ50x1照明

FEPΦ50x2信号

R1

架空配線信号

架空配線信号

C1

K-3 L=23.9m

K-3 L=9.8m

K-1 L=1.2m

K-4 L=2.9m

信号
FEPΦ65x2

FEPΦ50x1

K-5 L=0.8m

信号

ML1

FEPΦ50x1照明

照明柱撤去(電気工事)
IS10.3B-C KSH-2

既設照明柱 IS10.3B-S
灯具更新(電気工事)
KSH-2 ⇒ KCE090-2C
自動点滅器既設流用

R31 4K437R(H3076-03-01R)

既設照明柱
照明灯具更新(電気工事)
KSH-2 ⇒ KCE090-2C

R31 4K470L(H3076-03-02L)

L1

C1

照明柱新設(電気工事)
R31 4K480L

多目的柱H=10.3m KCE090-2C
自動点滅器新設(電気工事)

照明柱新設(電気工事)
R31 4K480R

多目的柱H=10.3m KCE090-2C

既設
照明

自動点滅器新設(電気工事)
R31 4K520L(H3076-03-03L)

IS10.3B-C

縮小率50%

1:250

広島国道事務所事業者名

会社名

作成年月日

図面名

工事名

縮尺 図面番号

国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業
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坂駅北口交差点道路照明設備平面図

(道路照明設備)

坂駅北口交差点道路照明設備平面図
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既設
既設

既設

FEPΦ50x1照明

FEPΦ65x2信号

FEPΦ50x1照明

信号
FEPΦ65x2

FEPΦ50x1

R3

R2
既設

既設

FEPΦ50x1照明

FEPΦ50x2信号

FEPΦ50x1信号

FEPΦ50x1照明

FEPΦ50x2信号

既設既設

FEPΦ65x2感知器

FEPΦ65x2感知器

C2

C3

K-6 L=21.1m

FEPΦ50x1照明

信号
FEPΦ65x2

FEPΦ50x1

K-6 L=1.7m

K-5 L=2.6m

FEPΦ50x1照明

K-1 L=4.9m

信号
FEPΦ65x2

FEPΦ50x1

K-4 L=0.9m

K-5 L=15.4m信号
FEPΦ65x2

FEPΦ50x1

K-4 L=2.0m

K-1 L=3.2m

K-3 L=21.3m

FEPΦ50x1照明

K-1 L=2.0m

FEPΦ50x1信号

K-2 L=16.3m

K-3 L=10.9m

FEPΦ50x1照明

K-1 L=2.1m

FEPΦ50x2信号

K-2 L=1.2m

FEPΦ50x1照明

FEPΦ50x2信号

K-3 L=3.1m

FEPΦ50x1照明

FEPΦ50x2信号

K-3 L=10.4m

FEPΦ50x2信号

K-2 L=2.8m

FEPΦ50x1照明

K-1 L=1.1m

照明
信号 信号

信号
照明

感知器感知器

K-6 L=16.0m

ML2

MR2

BL2

ML3

照明
既設

既設照明柱
照明灯具更新(電気工事)
KSH-2 ⇒ KCE090-2C

R31 4K765L

既設照明柱
照明灯具更新(電気工事)
KSH-2 ⇒ KCE090-2C

R31 4K780L

既設照明柱 IS10.3B-S
照明灯具更新(電気工事)
KSH-2 ⇒ KCE090-2C
自動点滅器既設流用

R31 4K728R

照明柱新設(電気工事)
R31 4K744R

多目的柱H=10.3m KCE090-2C

照明柱新設(電気工事)
R31 4K765R

多目的柱H=10.3m KCE090-2C

自動点滅器新設(電気工事)

IS10.3B-C

IS10.3B-C

縮小率50%

1:250

広島国道事務所事業者名

会社名

作成年月日

図面名

工事名

縮尺 図面番号

国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業
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坂インター北交差点道路照明設備平面図

(道路照明設備)

坂インター北交差点道路照明設備平面図
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縮小率50%

-

広島国道事務所事業者名

会社名

作成年月日

図面名

工事名

縮尺 図面番号

国道３１号坂電線共同溝ＰＦＩ事業

42 / 42

道路照明設備配管配線系統図

(道路照明設備)

道路照明設備配管配線系統図
坂駅北口交差点配管配線系統図(既設撤去)

坂駅北口交差点配管配線系統図(新設)

坂インター北交差点配管配線系統図(既設撤去)

坂インター北交差点配管配線系統図(新設)

既設照明柱 IS10.3B-S

照明灯具撤去(電気工事)
KSH-2

既設照明柱
照明灯具撤去(電気工事)
KSH-2

R31 4K470L(H3076-03-02L)
照明柱撤去(電気工事)
IS10.3B-C KSH-2

R31 4K437R(H3076-03-01R)

AS
既設電力引込
1φ2W 200V

既設FEP照明 CV3.5mm2-2C撤去(電気工事)

照明

IS10.3B-C

既設自動点滅器

既設FEP CV3.5mm2-2C撤去(電気工事)

R31 4K520L(H3076-03-03L)

既設照明柱 IS10.3B-S
照明灯具新設(電気工事)
KCE090-2C

R31 4K437R

既設照明柱
照明灯具新設(電気工事)
KCE090-2C

R31 4K470L
IS10.3B-C

ML1

FEP50×1新設(土木工事)照明引込 引込ケーブル(電力会社施工)

照明引込

AS

照明 CV3.5mm2-2C新設(電気工事)

自動点滅器既設流用

照明柱新設(電気工事)

R31 4K480L

多目的柱H=10.3m KCE090-2C

照明柱新設(電気工事)
R31 4K480R

多目的柱H=10.3m KCE090-2C

R1
C1

L1

C1

既設電力引込
1φ2W 200V

FEP50×1新設(土木工事)引込ケーブル(電力会社施工)

AS

自動点滅器新設(電気工事)

自動点滅器新設(電気工事)

AS

FEP50×1新設(土木工事)

AS

既設照明柱 IS10.3B-S
R31 4K728R(H3077-03-01R)

既設照明柱
R31 4K765L(H3077-03-02L)

IS10.3B-C
既設照明柱
R31 4K780L(H3077-03-03L)

IS10.3B-C
照明 既設FEP CV3.5mm2-2C撤去(電気工事)

既設FEP CV3.5mm2-2C撤去(電気工事)

既設電力引込
1φ2W 200V

照明

照明灯具撤去(電気工事)
KSH-2

既設自動点滅器

照明灯具撤去(電気工事)
KSH-2

照明灯具撤去(電気工事)
KSH-2

信号 FEP50×2新設(土木工事) Ｃ

信号 FEP50×2新設(土木工事) Ｃ

電力引込
1φ2W 200V

AS

既設照明柱 IS10.3B-S
R31 4K728R

既設照明柱
R31 4K765L

IS10.3B-C

既設照明柱
R31 4K780L

IS10.3B-C

照明

ML2

BL2

照明引込

照明柱新設(電気工事)
R31 4K744R

多目的柱H=10.3m KCE090-2C

照明柱新設(電気工事)
R31 4K765R

多目的柱H=10.3m KCE090-2C

R3
C3

R2
C2

MR2

電力引込
1φ2W 200V

電力引込
1φ2W 200V

電力引込
1φ2W 200V

照明灯具新設(電気工事)
KCE090-2C

AS

照明灯具新設(電気工事)
KCE090-2C
自動点滅器新設(電気工事)

照明 CV3.5mm2-2C新設(電気工事)FEP50×1新設(土木工事)

照明引込 FEP50×1新設(土木工事)引込ケーブル(電力会社施工)

CV3.5mm2-2C新設(電気工事)FEP50×1新設(土木工事)

信号 FEP50×2新設(土木工事) Ｃ

FEP50×1新設(土木工事)引込ケーブル(電力会社施工)

信号 FEP50×2新設(土木工事) Ｃ

照明灯具新設(電気工事)
KCE090-2C
自動点滅器既設流用
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